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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　最初それは、苔こけむした岩としか見えなかった。

　二本の杉の木に挟はさまれるように、人間の背せ丈たけの倍ほどの隆りゆう起きがあることに、ハーフエルフのリーライナが気付いたのだ。

　興味を覚えた彼女は近寄っていこうとした。確かに変わった地形ではあった。しかし、ライスには自然が造りだした悪戯いたずらとしか見えなかった。

　だが、リーライナは自信たっぷりに、人の手が加わっていると断言した。

　近寄ってみると、はたしてそれは巨大な岩だった。何種類もの苔が全面を覆おおっており、灰色の地じ膚はだがところどころに顔を覗のぞかせている。それがなければ、岩かどうかも分からなかっただろう。鐘かねを伏せたような形だったが、南側だけが妙に平たいらで、地面と直角に交わっていた。

　リーライナは大事そうに苔をはがすと、陽ひが当たらない場所までわざわざ運んで地面に置いた。そして、その作業を繰くり返す。

　半分とはいえ、森の妖よう精せいエルフの血が流れているだけあって、リーライナは植物には優しく接する。ライスはその十分の一でもいいから、他の者にも優しさを向けてほしいと、自分の信仰している幸運の神チャ・ザに祈っている。しかし、その祈りはなかなか届とどかない。

　リーライナが苔をはがして露ろ出しゆつした岩いわ肌はだに、奇妙な文字が刻まれているのを、ライスは見た。意味はまったく分からなかったが、古代語であることは間ま違ちがいなかった。

　自然の岩にしか見えなかったそれは、古代王国の遺い跡せきの一部だったのだ。

「ときには、迷ってみるものだね」魔ま術じゆつ師しのチェペルが遺跡に刻まれた古代文字を調べながら、弾はずむような声をあげた。

「ターシャスの森にこんな遺跡があったとはね」

　チェペルの帽ぼう子しに刺されている梟ふくろうの羽根が、古代文字を読もうとする彼の視線の動きにつれて、小さく揺れていた。この魔術師はついさっきまで、森に迷ったことをさかんに愚ぐ痴ちっていたのだが、そんなことなど忘れてしまったかのような喜びようだった。

「どうやら、扉とびらのようじゃの」

　チェペルの後ろから何気なく遺跡を眺ながめていたドワーフのオスターが、突然、口を開いた。まだ、ほんの一部しか苔こけがはがされていないというのに、そんな判断を下せるあたり、さすがドワーフである。

　扉とびらと聞いて、チェペルの相そう好ごうがさらに崩くずれた。

「なら、この扉の向こうに遺い跡せきの本体があるということですか」

「そういう理り屈くつになるの」

　オスターがドワーフにしては短い髭ひげをさすりながら答えた。

「本当に、迷ってみるものですね」

　チェペルが先程の言葉を繰くり返した。

　道に迷ったのは、もちろん、こんな遺跡を探すためではない。〝剣の王国〟オーファンから南のロマール王国まで行くのに、ファンドリアの王都を迂う回かいしたかっただけなのだ。

　暗黒神ファラリスにまつわる噂うわさが何かと多いファンドリアである。先日、ドノバという小さな村で起こった事件を解決するために、暗黒神の司祭をひとり手にかけたライスたちとしては、あまり立ち寄りたくない場所だった。それで、〝争いの森〟ターシャスからマナール湖東岸にそって、南の街まちレムリアまで抜けようと考えたのだ。

　ハーフエルフのリーライナがいるのだから、よもや森で迷うことはあるまい、とライスは考えたのだが、それが甘かった。彼女は、エルフほどには森に対する土と地ち勘かんはなかったし、野外生活に長たけたレンジャーでもなかったのだ。

　しかも、予想以上にターシャスの森は深く、また、この森を住みかとするエルフたちが、ゴブリンたちを寄せつけないために〈迷いの森〉の呪じゆ文もんをかけている場所があった。この魔法の罠わなにもどこかでひっかかったようで、ライスたちはみごとに道に迷った。予定ではもうレムリアの街に着いているはずなのに、森を抜けでるどころか、湖にたどりつく様子さえ一向になかった。

　ライスは木々の枝のあいだに見え隠かくれしている太陽に目をやった。

「早く行かないと日が暮れるぞ」

　ライスは夢中になって扉を調べているチェペルたちに声をかけた。リーライナはすでに岩の南側に張りついていた苔をあらかた地面に移しおえていて、扉のほぼ全面が姿を現わしていた。

　扉はいかにも古代王国時代に作られた物らしく、全体から重厚感を漂ただよわせていた。苔がはがれた後の茶色と緑、そして灰色の斑まだら模も様ようの表面さえ、優れた絵師が色付けしたかのようだった。古代語の文字がまるで模様のように彫ほりこまれていて、チェペルがそれを熱心に読んでいる。

　リーライナが読もうともしないところをみると、どうやらその古代文字は下位古代語ではなく、上位古代語の魔法文字であるようだ。

「早く行こう」

　ライスはもう一度、今度はさっきよりも大きな声で、呼びかけた。

「何を言ってるんです！」

　ようやく扉とびらの文字を読みおえたのだろう。チェペルが振り返って、激しい身振りをまじえながら、ライスに抗議をしてきた。

「せっかく、古代王国の遺い跡せきに出くわしたのですよ。何もしないでこのまま帰るなんてできるわけがないでしょう」

「そうよ、あたしたちは冒ぼう険けん者しやじゃない」

　リーライナもどうやらこの遺跡を調べたがっている様子だった。

「確かにオレたちは冒険者だ。だが、古代王国の遺跡には手を出さないでおこうと話しあったじゃないか。それに、オレたちにはもうひとつ理由が……」

　ライスはチェペルとリーライナを交互に見ながら、説得を試みた。しかし、どちらもが自分の言葉に耳を貸すつもりがないことは、すぐに分かった。

「せっかく、こんな幸運にありついたのよ。何もしないで立ち去ったら、あなたの神様に申し訳わけが立たないでしょ」

　ライスは幸運の神チャ・ザに仕つかえる神官戦士である。リーライナはそのことを言ってるのだ。

「手持ちの銀貨がどれだけあるか、ライスは知っているんですか。ロマールに行って、すぐに仕事が見つかるとは限らないんですよ」

「あいかわらずだな」

　ライスは思わず苦笑を浮かべていた。

　チェペルは、非常に現実的な性格をしている。世間知らずが多い魔術師の中では、例外的な男といえるかもしれない。

「好きでなった性格じゃありませんよ。生きていくために、お金がかかるのは仕方がないことでしょう」

　そう言うときのチェペルの顔が苦しそうにも見えたので、ライスはちょっとした罪ざい悪あく感かんに捉とらわれた。そのつもりはなかったのだが、皮肉に聞こえたのかもしれない。

「気を悪くしたのなら、謝あやまるよ。しかし、いくら銀貨が乏とぼしいからといって、まだ一月ぐらいは食べていけるだろう。それに、ここは森の中なんだ。銀貨が使える店だってない。早く森を抜けないと、銀貨が尽きるより先に食しよく糧りようの方が尽きてしまうだろ」

「いくら説得したって、無む駄だよ！」ぴしゃりと言葉を返してきたのは、リーライナだった。

「あたしは何が何でもこの遺い跡せきに入るつもりなんだから」

　その言葉で、ライスは完全にあきらめた。こんなときのリーライナにはどんな理り屈くつも通じないことを、ライスは嫌いやというほど知っていた。

「……なら、さっさと調べてしまってくれ」

　その言葉を待つつもりさえなく、チェペルがオスターに扉とびらを開けるように頼んでいた。頑がん固こで有名なドワーフにはめずらしく、オスターは他人の言葉にわりと素直に従う。エルフの血が混ざっているリーライナにも、悪い感情は抱いていないようだった。ただ彼の怪力ぶりは、ドワーフにふさわしいものだった。

　彼が力を込めて扉を引くと、分厚い石の扉はゆっくりと動いて開きはじめた。岩が地面にこすれる音が、森の木々のあいだを通りぬけていく。やがて、扉の奥にぽっかりと黒い穴が口を開けた。

　どうやら、下りの階段が続いているみたいだった。

「この下に古代王国の遺跡があるわけね」リーライナが階段の下を覗のぞきこもうと腰を屈かがめながら言った。

「変わったものは、何も見えないわ」

　精せい霊れい使つかいであるリーライナの目は、普通の人では見えない光をも捕とらえることができる。

「確かに、ずっと階段が続いているだけだの」

　オスターだった。彼はドワーフなので、暗くら闇やみの中でも昼間と同じように、物を見分ける能力がある。

　今のような場合だと、オスターの情じよう報ほうのほうが信頼できるわけだ。

　リーライナもそれを悟さとったのか、すこしむっとした顔になった。

「降りるのなら、オレが先頭に立とう」ライスは背中にかけてある戦せん斧ぷをはずして、両手に構えた。

「誰だれか明かりを頼む」

　どうせならば、できるだけ早く遺跡の探たん索さくを終わらせたいので、ライスは彼らに手を貸す気になっていた。それに、古代王国の遺跡のことである。どんな罠わなや怪物が待ち受けているかしれないのだ。

　チェペルが、背中の荷物からたいまつを取りだし、火打ち石を使って、それに火を灯ともした。松まつ脂やにを沁しみこませた布が木の棒の先端で燃えはじめ、黒い煙と橙だいだい色いろの炎を吐きだしはじめた。

　チェペルは火のついたたいまつをライスに手渡そうとした。

　ライスはバトルアックスから左手を離すと、たいまつを受け取った。そして、その炎で足元を照らしながら、慎しん重ちように階段を降りていった。オスター、チェペル、リーライナの順で、後に続いてくる。

　階段を降りたところはまっすぐに続く通路になっていた。数歩ほど先で、左右に走る通路とＴ字形に交わっている。

「本格的な造りの地下迷宮ですね」

　チェペルが壁や天てん井じようを見回しながら、感かん嘆たんの声をあげた。

　そのときだった。背後で重い音が突然、響ひびきはじめた。

「見て！　扉とびらが」

　最後尾にいたリーライナが悲鳴に近い声を上げる。ライスが振り返ったときには、彼女は全力で階段を駆けあがっているところだった。

　どんな状じよう況きようなのかは、一目見ただけでライスにも分かった。開けたままにしておいたはずの扉が、勝手に閉まろうとしているのだった。

　リーライナの動きは速かった。扉が閉まりきるよりも先に、彼女は入口にたどりついた。そして、両手を扉に押しつけると、渾こん身しんの力を振りしぼって、扉が閉まるのを防ごうとする。

　だが、あきらかに力不足だった。リーライナはじりじりと押し返された。靴くつが石の床ゆかを滑すべって微かすかな悲鳴を上げている。それは、気の強いリーライナが心の中で上げている悲鳴のようにも聞こえた。

　外から入ってくる陽光が、糸のように細くなっていく。そして──

　ゴトンと大きな音がひとつして、外からの光は完全に消え去ってしまった。

　いちばん最後に階段を上がってきたライスは、オスターと協力して、扉を押し開こうと何度も試みた。

　しかし、無む駄だだった。扉はまるで本物の岩のように、ビクともしなかった。

「どうやら、鍵かぎがかかっておるようじゃの」

　オスターは荒い息をつきながら、そうつぶやいた。

「じゃあ、鍵を開けなけりゃ」

　リーライナのその言葉で、みんなもようやく思いだしただろう。自分たちが古代王国の遺い跡せきに挑いどまなかった、いちばんの理由に。

　この四人の中に、誰ひとりとして、盗とう賊ぞくの技量を持つ者がいないということに。




　　　　２




　ライスたち四人は〝羽は根ね頭あたま〟と名乗り、冒ぼう険けん者しや稼か業ぎようを営んでいる。彼らが出会ったときに、ライスの頭に鴉からすの羽根が乗っていたのが、このいっぷう変わった名前の由来である。

　そして、冒険者になるなら、人々に名前を覚えてもらわなければならないとのチェペルの発案で、全員が頭に鳥の羽根を刺すことを思いついたのだ。

　ライスは鴉の羽根、チェペルは梟ふくろうの羽根、リーライナは鸚おう鵡むの羽根、そしてオスターは青あお鳩ばとの羽根を髪の毛や帽ぼう子し、兜かぶとにつけている。

　冒険者としては珍しいことなのだが、彼ら羽根頭には盗賊シーフの技量を持った人間がひとりもいない。ライスは幸運と富の神チャ・ザを信仰する神官戦士、チェペルは賢者セージにして魔術師ソーサラー、リーライナはハーフエルフの精霊使いシヤーマン、同時に賢者の修業も積み、戦士フアイターとしての訓練も受けている。そして、ドワーフのオスターは優すぐれた戦士であり、それ以上に優れた石いし工くである。

　レンジャーがいなかったため森に迷い、盗賊がいなかったため迷宮に閉じこめられる冒険者たち。まるで笑い話だが、今、ライスたちがおかれている現状は、まさしくその通りなのだ。

　いきなり古代王国の遺跡に出くわすという幸運に、好奇心旺おう盛せいなふたりの賢者が我を忘れたのがいけなかったのだ。しかし、それを口に出してチェペルやリーライナたちを責めたとしても、問題が解決する訳わけではない。

　ライスは何かよい手段はないものか、と思案をはじめた。

　と、横合いから、リーライナが突然、声をかけてきた。

「あなたが本気になって止めないから、こんなことになるのよ！」

　ライスは、彼女の顔をまじまじと見つめた。

「何よ！」

「いや、世の中にはいろんな考え方があるものだな、と……」

「そうですよ、ライスだけが悪いんじゃないのですから」

　チェペルがリーライナを諭さとすように言う。

　ライスは呆あきれて、もう何も言う気がしなくなった。自分だけが悪くないということは、あるかもしれないぐらいに考えていたのだが……

　チェペルは、先程から扉とびらの文字を調べたり、扉に向かって古代語魔法の呪じゆ文もんをかけてみたりしていたのだが、扉は開く気配すらみせなかった。

　現実家の彼は、すでに努力を放ほう棄きしてしまっている。

「どうだった？」

　ライスの問いかけに、チェペルは首を横に振った。

「ずいぶんと手ごわい鍵かぎのようですね」

　ライスは、うなずくしかなかった。

「盗とう賊ぞくがいないんだから仕方がない。他の出口を探すしかないな。もしくは、この扉を開ける方法を探すか」

「仕方ないわねえ」

　リーライナはぶつぶつと文句を言いながら、ふたたび階段の下を覗のぞき見た。と、その目が恐きよう怖ふを湛たたえて、大きく見開かれた。

「ライス、あれ！」

　ライスは彼女の視線の先を追いかけた。

　階段の下に、淡い光に包まれて輝く女性の姿が目に止まった。その女性は下着のような物を身につけただけで、ほとんど裸はだかに近い格かつ好こうだった。豊かとはいえないが、よく引き締まった若い肉体を惜しげもなく晒さらしている。しかし、彼女には実体らしいものはなく、なかば透けているようだった。生きている人間でないことだけは、間ま違ちがいなさそうだった。

「幽ゆう霊れいなの？」

　恐る恐るリーライナが尋ねてくる。

「いや、そんな感じはしない……」

　ライスは、もっと半はん裸らの女性の正体を見極めようと、階段を慎重に下りはじめた。

　と、誰かが彼を押し退のけて、先頭に立った。そして、魅み入いられたように、ふらふらと女性のそばに近寄っていこうとした。

　チェペルだった。

「危あぶないぞ」

　ライスは後ろから彼のローブをつかんで、引き止めようとした。

「大だい丈じよう夫ぶです、あれはただの幻げん覚かくですよ」

　チェペルはライスの手を振りほどくように、女性のところまで歩いていった。

　そのとき、女性が何やらつぶやいた。古代語のようだった。

「なんて言ってるんだ」ライスは古代語を理解できるリーライナに尋ねた。

「読むことはできるの。でも、会話はね」

　リーライナはごまかすような笑いを浮かべた。

　視線を戻もどせば、もう幻覚は消えていて、薄暗い中にチェペルだけが取り残されたようにポツンと立っていた。

　ライスは背中から近寄っていって、魔術師の肩をかるく叩たたいた。まるで魂たましいを抜かれたかのように、茫ぼう然ぜん自じ失しつという体ていだったからだ。

「何か警告でもされたのか？」

　チェペルは首を横に振った。

「何よ、でれっとしちゃって。あなたはあんな女が好きなの。それとも、裸はだかに目がくらんだの」
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　リーライナが皮肉っぽく言った。

　ふたたび、チェペルは首を横に振った。

「なんてみごとな幻覚なんだ……」

　そして、熱に浮かされたようにつぶやいた。

　背筋に悪お寒かんでも走ったかのような顔で、リーライナがチェペルのそばから飛びのいた。

「こいつ、絶対に変よ」

「魔術師だからね。純粋に古代王国の魔法に魅せられたのだろう」

　ライスはリーライナには、そう答えておいた。そして、チェペルに尋ねる。

「それで、幻覚の女性はなんて言ってたんだ？」

「長いあいだ、待っていた。もう、帰さない」

「よかったわね、相そう思し相そう愛あいで」

「本当なんですよ、リーライナ。彼女は本当にそう言ってたんです。下位古代語の会話ができないあなたには、理解できなかったでしょうけどね」

「今、勉強中よ！」

　激げつ昂こうするリーライナを宥なだめながら、ライスは幻げん覚かくの女性の言葉が誰に向けられたものなのだろうか、と疑問を口にした。

「わしらを歓迎しているとは思えんがの」

　オスターは、女性がたたずんでいた辺りの床ゆかや壁を調べている。

「脅おどし文句のようにも聞こえるものね」

　リーライナは、チェペルを横目で見ながら、おおげさにうなずいた。

「そんな感じではなかったですよ。本当に愛いとしい者を出迎えるような……」

「完全にさっきの女に魅み入いられたようね」

　リーライナがこれは駄だ目めだとつぶやいて、そっぽを向いた。

「わたしは十分に冷静ですよ。わたしたちに向けられた言葉でないことは、異論がありません」

　ライスは深くうなずいた。何しろ数百年前に造られた迷宮ラビリンスである。自分たちがやってくることなど、予想しているはずがないのだ。

　あの幻覚の主人は、きっと誰かを待ちつづけていたに違いない。そして、その待ち人は決してやってくることはないのだ。

「あれこれ考えていても仕方がない。他に出口がないか、調べてみよう」

　ライスはたいまつを掲かかげながら、左右に走る通路の方に歩きはじめた。他の三人も無言で彼の後に従った。

　四人の冒ぼう険けん者しやの歩く足音が、石の壁に何重にも反響して、彼らより一足先に通路の奥へと響いていった。
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　遺い跡せきの通路は、円を描くように伸びていた。床ゆかや天てん井じよう、そして壁などに仕掛けがないか注意しながら、ライスたちはたっぷりと時間をかけて廊ろう下かを一周した。

　仕掛けはあったかもしれない。しかし、盗とう賊ぞくのいないライスたちには、見分けることはできなかった。

　一周するまでのあいだに見つかった物といえば、通路の外側についていた五個の扉とびらと、内側についていた一個の扉だけだった。

　通路を歩くあいだに、怪物には出くわさなかった。

「案外、狭せまい建物なのね」

　リーライナが安心したように、つぶやいた。

「それだけ、出口の見つかる可能性が減ったってことですよ」

　チェペルが不吉なことを言う。

「食しよく糧りようが乏とぼしいのが、心細いの」

　大たい食しよく漢かんのドワーフだけあって、オスターはそれがいちばん気になっている様子だった。

「後は、六つある扉を調べるだけだな」

　問題はどこから調べるかである。ライスは、仲間に意見を求めた。

「いちばん怪しいのは、ひとつだけ通路の内側についていた扉ね。両開きの鉄の扉だったし、いかにも何かがありそう」

「怪物がいるかもしれないし、宝物があるかもしれませんね」

「最初に調べるか、後から調べるか難しいところだの」

　ライスたちはしばらく相談をして、通路の内側に設もうけられていた扉からまず開けてみることにした。

　その扉の前まで移動すると、今度はじっくりと扉の様子を調べた。扉の右側には若い男の姿が、左側には同じく若い女の姿が浮き彫りにされているのが分かった。そして、古代語の文字が一行。

　どうやら、下位古代語だったようで、リーライナはチェペルより先に扉の前に立ち、得意そうに声に出して読みはじめた。

「ふたりの禁きん断だんの愛のために……」口に出してしまってから、リーライナはあからさまに不快そうな表情をした。

「何よこれ！」

「怒ることはないでしょう。この建物の鍵かぎを握っている言葉なのですよ。入口の扉に刻まれていた文字も、同じような意味の言葉が並べられていましたね。男と女、愛、許されざる、永遠、未来そんな言葉が読みとれました」

「へえ、上位古代語だと、完全に読むこともできないのね」

「残念ながらね。上位古代語の文章は暗号のように複雑ですからね。分からない単語が一語あるだけで、全体の意味さえつかめなくなるのですよ。簡単な文法の下位古代語と一いつ緒しよにしないでください」

　チェペルとリーライナの陰険な言い合いを聞いていて、何だかライスは頭が痛くなってきた。

「言葉は他人を傷つけるために、あるんじゃない」

　ライスはふたりのあいだに割ってはいった。

　幸運の神チャ・ザの教えでは、言葉は神聖なものとされている。言葉によってお互いの交流を深め、相手の心を理解する努力をせよ。さすれば、争いなど決してなくなることだろう。

　言葉は本来、幸運の運び手であるべきなのだ。優しい言葉は相手を幸福にし、そして自らも幸福になれる。しかし、残念なことに、言葉は他人に不幸をもたらすこともできる。それを端的に教えてくれるのがリーライナである。

「扉とびらを開けてみるんだろ」

　我が道をいくオスターは、扉に右肩を押しつけると、力を込めはじめた。ライスもそれに手を貸した。

　扉がビクともしないのは、すぐに分かった。扉と見えたのは、鉄の壁なのではなかろうか、と思えるほどだった。

「開かないの？　引いてみても駄だ目め？」

　失望と焦あせりの色を浮かべながら、リーライナが声をかけてきた。

「取手もないんだから、引いて開けられる訳がなかろう」オスターは大きく息を吐いてから、どっかとその場に座りこんだ。

「さて、これからどうしたものかの？」

「他の扉を調べるしかないな。全部、鍵かぎがかかっていたら、お手上げだが……」

　ライスは鉄の扉の向かい側にちょうど設もうけられている扉を見つめた。こちらの扉は、標準的な木製の扉だった。

　ライスは罠わながないか調べようと思って、しばらく扉を見つめてみたが、どうやって調べればいいのかまったく見当がつかず、すぐにあきらめて、たいまつを地面に落とすと、左手で取手を握った。

　そして、すこし力を込めて押した。手ごたえがあって、扉は簡単に内側に開いていった。音もほとんどしない。

　と、扉の向こう側がパッと輝いた。ライスは驚いて、右手に持っていたバトルアックスを両手に持ち替えた。

　間かん髪はつをおかず、ライスは扉を蹴けりとばすと、中に飛びこみ、戦える体勢を整えた。

　思った以上に、広い部屋だった。円形で、椅い子すやら机、書しよ棚だななどの調度品がまばらに置かれている。居間のような感じだった。奥に豪華なソファーがあり、そしてそのソファーには……

「さっきの女性だ！」

　たいまつを拾いあげて、ライスの肩越しに部屋の中を覗のぞきこんでいたチェペルが、指をさしながらそう声をあげた。

　その女性は、ソファーに身体を横たえていた。しかし、今や物もの憂うげに起きあがろうとしていた。ライスたちの方に向かって、ゆっくりと片手を差し伸べながら。

　ソファーの模も様ようが、彼女の身体を通して、はっきりと見ることができた。女性の身体は、今度は透明といっていいぐらいだった。

「駄だ目めだ、チェペル！」ライスは自分を押し退のけて前に出ようとするチェペルを、左手で制しながら通路まで下がるように、と言った。

「あの女性は幻げん覚かくじゃない。あれこそ、まさに幽ゆう霊れいだ。負の生命で生きる魔ま性しようの存在だ！」

　ライスは、緊きん張ちようした顔でバトルアックスを握りしめた。手の平にじっとりと汗が滲にじんでくる。そして、〈鎮ちん魂こん〉の呪文を唱えようと精神を集中させる。

「待ってください」

　彼の精神集中を破るように、チェペルがライスの左腕にしがみついてきた。

「離すんだ。あいつは幽霊なんだぞ」

「幽霊じゃない！　彼女はレイスなんです。死者の魂たましいではなく、生者の魂がさまよっているものです」

「レイスだって？」

　その名前は聞いたことがあった。古代王国時代に、肉体から魂を分離させる呪文があり、その魂が何かの理由で元の肉体に戻もどることができずに、生いき霊りようとなってしまった魔物である。しかし、邪じや悪あくなアンデッドであることは間ま違ちがいがない。

　ライスはチェペルを振りほどこうと、腕を激しく振った。しかし、チェペルは意外なほどの頑がん張ばりで、振りほどかれまいと抗あらがった。

　と、目の前の女性が何やら声を出した。

「下位古代語よ！」リーライナが扉の外から声をかけてきた。

「意味は分からないけどね」

　彼女は自じ嘲ちようぎみにそう付け加えた。

　一方、ドワーフのオスターはすでに部屋の中に入っており、大斧グレートアツクスを構えて威い嚇かくするようにレイスを睨にらみつけている。

「なんて言ってるんだ？」

　チェペルを振りほどくのはあきらめて、ライスは彼に尋ねた。

「長い間、待っていた……しかし、違う……おまえたちは誰……何の用があってきた……」

　チェペルはそう通訳した後、レイスに向かって、何やら下位古代語で伝えた。

「敵意はないと伝えました。わたしたちは、戦うつもりはないと。彼女もそのつもりはないようです」

「しかし、相手は不死の怪物なんだぞ」

　そのとき、レイスが上位古代語らしきルーンをつぶやく声が聞こえてきた。

　緊きん張ちようして、ライスは精神を集中させる。しかし、自分たちに呪じゆ文もんがかけられた訳わけではなさそうだった。

「何の用があるか、聞いたでしょ。答えなさい、蛮ばん族ぞくども。ここはあなたがたにとって禁きん断だんの場所なのですよ」

　レイスが発した言葉は、共通語だった。

　びっくりして、ライスはレイスの顔を見つめた。

「魔法で、わたしたちの言葉を話せるようになったのでしょう。驚くことはありません」

　チェペルが戸と惑まどいの表情を浮かべたままのライスから離れて、レイスに向きなおった。

「不意の侵入を容よう赦しや願います。わたしたちは、道に迷って、この建物に入ってきただけです。出口が閉ざされ、出られなくなったのです」

「魔法の鍵かぎをかけていたもの。入ることはできても出ることはできないわ」

　レイスはからかうような表情をその顔に浮かべながら、ライスたちの方に近寄ってきた。ライスが身を固くしたのを見て、クスリと笑う。

「安心なさい。危害を加えるつもりはないから。わたしは蛮族に対しても、寛容な人間のつもりです」

「だったら、入口の扉を開けてください。わたしたちは、すぐに出ていきますから」

　ライスはまだ緊張を解いてはいなかった。

「失礼じゃないですか、ライス。相手が丁てい寧ねいに接してくれているというのに……」

　チェペルが説教じみたことを言う。

「扉なら開けてあげるわ。でも、その前にわたしの問いに答えてくださいな。今は、何年。あれから、何年が過ぎたの？」

「知らないのですか？」

　古代王国が滅びたということを、チェペルは意味しているのだろう。

「知らないわ、蛮ばん族ぞくの人。わたしは、ここで眠っていたから。長い、長い眠りに……」

「本当の事を教えていいものかしら？　真実を知れば、やけになったりするかもしれないわよ。まともに戦ったら、勝ち目はないんでしょ」

　リーライナが部屋の中に入ってきて、ライスに耳打ちしてきた。

「しかし、噓うそを教えていいはずがない。真実を伝えなければ……」

「愚ぐ問もんだったわ。あなたは神官様だったわね」

　意地の悪そうな笑いを、リーライナは浮かべた。

　ライスはレイスに、すべての真実を語った。彼女らの王国が滅ほろびたこと、そして王国が滅んでから五百年以上の年月が過ぎたということを。

「本当なの……」

　レイスの表情からは驚きと悲しみのようなものが読みとれた。彼女は力なくその場に崩くずれおれると、声を殺して泣きはじめた。

　涙こそ出ていないが、泣きくずれるレイスというものを、ライスははじめて見た。毒気を抜かれたようなもので、ライスは哀れみと困こん惑わくとが入り交じった複雑な気持ちでレイスを見下ろした。

「じゃあ、お父様は、お母様は……」

　レイスは嗚お咽えつにも似た声を洩もらす。

　ライスは、うなずくしかなかった。いかに長ちよう寿じゆを誇る魔術師でも、生きているはずがない。それに、古代王国の滅亡のおりには、ひとりの魔術師をも生かしておくまいと大だい虐ぎやく殺さつが演じられたのだから。

「ジェフメルも死んでしまったのね。もう二度とわたしの前には現われることはないのね……」

「ジェフメル……、あなたが待っていたという人ですか？」

　ライスは相手を気き遣づかいながら尋ねた。もはや、このレイスを倒そうという気持ちは失せていた。無益な戦いは、チャ・ザの教えに反するものである。

　レイスはこっくりとうなずいた。

　そして、静かに話しはじめた。遥はるかな昔の話を。それは、レイスであるこの女性とジェフメルという若者の間に芽め生ばえ、育はぐくまれた愛の物語だった。
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　レイスは、ディアネーといった。彼女は、死し霊りよう魔術師の名門の家系に生まれたひとり娘であった。

　末は、家の跡を継ぐ定めにあり、そのため基本魔術から、死霊魔術の秘ひ術じゆつにいたるまで残らず教えこまれた。そして、彼女はそれらの知識を次々と吸収していった。

　すべての始まりは、魔法王の即位を祝うための宴の席だった。次期当主として、彼女は両親に連れられて、はじめて社交の場に出席した。

　それまで、魔術の修得だけで日々を暮らしていた彼女にとって、はじめて見る宴うたげは華やかで、心ときめくものがあったに違いない。魔術師とはいえ、彼女もひとりの人間であり、それ以上に、若い娘だったのだ。
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　この宴で、ディアネーはひとりの若者に出会った。彼の名前こそ、ジェフメル。付与魔術師の名門の家系に生まれた次期当主だった。

　ふたりの若い愛が燃えあがるには、三日間の宴だけで十分だった。ふたりの若い男女は、一日目を踊りつづけてすごし、二日目は花園の片かた隅すみで愛を語らうことで費ついやし、三日目には森の木陰で熱い口づけと抱ほう擁ようとを繰くり返して別れを惜しんだ。

　ふたりは未来を語り合い、そして、再会の約束をして別れた。

　ディアネーは家に戻ると、好きな人ができたことを正直に両親に告げた。そして、彼と一いつ緒しよになりたいということも。だが、相手が付ふ与よ魔術師の家系の次期当主と知って、両親はふたりの交際を許そうとはしなかった。

　それどころか、これが機会とばかり、彼女は一門を統すべる門主の家系から婿むこを取るか、〝生命なき王〟となって、永遠にこの家系の当主でいつづけるかの選択を迫られた。

　ディアネーは悲しみにくれながら、〝生命なき王〟となる道を選んだ。ジェフメルと一緒になれぬのなら、誰とも連れ添うつもりはなかったからだ。死霊魔術のもっとも高度な呪文を修得するため、彼女は、前にもまして魔法の修業に勤いそしんだ。

　しかし、ある晩、ジェフメルの使い魔がディアネーの館やかたに飛んできた。そして、ふたりの愛のために、秘密の館を造ったことを彼女に伝えた。

　それが、今、ライスたちがいる地下迷宮なのだ。

「ここはわたしとジェフのための愛の迷宮。許されざる愛の唯ゆい一いつの安息の地」

　歌うように、レイスは言った。

「残念ね、チェペル。先約がいて。レイスの花はな婿むこには、あなたがぴったりなのにね」

　リーライナが小声でチェペルを茶化した。

「やめとけよ、リーライナ」

　ライスがすかさず彼女をたしなめる。

「だって……」と、リーライナは不満そうな表情をした。

　そんなライスとリーライナのやりとりを見て、レイスがふと微笑ほほえみを浮かべた。

「いいわね、おまえたち蛮ばん族ぞくは自由で。誰を好きになろうが、一いつ緒しよになろうが、誰からも咎とがめられることはないものね」

「そうでもありませんよ」ライスは答えた。

　今でもなお、自由に愛を育はぐくめる男女が、多いわけではない。いろいろな事情に縛しばられて、自らの想いをあきらめていく者も少なくない。身分の違いや、貧富の差などで……

　レイスの話はさらに続いた。

　この迷宮で、ふたりの秘められた愛は深くなっていった。ふたりは両親の目を盗んでは、この迷宮にやってきて、お互いの愛を確かめあった。それから、時がくると再会の約束をして別れるのが常だった。

　しかし、若い娘にとって、再会が約束されていてさえ、愛する者との別れは辛つらいものだった。

「わたしは、彼と一いつ緒しよになれないなら、死んでもいいとさえ思った。そのことを彼に打ち明けたこともあったわ。一緒に死んでくれないかって……」

　そのレイスの言葉に、リーライナが顔をしかめるのがライスには見えた。

「愛のために死ぬなんてね」彼女はたまらなそうに声をあげた。

「相手の男は、迷惑したんじゃない」

「そんなことはありません」ディアネーのレイスは、力を込めてリーライナの言葉を否定した。

「確かに、反対はされました。でも、彼は言ってくれたの。確かに、今のわたしたちの愛は許されざるもの。しかし、いつの日か許される日がくるかもしれない。肝心なのはあきらめないことだって」

　ジェフメルという若者は、実際にふたりが一緒になれるよう努力もしたらしい。

「あの人は、ふたりの愛が許される日は近いかもしれないと言ってくれたのに……」

　だが、その日はこなかったわけだ。

「よければ、あなたがレイスになったいきさつを教えていただけませんか？」

　チェペルが悲しみにくれるレイスに尋ねた。いかにも魔ま術じゆつ師しらしい興味の示し方だった。

　レイスは素直にうなずいて、チェペルに最後の日の話をはじめた。

　運命の日は、満月の美しい夜だった。彼女は約束の時間よりも、すこし早くこの迷宮にやってきた。前の別れのときに、ジェフメルは今こ宵よいこそ、ふたりの愛が許され、永遠となる記念の日かもしれない、と告げていた。

　疑うことを知らぬ若い娘は、愛する者の言葉を素直に信じた。いてもたってもいられず、約束よりもはるかに早い時刻にディアネーはこの迷宮にやってきた。

　しかし、いつまでたってもジェフメルはやってこなかった。約束の刻限をはるかに過ぎても、彼女が心から慕したう若者は姿を現わさなかったのである。

　それで、彼女ははじめて決意した。この迷宮を出て、ジェフメルの館やかたへ赴おもむこうと。しかし、ジェフメル以外の人間に見つかっては、すべてが終わってしまう。だから、彼女はもっとも発見されにくい方法を取ることを思いついた。

　だから、〈幽ゆう体たい離り脱だつ〉の呪じゆ文もんを使ったのだ。これならば、どこでも行ける。見つかっても捕つかまることはないし、すぐに正体がばれることもあるまい、と彼女は考えたのだ。

「いい方法だと思ったの。でも、レイスになってしまうと。物理的な手段が何も取れなくて、彼の館と直通で結んでいる移送の扉とびらを使うこともできなかったの」

　だから、彼女は空を飛んで、彼の館まで行かねばならなかった。これに、かなりの時間が費ついやされた。

「彼の館に行ってみると、なんだか館は騒然としていたわ。それで、人目を避けるために、また時間がかかってしまったの。それでも、何とか彼の部屋を探しあて、中を覗のぞいてみたんだけど……」

　しかし、ジェフメルは部屋にいなかったのだ。近くを探してみたり、しばらく待ってみたりもしたのだが、彼の姿は一向になく、そして戻もどってくる気配もなかった。

「行き違いになったに決まってるじゃない」

　焦じれるように話を聞いていたリーライナが、たまらず声をあげた。

「わたしも、そうだと思ったわ。それで、この迷宮に帰ろうとしたの。でも……」

　しかし、帰ろうと思った矢先に、朝日が昇りはじめたのだ。太陽の光を浴びれば、レイスは消滅してしまう。彼女はあわてて、日の当たらぬ場所に逃げこんで、夜を待たねばならなかった。

　そして、日が暮れてこの迷宮に戻ってきたとき、彼女は奇き妙みような違い和わ感かんを覚えた。ほんの些さ細さいなことなのだが、何か大事なものが変質してしまったかのような印象を受けたのだ。

「その予感は正しかったの。変化はちょっとしたものだったわ。でも、わたしにとっては、致命的だった」

「致命的？」

　レイスにとって、致命的な変化とはいったい何なのだろう。ライスは興味を覚えて、次の言葉を待った。

「わたしの身体は、向かいの寝室で眠っているの。あの寝室に入るためには、鍵かぎとなる言葉が必要で、その言葉を変えられるのは、わたしとあの人しかいないはずなの」

「その言葉が変えられていたのか？」

　ライスの言葉に、レイスは悲しげにうなずいた。

「魂たましいが肉体を離れて、一日以上が過ぎてしまえば、もう二度と肉体に戻ることはできないんです」

　チェペルが哀れむような声で、そう説明を加えた。

「それで、わたしはレイスになってしまった。元の肉体には戻れないさまよえる魂に……」

　しばらく沈黙が流れた。

　レイスに対する嫌けん悪お感かんはライスの中からなくなっていた。ただ、同情をすることはできても、彼女を救うことはできそうにない。

　なぜ、若者はやってこなかったのだろうか。そして、レイスとなったディアネーが迷宮を離れているあいだに、この迷宮を訪れ、そして扉の合言葉を変えた者は誰なのだろう。合言葉を変えられるのは、彼女自身と若者しかいなかったという。

　ライスは暗い気持ちになった。若者が彼女を罠わなにかけたのだと考えれば、辻つじ褄つまがすべて合うのである。ディアネーが待ちきれず若者を探しにでることは容易に推測できる。そして、彼女が得意の死し霊りよう魔術を使ってレイスになることを予想するのも、魔術師ならば難しいことではあるまい。

「……話はそれだけよ。わたしは、この部屋で眠ることにしたわ。何も考えることなく。考えれば気が変になってしまうかもしれないから。そして、ジェフメルがこの部屋の扉を開けて、笑顔で迎えてくれるのを待っていたの」

　すべての希望を失ったかのように、レイスの透きとおった顔には一片の感情のかけらさえ浮かんではいなかった。

　ディアネーも、ライスと同じ考えを抱いたに違いない。しかし、彼女はそれを信じたくはなかったのだ。だから、眠ることにしたのだ。ジェフメルがやってくるという希望を夢見ながら。

「どう、慰めればいいのか分かりません」

　ライスは神しん妙みような顔をして、レイスに近寄っていった。

　彼の言葉に、レイスはすこし気を取り直したように、顔を上げた。

「……慰めなんていらないわ。わたしの心は、もはや癒いやされることはないのだから。でも、ひとつだけお願いしたいことがあるの」

「何なりと聞きますよ」

　チェペルが勢いこんで答えた。

「ありがとう。わたしは、真相を知りたいの。なぜ、彼は約束の時間にやってこなかったか？　それから、わたしが留守のあいだにこの迷宮で何が起こったのか？　わたしはそれを知りたいわ……」

「難しいと思いますよ」

　ライスはそう答えることにした。彼女は心に抱いている疑惑を拭ぬぐいさりたいに違いない。だが、裏切られたことを証明するだけになるかもしれないのだ。それに、五百年もの時の流れの中に、真実は失われてしまった可能性が高い。今から、真相を突き止めるのが難しいのは、間ま違ちがいのない事実である。

「何とかしてあげましょうよ、ライス。人に幸運をもたらすのが、あなたの願いなんでしょう？」

「分かっているさ、チェペル。難しいとは言ったが、やらないとは言っていない。できるかぎりのことはするつもりだ」

「正気なの？」レイスに聞こえぬように、小声でリーライナが話しかけてきた。

「真相が分かって、彼女がもっと不幸になるかもしれないのよ。それに、わたしはいつも言ってるでしょ。恋愛問題には関わりたくないって。それよりも、彼女に入口の扉とびらの開け方を教えてもらって。とっとと、こんな迷宮をおさらばしちゃいましょうよ」

「ここまで話を聞いてしまって、それはできないよ」

　ライスはきっぱりと答えた。

　リーライナはあっさりと引き下がった。長い付き合いだ。彼女もライスの性格をよく知っている。自分が折れるつもりがないことを、分かってくれたのだろう。

「お引き受けしますよ、ディアネーさん」

　レイスは立ち上がって、すこし微笑ほほえんだ。それさえも悲しげな微笑みだったが、ライスは悲しみにくれる姿よりも、魅み力りよく的てきだと思えた。

　そのディアネーの姿から、チェペルが視線をそらしたのは、いかに透明とはいえ、全ぜん裸らである彼女に気を遣つかったためだろう。

　この魔術師は、もしかしたら、レイスである彼女のことを本当に気に入っているのかもしれない。

「では、始めましょう。あなたも協力していただけますよね」

「ありがとう、蛮ばん族ぞくの人。何かお礼をできればいいんだけど……」

「失われた呪じゆ文もんでも教えてください。それだけで、報ほう酬しゆうとしては十分ですよ。わたしたちは、他ひ人と助だすけが商売ですからね」

　チェペルがディアネーのレイスに、そう答えて静かに頭を下げた。宮廷婦人に挨あい拶さつしているかのような優雅さだった。

「いつもは、お金、お金ってうるさいくせに」

　チェペルの態度を見たリーライナは、投げやりな口く調ちようで言う。

「まあ、いいじゃないか。今の方がよほど健全に見えるよ」

「あたしには、女の色香に迷っているようにしか見えないけどね」

「だから、健全なのだろ」

　そう言って、愉快そうに笑うオスターを、リーライナは睨にらみつけた。彼女は、まだ何か言いたげであったが、とりあえず何も口にはしなかった。
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　ライスたちはレイスに案内されて、地下迷宮の中を一通り見てまわった。

　リーライナが不ふ機き嫌げんさを押さえられないぐらいに、この迷宮はふたりの恋人のためだけを考えて造られていた。

　絶え間なく温水が湧わきでている浴室があった。食事をするための部屋があった。そして、魔法書の並べられた部屋。いずれの部屋も豪華な調度品で埋めつくされ、忠実なスケルトンやゴーレムたちが永遠に働きつづける召使いとして控ひかえていた。

　ただ、数百年もの月日は、美しい愛の館やかたを荒こう廃はいさせていた。高価な酒は皆、発はつ酵こうし酸味を帯びていたし、温水の池には不気味な色の藻もが繁茂し、魔法書のほとんどは朽くちていて、手を触れれば、ぼろぼろと崩くずれていった。

「時間がたてば、すべてが失われていく。永遠を夢見たわたしが愚おろかだったのかしら」

　その有様を見て、ディアネーは新たな悲しみに身を震わせた。

「形ある物が壊れていく。それは避けられないことですよ」チェペルも寂さびしげな顔で、ディアネーの言葉に相あい槌づちを打った。

「でも、形を失ってなお、不変な物は存在しますよ」

「そんなものがあるのかしら？」

　チェペルは足を止めて、じっとディアネーの顔を見つめた。

「たとえば、あなたがそうじゃないですか？　あなたの美しさは五百年もの時を越えて、わたしの心を打っていますよ」

　リーライナが顔を真っ赤にしながら、笑いを嚙かみ殺そうと口に手を当てて後ろを振り向いた。オスターも何やら照れたように、頭をかいている。

　現実家のチェペルから出た言葉だとは、とても信じられなかったのだろう。

「肉体を持つかぎり、人間は永遠ではいられません。でも、あなたが残した幻げん覚かくの魔法は、そして、魂たましいだけになった今のあなたは永遠ではないのですか？」

　ライスには、チェペルが真剣であるのは分かっていた。同時に彼の言葉に含まれる危険な考え方も……

「慰めてくれているのね」

　今までになく優しい声で、ディアネーがチェペルのそばにスッと寄っていった。

「でも、いくら愛いとしい人が目の前にいても、この手に抱きしめることができないのよ。それは、悲しいことではないかしら。辛つらいことではないかしら」

　ディアネーは、決してチェペルには触れなかった。レイスに触れられた生身の人間は、生気を吸い取られてしまうのだ。

　チェペルはしばらくディアネーと視線を合わしていたが、何も語ることなく、ふたたび歩きはじめた。

　ライスはようやく魔術師の異常さに気がついた。幻げん像ぞうのディアネーを見てからというもの、確かに彼の様子はいつもと違っていた。魔法に対する興味からだ、とライスは勝手に思っていた。しかし、どうやら間ま違ちがいだったようだ。

「この迷宮の中は、わたしも一通り調べてみたの。でも、変わったことは何もなかったわ」

　そして、ディアネーは最後の部屋の扉とびらを開けた。

「この部屋にあるのは、移送の扉。わたしの館やかたと彼の館へと瞬間移動することができる。わたしには実体がないから、使うことはできないけれども、あなたがたなら大だい丈じよう夫ぶ。手がかりがあるとすれば、ふたつの館のうちのひとつ、もしくは両方」

　彼女の言うとおり、部屋の中央にはまるで仲のよい夫婦のように、ふたつの扉が並んで置かれていた。扉には、何かの記号やら文字やらが刻まれていて、強い魔法のオーラが微かすかに見えるようでもあった。

「これほど、完全な形で移送の扉が残されているとは……」チェペルは驚いて、扉のそばに寄っていった。

「しかし、向こう側の扉が完全かどうかが問題ですね」

　その言葉に、ディアネーがハッとなった。

「もしも、向こう側の扉が壊れていたら……」

　移送の扉は、ひとつだけでは意味をなさない。ふたつ以上の扉がなければ、魔力は働かないのだ。その程度のことは、ライスにも知識としてあった。

「向こう側が無ぶ事じかどうか、調べる方法はないのかの？」

　オスターが手袋をはずしながら、移送の扉の表面を丹念に調べはじめた。

「実際に使ってみれば、分かると思うのですが……」

　ディアネーは申し訳わけなさそうに、言った。

「入ったら、出られなくなるということはないでしょうね」

　不安そうな顔で、リーライナが扉とディアネーの顔を交互に見る。

「それは大丈夫だと思います。向こう側が壊れていたら、おそらく扉を使っても、何も起こらないでしょうから」

　ライスはチェペルとうなずきあうと、ゆっくりと扉に近寄った。

「扉の使い方を教えてください。とにかく、この扉を試してみるしか、他に方法がないのですから」

　ディアネーから教えられた扉の使い方は簡単だった。簡単な呪じゆ文もんを唱えて、扉を開けてくぐるだけでいいのだ。

「さて、どちらを先に調べるかだ」

　ライスはしばらく迷ったあと、左側の扉から調べてみることにした。

「そちらは、わたしの館やかたへ通じているわ」ディアネーがそう教えてくれた。

　深く息をしてから、教えられた呪文を唱えて、ライスは扉を手前に開けた。

　途と端たんに何かが爆発したかのような強い光が扉から溢あふれだしてきた。あまりのまぶしさに、ライスは目をそむけて顔を手で覆おおった。

「扉は正常に働いているわ。向こう側の扉も健在なのに違いない」後ろから、ディアネーが声をかけてきた。

　ライスは目をつぶったまま白い光の中へと飛びこんだ。そして、チェペルが続き、オスター、リーライナの順で後に続いた。

　移動した先は、薄暗い部屋の中だった。窓がないところを見ると、地下室なのかもしれない。その証あかしのように、背後に据すえ置かれている移送の扉以外には、上に向かって伸びる階段が部屋の片かた隅すみにあるだけだった。

　壁や床ゆかの石は荒く磨かれただけで、絨じゆう毯たんも敷かれていなければ、壁に飾り物もない。殺さつ風ぷう景けいな部屋だった。

　役目を果たした移送の扉が、ライスたちの背後でゆっくりと閉じていく。唯ゆい一いつの光源がなくなって、部屋は完全な暗くら闇やみに包まれた。

　暗闇の中で、チェペルの唱える上位古代語のルーンが聞こえてきた。そして、彼の持っている杖つえの先に、魔法の明かりが灯ともる。

「おそらく、魔法の実験をするための部屋でしょう」

　青白い光に照された室内を見渡しながら、チェペルが言った。

　そんなところだろう、とライスはチェペルの言葉に無言でうなずいた。

　とにかく、階段を上がってみるしかなさそうだった。

　階段を上がったところは、扉になっていた。ライスはゆっくりと扉の取手を握り、そして押した。

　扉の外も闇だった。しかし、かすかな光が頭上から投げおろされていた。

　幾万もの星のきらめき、そして西の空に沈みゆく月の光。

　辺りを見回して、ライスは深いため息をついた。

　廃はい墟きよだった。

　崩くずれた石の壁が折り重なり、あちらこちらで小さな山となっていた。雑草や背の低い樹木がまばらに生えていた。

　おそらく、百年以上はこの廃墟に立ち寄った者はいないだろう。そして、立ち寄るべき価値もないだろう。

「この瓦が礫れきを調べてまわるの？」

　リーライナがうんざりしたように、ライスに尋ねてきた。

　ライスはため息まじりに、首を横に振った。

「無む駄だだろう。こんな廃墟に何の手がかりも残っているものか。無駄な時間を費ついやすなら、さっきの迷宮に戻って、もうひとつの扉を調べたほうがましだ」

「ちょっと待ってよ、ライス」振り向いたライスの背中に、リーライナが声をかけてきた。

「何も、迷宮に戻ることはないんじゃないの？　せっかく外にも出られたんだし、このまま逃げてしまえば、面倒なことをしなくてすむのよ」

「あなたには、人の心がないんですか？」

　チェペルが冷たい声を出した。

「あいにく、人の心は半分しか持っていないの！」リーライナは本気で怒ったようだった。

「なんで、あなたにそんなこと言われなければならないの。いつもなら、お金が関わらなければ、あなただって仕事をしようとしないくせに」
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「女がかかわっとるからの」オスターがホッホと笑い声をあげた。

「なるほど、あなたはたいした俗物だわ。金、女、自分の欲望に忠実というわけね。まるで、闇司祭ダーク・プリーストね」

　辛しん辣らつなリーライナの声が、チェペルに投げかけられた。

「何とでも言ってください。とにかく、わたしは彼女の願いをかなえてあげたいのですよ。それに、貴重な魔法が手に入るのです。お金には変えられない価値があると思いませんか」

「魔術師のあなたにとってはね。でも、あたしたちには、全然、価値がないものよ。いつものあなたの言葉を借りるけど、ただ働きはごめんだわ！」

「やめなよ、ふたりとも」ライスはたまらず仲裁に入った。

「あの古代のレイスを、ほっておくわけにはいかない。彼女は恋人に裏切られたと思っているんだ。その上、オレたちからも裏切られたら、彼女の悲しみはどれほどのものだろう。せめて、オレたちは最後まで彼女に協力してあげよう」

「繰くりかえすけど、真相が分かって、彼女がさらに悲しむかもしれないのよ。あの人の話を聞いていて、わたしは彼女が罠わなにはめられたに違いないと思ったわ。一いつ緒しよに死んでと言われたら、どんな男だって尻しり込ごみするわよ」

「そうかもしれない。彼女も同じ疑いを抱いているみたいだしね。だからこそ、真実を知りたいのだろう。自分が愛した若者を、あくまで信じたいに違いない。とにかく、最後まで彼女を手伝ってあげよう」

　リーライナは星空を見上げて、首を小さく横に振った。

「……いいでしょ。ここがどこかも分からないしね。見て、星の配列が昨日とは全然違う」

　占せん星せい術じゆつができるチェペルがあわてて空を見上げて、なるほどとつぶやいた。

「アレクラスト大陸であるかどうかも分かりませんね。東の終わりの島か、呪のろわれた島か、混こん沌とんの地だったら生きて大陸には戻れないでしょうね」

　ライスたちは階段を下りて、移送の扉がある地下室に戻った。そして、こちらにやってきたときと同じ呪じゆ文もんを使って、移送の扉を開いた。

　今度は、まばゆい光にも、ライスは目を閉じることはなかった。
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「どうでした？」

　帰ってきたライスたちを、ディアネーのレイスが出迎えた。

　ライスはありのままに事実を伝えた。

「そう……」

　彼女は、新たな悲しみに打たれ、深くうなだれた。自分の館やかたが失われ、肉親も何もかもが遠い過去に置き去りにされたという事実を思い知らされたのだ。それも、仕方のないことだろう。

「もうひとつの扉とびらを試してみます」

　悲しみにくれるレイスをはげますように、ライスは力強い声でいった。

「ええ、お願いします」

　ライスたちは横一列に並ぶようにもうひとつの移送の扉の前に立った。もはや、真相を突き止める手がかりは、この扉の向こうにしか残されていないのだ。

　この移送の扉には、さっきの扉とはまた別の呪じゆ文もんが決められていた。

　緊きん張ちようした声で、ライスはその呪文を唱えた。そして、祈るような思いで、魔法の扉を手前に開いた。

　しかし──

　扉から光はあふれださなかった。奥の壁がむなしくライスの目に映っていた。

「この扉は死んでいますね」チェペルが悔くやしそうにつぶやいた。

　ライスも同じ気持ちだった。手がかりは失われたのである。

　もはや、真相を究明することはできそうになかった。

「申し訳わけありません」

　ライスはがっくりと肩を落として、ディアネーに頭を下げた。

「……仕方ありません。これも運命なのでしょう。あなたがたの協力には、感謝の言葉もありません」

「これから、あなたはどうするつもりなのです？」

　ライスはそう尋ねずには、いられなかった。

「眠ります。ジェフメルの気持ちを信じて、永遠に……」

「なぜ、過去にこだわるのですか？」チェペルだった。

「今の自分を肯定すればどうなのですか？　肉体がなくともあなたは美しい。あなたは活動している。どこにだって行けるのですよ」

「どこにも、行くつもりはありません。もう何も考えるのも嫌いや。幸せだった頃の夢だけを見ていたい」

　レイスは叫ぶようにそう言うと、開いたままの扉に向かって去っていこうとした。

「まだ、可能性はあるわよ」

　リーライナが腕組みしながら、突然、そう声を上げた。

「可能性だって？」

　ライスも、そして全員がリーライナに注目した。ディアネーのレイスも、思わず立ち止まっていた。そして、彼女の次の言葉を待った。

「陰気な話し合いなんて聞きたくもないわ。真相は何も遠い過去や魔法の扉の向こうにあると決まっているわけではないでしょ。すぐ近くに、隠かくされているのかもしれないのよ」

「すぐ近くに？」ライスには、彼女が何を言いたいのか、見当もつかなかった。

「この迷宮の中の閉ざされた扉。あの扉を魔法の鍵かぎで閉ざしたのは、ジェフメルとかいう若者以外には考えられないのでしょ。だったら、扉を開けるための言葉が、見つかるかもしれないわ」

　リーライナは組んだ腕を解いて、ディアネーに向かって指を付きつけた。

「永遠に眠りつづける時間があるのなら、言葉はいくらでも思いつくでしょ。それに合言葉って、自分が忘れるようなものにはしないんだから、推測することだってできないわけじゃないのよ」

　ライスには、途と方ほうもない話のように思えた。だが、一晩くらいなら、自分たちだってディアネーに付き合ってあげることができる。

「リーライナの言うとおりだ。みんなで知恵を使えば、答が思いつくかもしれない。やって損はないんだから、協力してあげよう」

「こうなれば、真相を知りたいのが人情だからの」

　オスターも髭ひげを揺らしながら、うなずいてくれた。

「リーライナ……」チェペルが申し訳わけなさそうに、彼女に頭を下げた。

「あなたに礼を言われる必要なんてないわ。わたしは、報ほう酬しゆうを貰もらうつもりだから。だったら、仕事でしょ。わたしたちの商売だわ」

　リーライナはそう言って、先頭に立って迷宮の通路に出ていった。そして、魔法で閉ざされた両開きの扉のところまで、ずんずんと歩いていく。

　両開きの扉は、最初に調べたときのように、閉ざされたままだった。オスターが念のために、扉を試してみたが開いたりはしなかった。

「さあ、合言葉探しだ」

　ライスは床の上にどっかりと座りこんだ。そして、扉をじっと見つめた。

　彼らはまず、思いつくかぎりの言葉を、並べてみた。

「開け！　開きなさい！　あたしは入りたいの！」

　リーライナがいきなり直接的な言葉を並べたてた。

　チェペルは歴代の魔法王の名前など古代王国に関するあらんかぎりの知識を使って、合言葉になりそうなものを順番に唱えていった。

　しかし、扉は開こうとはしなかった。

「前の合言葉は何だったのですか？」

　思いつく言葉が何もなくなってから、ライスは謎なぞを解くヒントを得ようと、ディアネーのレイスに尋ねた。

「扉に書かれてあるとおりです。ふたりの禁きん断だんの愛のために……。わたしたちにふさわしい合言葉だと思いませんか」

「その言葉が手がかりになるかもしれませんね」チェペルがつぶやいた。

「ふたりの禁きん断だんの愛。その言葉がどう変わったのでしょう。前の合言葉が、なぜふさわしいものでなくなったのでしょう」

「あの人が心変わりしたからではないでしょうか？」

　口に出すことさえためらわれたに違いない。そうつぶやいた彼女の声は、間ま違ちがいなく震えていた。

「恋をする人間は、いつも不安になるものなのですね。自分が相手を好きであればあるほど、相手も自分のことを想ってくれているかどうか自信がもてなくなるのでしょう」

「ええ」チェペルの言葉に、ディアネーは寂さびしそうにうなずいた。

「ちょっとした誤解から、喧けん嘩かしたことだってあります。あの人を信じてさえいれば、きっとレイスになどならず、この迷宮で待ち続けていたことでしょう」

「誤ご解かいねぇ」リーライナが首を捻ひねった。「そんなものかしら、あたしにはまるで分からないわ」

「ちょっと待てよ」ライスの頭の中に突然、ひらめくものがあった。

「誤解か……、それが鍵かぎかもしれないぞ。オレたちはジェフメルという若者が心変わりした、と決めつけてはいないか？　もしも、それが誤解だとすれば、彼が変わらずにディアネーさんを愛しつづけていたとすれば……」

　ライスはリーライナと顔を見合わせた。

「ジェフメルは約束の刻限に遅れてやってきたのよね。だとすれば、この迷宮の中で見たものは……」

　ディアネーはハッとなって、扉を見つめた。若い男女のレリーフがそこには、刻まれている。

　もちろん、そのレリーフは彼女とジェフメルをモデルにしたものだった。

「ジェフメルが見た物は、わたしの身体。それも、魂たましいが抜けて仮死状態になった……」

「それだ！」ライスは叫んで、立ち上がった。

「そして、またひとつの誤解が生まれたんだ。彼は仮死状態のあなたの身体を見て、何と思っただろう。あなたが命を断ったのではないか、と思ったかもしれない。一いつ緒しよになれないのなら死んでもいい、と彼に話したこともありましたよね」

「ええ、ええ」何かを打ち消すように、激しく首を振りながら、ディアネーは扉に身体を寄せた。

「彼は自分が約束の刻限に遅れたことがすべての原因だと思ったに違いない。そして、彼がディアネーさんを愛する気持ちが本当だったなら……」

「ジェフメルはこの部屋の中で……」ディアネーのレイスは扉とびらにしがみついた。

　魔法の扉は、実体のないレイスでさえ、中に入れようとはしなかった。

「合言葉が分かりました」チェペルが宣言するように、そう言った。

「禁きん断だんの愛は禁断ではなくなった。なぜなら、死はすべての束そく縛ばくからの解放でもあるから。そして、ふたりの愛は……」

「ふたりの愛は永遠になった。ふたりの永遠の愛のために……」

　ライスは本当に小さく声に出してつぶやいただけだった。

　ただその囁ささやくような声さえ聞き逃のがさず、扉はライスの言葉に反応して、軋きしむような音とともに、ゆっくりと開きはじめた。

「ああ……」

　喉のどから溢あふれでたような悲しみの声をあげて、ディアネーのレイスは部屋の中に飛びこんでいった。

　部屋の中には柔やわらかい明かりがともっていた。寝室だった。大きな円形の部屋の中央に、幅はばの広い天てん蓋がい付きのベッドが置かれていた。

　そして、その上に横たわっているものがあった。

　リーライナはすぐに目をそむけた。ライスも遠慮するかのように、視線をはずした。

　裸はだかの男女が、ベッドの上に横たわっていたのだ。お互いの手をしっかりと握りあったまま、ふたりは眠っているかのように見えた。

　チェペルが古代語魔法の呪じゆ文もんを唱える声が静かに響いた。

「あのふたりはフレッシュ・ゴーレムです。肉体を材料として造られた魔法生物です。ふたりの愛を永遠たらしめるために、付与魔術師である若者は他に手段を思いつかなかったのでしょう。自らの肉体をもゴーレムにしてしまうとは、さすがに古代王国の魔術師ですね……」

「わたしのせいだわ。わたしが、彼を信じてさえいれば、こんなことにはならなかったのに……」

　ディアネーは嗚お咽えつの声を洩もらしながら、ゴーレムとなったジェフメルに抱きついていた。

　ライスには分かっていた。責任は誰だれにあるわけでもない。ただ、偶ぐう然ぜんと誤ご解かいとが重なって起こった悲劇なのだ。

「だから、あたしは恋愛問題にはかかわりたくなかったのよ……」

　リーライナが吐き捨てるようにつぶやいた。

　若者の身体にしがみつきながら、ディアネーはしばらくのあいだ、泣きつづけていた。それから、顔だけを上げるとライスたちひとりひとりに頭を下げた。

「ありがとう、蛮ばん族ぞくの方々。入口の扉とびらの合言葉を教えましょう」

　合言葉は「心残したまま」だった。

「わたしにはもう必要のない言葉です。そして、幸運の神の神官よ。もしも、慈悲があるのなら、お願いがあります……」

　ディアネーはかすかな笑みを湛たたえた顔で、ライスにひとつの願いをした。それは……

「あなたを浄じよう化かしろ、というのですか？　そんなこと、できませんよ」

　ライスは、あわてて彼女の頼みを断わった。

「お願いです。レイスとして、このまま永えい劫ごうに留まるわけにはいきません。肉体だけではなく、魂たましいも永遠にひとつになるために、わたしをこの場で葬ほうむってください。あなたが浄化してくれないのなら、わたしは明日の朝、日の光を浴びるつもりです。どうせなら、彼が自みずからの命を断ったこの場所で消えてしまいたい」

　ライスはディアネーを翻ほん意いさせようと、思いつくかぎりの言葉で説得した。

　しかし、ディアネーはライスが今までに見たこともない穏おだやかな顔で、静かに首を振りつづけた。

「お願いします……」

「神よ……」

　困りはてたライスは神に教えを乞こうべく、その場に跪ひざまずき、しばしの瞑めい想そうに入った。

　幸運の神の意志が、瞬間、彼の心をよぎった。

　神の手によらぬ生命は消滅するべき、と神は答えたように思った。それは、自分が尋ねたいことの答えではなかった。

　ライスは自らの意志で決意しなければならない、と思った。

「もしも、自分の行ないが罪なのならば、神よわたしを罰したまえ……」

　そして、ライスは神聖魔法の呪じゆ文もんを唱えはじめた。
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　ライスたちは森の中を、疲れた足取りで歩いていた。ようやく昇りきった朝日が木々の隙すき間まから、ライスたちの身体に降りそそいでいた。

「オレは、正しかったのだろうか」

　ライスは独ひとり言のように、つぶやいた。

「ねえ、ライス」リーライナが珍しく優やさしい声で、ライスの隣となりにやってきた。

「あたしは、やっぱり恋愛は苦にが手て。でも、人を好きになったら、相手の気持ちを考えたりはしないと思う。自分勝手に与えるものは与え、貰もらうものは貰って、それで幸せだと思うの。だったら、相手の気持ちなんて関係ないでしょ。これって正しい恋といえるのかしら」

「さあ、オレにも分からないよ」ライスはそう答えるしかなかった。

「わたしも同じです。でも、ひとつだけ分かったことがあります」チェペルがライスたちを振り返りながら、そう言った。

「わたしは肉体があるということをハンデだと思ってたのですよ。肉体があれば、それを養わねばならない。食事もしなければいけない。睡眠だって必要です。そして、欲望だけから女性を求めることだってあるでしょう。わたしが現実主義にならざるをえないのも、肉体があるためです。肉体を養うためには、お金が必要ですからね」

「それで、チェペルは幻げん覚かくやレイスに……」

「ええ、憧あこがれていたんですよ。彼女の美しさは永遠だったはずです」チェペルは素直に認めた。

「でも、気が変わりました」

「どう、変わったの？」リーライナが興味を覚えて、チェペルに尋ねた。

「幻覚の彼女より、ベッドに横たわっている彼女の方が美しいと思えたからですよ。やはり、わたしは俗物のようです。純粋で完全かもしれませんが、心の愛だけでは満足できないということですよ」

「なるほどね、あなたも男だったってわけだ。でも言っておくけど、あたしを変な目で見たりしたら、承知しないからね」

「リーライナなら、大だい丈じよう夫ぶですよ」チェペルが澄ました顔で言った。

「女性を意識させるには、あなたの胸は小さすぎます」

　オスターが腹を抱かかえながら、豪快に笑った。

　リーライナは顔を真っ赤にして、チェペルに向かって腕を振りあげた。

　ライスは彼らのやりとりに、すこしだけ救われたような気がした。彼らは彼らなりのやり方で、ライスを元気づけようとしてくれたのだろう。

　と、そのとき。目の前の木々のあいだから、きらりと光るものが目に入った。

　水面に反射する朝の光だった。

「マナール湖だ」ライスは指を差しながら、そう声をあげた。

「湖。ちょうどいいわ！　あたしの魅み力りよくを見せてあげるわ！」リーライナは挑ちよう戦せん的な口調で叫ぶと、首にかかったマントをはずした。

「胸の大きさだけが、女の価値じゃないんだから」

　リーライナはマントを頭上に放り投げると、湖に向かって小鹿のように駆けだしていった。

「確かに肉体的な魅力には乏とぼしいかもしれないが、ああして地面を駆けているリーライナの姿は、動かぬ美女よりもよほど魅力的だとオレは思うよ」

　駆けていくリーライナを見送りながら、ライスはチェペルに向かって話しかけた。

　さあ、とチェペルは肩をすくめた。そして、帽ぼう子しを脱いで、そこに刺さってある梟ふくろうの羽根を指でいじりはじめた。

　ライスもつられるように髪に差した鴉からすの羽根に手をやった。その羽根はかなり傷んできていて、綿わた毛げのようになっていた。しかし、この羽根は四人の出会いの記念である。ライスは一生、手放すことはないだろう。

　リーライナの姿は、すでに森の木々のあいだに見えなくなっていた。

　ライスも澄んだ湖の水を腹いっぱい飲んで、そして水浴びをしたいという衝しよう動どうを覚えていた。

　と、向こうからリーライナがライスを呼ぶ声が聞こえてきた。

　その声に答えるように、ライスも森の地面を蹴けって走りだした。頭に刺した鴉の羽根が、風を受けて揺れはじめた。
















惨さん劇げきは突然に
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　ターロンは、エストン山脈の中腹にある小さな村である。

　四方を鬱うつ蒼そうと茂った森に囲まれたこの村には、百人足らずの村人たちがひっそりと暮らしていた。山を下り、東へ二日ほど行けば、アレクラスト大陸で知らぬ者とてない〝墜おちた都市〟の廃はい墟きよ──古代の空中都市レックスの遺い跡せきがあるが、平和を好む村人にとっては、さほど興味を惹ひくものではなかった。

　実際、ターロンは平和な村だった。これまで村の存続に関わるような危機に見舞われたこともなければ、村人の手に余るような厄やつ介かいな事件が勃ぼつ発ぱつしたこともなかった。ま、旅人が訪れることすら稀まれな辺へん鄙ぴな村だから、それも当然と言えるかもしれない。

　村人たちは皆、この平へい穏おんな生活が続くことを望み、また、そうなるものと信じていた。ところが……。
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　その夜、サリドはいささか不ふ機き嫌げんな面おも持もちで、エール酒を口に運んでいた。

　ここは、ターロン唯ゆい一いつの酒場〝ローガスの店〟である。人口が百人にも満たない小さな村の酒場であるにもかかわらず、優に数十人は収容できるほどの広さを誇っている。というのも、それらしい設備がほかにないターロンにおいては、この酒場は村の集会場をも兼ねているからなのだ。

〝ローガスの店〟には毎晩、一日の疲れを癒いやすために、あるいは、友と楽しく語らい合うために、多くの村人たちが集つどってくる。ときには、さしもの広い店内も狭せまく感じるほどの盛況ぶりを見せることもあった。（ま、これといった娯楽施設がないせいもあるが……）

　今晩の〝ローガスの店〟は、いつもにも増して賑にぎやかだった。

　原因は、ふらりとこの店にやってきた冒ぼう険けん者しや風の男である。チェイン・メイルを着こみ、ブロード・ソードを下げている。明らかに戦士フアイターとわかる風ふう体ていだ。

　年と齢しは三十歳を少し出たあたりだろうか。いかつい顔に、がっしりした体たい軀く。いかにも強そうである。

「おれの名はゼムス。オランから来た」

　男は言い、エール酒を注文した。主人のローガス（実は、この村の村長でもあるのだが）が気を利きかして、

「お客さん、強そうですね。剣の腕も相当なものなのでしょうね」

　と水を向けたのが、そもそもの発ほつ端たんだった。待ってましたとばかりに、

「おう」

　ゼムスは胸を叩たたき、話し始めた。むろん、言わずと知れた武勇伝である。

　最初は、コボルドやオークを退たい治じしたなどという可か愛わいい話だったが、ローガスが、

「ほほお、それは凄すごい」

　などとお世辞を連発するものだから、ゼムスは調子に乗ってしまった。

「そうかそうか。そんなに凄いか。だが、これしきのことで驚くことはないぞ」

　と、次から次へと武勇伝を繰くり広げていく。三十人の山さん賊ぞく団だんをたったひとりで討とう伐ばつした話。オーガー、トロール、ミノタウロスと一いつ騎き討うちした話。バンパイアに魅み入いられた村を救った話。などなど……。

　いつの間にかゼムスの周しゆう囲いには、人の輪ができていた。

「もっと面白い話はないのか」

　新たな冒険談を催さい促そくする村人たち。よその土地から旅人が来ることなど滅めつ多たになく、ロクな娯楽もないターロンの人々が、この突然の来訪者の話に狂喜するのは、いわば当然のことだろう。何しろ、村人の誰もが見たこともないモンスターの話なのだ。

　とにかく、どんな話をしてもウケる。酒の勢いも手伝って、ゼムスの話はどんどんエスカレートしていった。サイクロプスを素す手でで殴なぐり殺した話、ドラゴンを一刀両断にした話……。冷静に考えれば、いや、考えるまでもなく、大ボラに決まっているのだが、酒に酔った村人たちは、ただただ単純に喜んでいた。

　ゼムスの武勇伝は延々二時間以上にも渡って続けられている。村人たちが発する感嘆の声、驚きよう愕がくの声、羨せん望ぼうの声。

　面白くないのは、サリドだった。実は彼も、ゼムスと同じく戦士フアイターなのである。しかも、ターロン一の勇者と自負しているのだ。このことに異義を唱える村人は、おそらくいないだろう。（もっとも、戦士フアイターを志す者が極端に少ないターロンのことゆえ、お世辞にも抜ばつ群ぐんの剣技を持っているとは言えなかったが……）

　サリドひとりだけ、ゼムスを囲む輪には加わらず、酒場の片かた隅すみで黙々と酒を飲んでいた。ときおり、

「くそっ」

　と小さく罵ののしり声を上げる。彼の胸にくすぶっているのは、ゼムスに対する嫉しつ妬とだった。

　こんな気持ちで酒を飲んでいても、うまいわけがない。ゼムスの話が不愉快というのであれば、店を出ればいいのだが、なかなか腰を上げる気にはならなかった。やはり彼も、モンスター退治に興味があったからである。腹立たしく思いながらも、ついついゼムスの話に耳を傾けてしまう自分が、無む性しように情けなかった。

　ゼムスのドラゴン退治の話は、いよいよ佳か境きようにはいりつつあった。村人たちのどよめきが、異い様ような盛り上がりを見せている。

　と、そのときだった。

　バタン!!

　いきなり酒場のドアが開き、大きな音をたてた。ドアが壁にぶつかった音だ。ただの客なら、こんな荒々しいドアの開け方はしない。

　一瞬店内が静かになり、村人たちの視線が一いつ斉せいにドアの方に向けられた。──姿を現わしたのは、ドワーフの中年女。切せつ羽ぱ詰つまった表情で、店内を見回している。どうやら、誰だれかを捜しているようだ。ほとんど同時に、

「バーナじゃないか」

　ひとりのドワーフが驚いたように叫び、立ち上がった。

「あなた！」

　バーナと呼ばれた女は、その声の主に向かってまろび寄った。

「大変よ。ドムルが……」

　と泣き崩くずれる。

「ドムルが!?」

　その男──ダマトの表情が一変した。

「バーナ、どうしたんだ。ドムルに何かあったのか」

　女の肩をがっしり摑つかんで問いかける。

　もはやゼムスの武勇伝を聞いている場合ではなかった。村人たちは全員、言葉を吞のみこみ、ことのなりゆきを見守っている。ダマトとバーナのドワーフ夫婦のことは、そしてその息子ドムルのことも、皆よく知っているのだ。

　バーナは涙をいっぱいにためた瞳ひとみで夫を見た。

「あなた。暢のん気きにお酒なんか飲んでる場合じゃないわ。ドムルが大変なのよ」

「大変って、何があったんだ」

「怪け我がよ。大怪我をしたのよ」

　バーナが答えると、ダマトの顔が蒼そう白はくになった。疑問がそのまま口をついて出る。

「大怪我だと？　どういうことだ？」

「それが、私にもよくわからないの」

　バーナは首を大きく横に振った。

「わからない？」

「ええ。あなたが出掛けてすぐ、〝ちょっと散歩してくる〟と言って、ドムルも出掛けたの。それきり戻って来ないから、心配になって捜しに行ったら、森のなかで倒れていたのよ」

「森で？」

「そうよ。気絶しているみたいで、全く意識がなかったわ。私、治ち療りよう魔法は使えないし、ひとりじゃ運ぶこともできない。それで、急いでここまで走ってきたのよ。ねえ、あなた早く来て」

　バーナは言い、夫の手を強く握った。ダマトは司祭プリーストなのだ。魔法で傷を癒いやすのは、司祭プリーストの専売特許と言える。彼ならば、かなり重い怪我でも治療できるだろう。

「よし、わかった。死なせてなるものか」

　強い口調で言ったダマトは、ローガスに向かって、

「ローガスさん。というわけだ。飲のみ代しろはあとで払う」

　と言うやいなや、脱だつ兎とのごとく駆け出した。

「あなた、待って」

　よろめくような足取りで、バーナもあとに続く。

　ふたりの姿はまたたく間に見えなくなった。バーナが現われてから去るまで、おそらく一分ほどしか経過していないだろう。まさに、嵐のような一瞬だった。

　ふたりが駆け抜けていったドアを呆ぼう然ぜんと見つめている村人たちのなかにあって、サリドだけは違っていた。

（ドムルが大おお怪け我が？　放ってはおけない）

　ドムルはサリドにとって、唯ゆい一いつの友人とも言える存在なのだ。戦士フアイターである自分が役に立てる状じよう況きようではないとわかってはいるが、ただ酒場で待っている気にはなれなかった。

　即そく断だん即そつ決けつ。今なら間に合う。──素早く判断したサリドは、

「ローガスさん、おれも行ってきます」

　と言い、主人の返事も待たず、ふたりのあとを追って走り出した。屈くつ強きような若者の脚をもってすれば、ドワーフ夫婦に追いつくことは雑ぞう作さもあるまい。

　サリドが走り去って行く姿を、これまた村人たちは、呆然と見つめているだけだった。平々凡々たる生活にすっかり慣なれ切っているターロンの人々は、こういった突発的なできごとに対処する能力が、著いちじるしく欠けているのである。

〝ローガスの店〟に酒場特有の騒そう々ぞうしさが戻ってきたのは、三人の姿が見えなくなってから、優に数十秒が経過してからだった。もちろん、ゼムスに話の続きをせがむ者などいない。村人たちの関心事はただ一点──ドムルの身に何が起こったか、だけであった。




〝ローガスの店〟を出て百メートルも行かないうちに、サリドはドワーフ夫婦に追いついた。

「サリド、どうした？」

　とダマト。

「ドムルのことが気になって」

　とサリド。

　短い会話ののち、三人は並へい走そうして村外れへと向かっていった。

　村を出ると、もうそこは鬱うつ蒼そうと茂った森である。

「どこだ？」

　と問うダマトに、

「こちらよ」

　バーナは答え、森のなかに足を踏み入れた。ダマトとサリドがあとに続く。

　このあたりの森は、昼間でも薄暗い。夜ともなるとほとんど真っ暗で、わずかに射し込む月の光だけが頼りである。ドワーフは夜目が効きくので、それほど不自由に感じないだろうが、人間であるサリドにとっては、ものすごいハンディと言える。ふた回りは違う体格の差もサリドには不利な点だった。

　木立ちをかき分け、ずんずん先へ進んでいくドワーフ夫婦。

「待ってくださいよう」

　叫びながら必死にあとを追うサリドだが、息子を救いたい一心の夫婦に、そんな声が通じるわけもない。彼らとサリドの距離はどんどん離れていった。ドムルの倒れている地点が意外と近く、夫婦の姿を見失わずに済すんだのは幸いだった。

「あなた、ここよ」

「ドムル！」

　夫婦の声がサリドの耳に飛びこんできた。目的地に到着したのだ。

「ドムル、今行くぞ」

　サリドは叫び、走るスピードを上げた。

　木の枝の鋭い鋒きつさきがサリドのからだに、情け容よう赦しやなく突き刺さる。夫婦に追いついたときには、からだじゅう傷だらけになっていた。

　ピクとも動かず横たわっているドムル。その傍かたわらにダマトが跪ひざまずき、右手をドムルの胸に当てている。

「ドムル！」

　近寄ろうとするサリドを、

「待って」

　と、バーナが制した。

「邪じや魔まをしないで」

　と続ける。

「あ、そうか」

　サリドは頷うなずき、立ち止まった。

　ドムルは今、癒しキユアー・ウーンズの魔法をかけているのだ。精神の集中が乱れ、失敗してしまったら大おお事ごとである。

　サリドはバーナの横に立ち、ダマトが呪じゆ文もんを唱え終わるのを、じっと呼い吸きを殺して待った。ややあって、

「う、うーん……」

　それまで全く動かなかったドムルが呻うめき声を漏もらし、目を開けた。顔に生気が戻もどっている。

「ドムル!!」

　三人は同時に声を上げた。

「父さん、母さん。……サリドも」

　驚いたような表情で、三人の顔を交互に見るドムル。自分の置かれている状じよう況きようが、まだよく理解できないのだろう。

「ふう……」

　ダマトは大きく安あん堵どの息を吐き、立ち上がった。バーナの方に視線を向け、力強く頷うなずく。バーナも無言で頷き返した。

　つと近づいたサリドが、

「ドムル、立てるか」

　と手を差し出すと、ドムルはその手を握り、

「痛いてて……」

　顔をしかめながらも、ゆっくりと立ち上がった。ふらつくのを、サリドが支える。

「大だい丈じよう夫ぶか」

「ああ、なんとかな」

　ドムルは言い、ニッコリと笑みを浮かべた。元気いっぱいというわけにはいかないが、これでひとまずは安心だろう。三人はホッと胸を撫なで降ろした。

「無ぶ事じでよかった……」

　バーナ、感極まったように声を漏もらす。そんな母親の方を見、

「心配かけちゃったみたいだね。ごめんなさい」

　ドムルは頭を下げた。続いて父親にも頭を下げる。

「うむ」

　と頷うなずいたダマト、さすがに冷静だった。

「何はともあれ、助かってよかった。しかし、いったい何があったんだ？」

　息子の顔を、いささか厳しい表情で見つめる。突然尋ねられ、

「う……」

　一瞬言葉に詰つまったドムルだが、すぐに答えた。

「ゴリラだよ」

「ゴリラ!?」

　一斉に驚きの声を発した三人に向かって、

「そうなんだ。森のなかで考えごとをしていたら、いきなりゴリラが現われ、頭を殴なぐられたんだ」

　ドムルは言い、頭を指差した。なるほど、頭のてっぺんから血が流れている。

「一撃でアウトさ。そのあとのことは何も憶おぼえてない」

　ドムルは自じ嘲ちよう気ぎ味みに呟つぶやき、ふうっと呼い吸きを吐いた。

「そうか……」

　ダマトは頷いた。この近くでゴリラを目撃したという話は聞いたことはないが、いても不思議はない。

「で、どんなやつだった？」

　問うダマトに、

「それが……」

　ドムルは小さく首を横に振った。辛つらそうに言う。

「よくわからないんだ。何しろ、一瞬のことだったし、パニックしていたからね。でも、ゴリラであったことは間ま違ちがいない」

「なるほど。それじゃ仕方ないな。で、歩けるか？」

　そう言ったダマトの表情からは厳しさが消え、息子を気き遣づかう父親の顔になっていた。

「うん、もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　ドムルが力強く頷いたのを確認し、ダマトはサリドの方に向き直った。

「サリド、頼みがあるんだ」

「はい？」

「私たちはこれから、息子を連れて家へ帰る。きみは店に戻って、このことを報告して欲しいんだ。みんな、心配しているだろうからね」

　もっともな話である。

「はい、わかりました。では、早さつ速そく」

　踵きびすを返そうとするサリドをダマトが呼びとめた。

「皆に心配かけて申しわけない、とも伝えておいてくれ。それと、狂きよう暴ぼうなゴリラが現われたらしいから注意するように、ともね」

「ええ、もちろん」

　サリドはピョコンと頭を下げ、今来た道を村へ向かって戻もどり始めた。

「サリド、ありがとう。もう心配ないからな」

　というドムルの声を背に受けながら……。




〝ローガスの店〟へと歩を進めるサリド。その脳のう裡りには、いかにも凶きよう悪あくそうなゴリラの顔が浮かんでいた。

「ゴリラか……」

　ボソリと呟つぶやく。

　エストン山脈の森のなかには数多くのモンスターどもが棲せい息そくしており、ターロンの周辺とて例外ではない。平和を好むターロンの村人たちがモンスターに闘いを挑いどむことは滅めつ多たにないが、ドワーフの若者が襲おそわれ、生命いのちを落としかけたとなると、話は別だった。

　村人に脅きよう威いを与える存在は、何が何でも抹まつ殺さつされねばならないのである。となると──

（いよいよ、おれの出番かな……）

　サリドは思い、ニヤリとほくそ笑んだ。

　平和主義者揃ぞろいのターロンにおいて、サリドははなはだ異質な存在だった。剣の修業に明け暮れ、その腕を試してみたくて、いつもウズウズしているサリド。これまで何度も、

「モンスター退たい治じに出掛けたい」

　と申し出たが、一度たりとも村長のローガスは首を縦に振らなかった。

「どうしても行くというのなら、もう二度と村には戻れぬと覚悟するがよい」

　とまで言われては、さすがのサリドも強行することはできなかった。

　そんなサリドが、村人たちに受け容れられるわけがない。うとましがられていると言っても、過言ではなかろう。

　村一番の勇者でありながら、サリドは孤独だった。友人と言えるのは、ゴリラに襲おそわれたドムルくらいのもの。村長のローガスは、いや、ひょっとすると両親すらも、サリドが強ごう引いんにモンスター退治に出掛け、それきり帰って来ないことを願っている可能性もあった。しかし、今回ばかりは……。

（チャンスだよな）

　と思う。サリドの頭のなかには、またたく問にシナリオができ上がった。

　ことの顚てん末まつを話せば、おとなしい村人たちはゴリラの襲しゆう撃げきに恐れおののくだろう。そこで一発、

「おれに任まかせておけ」

　とカッコよく決めてやるのだ。まだ店に到着してもいないのに、村人たちの英雄を讃たたえる歓声が、耳許もとに聞こえてくるような気がした。

（今しかない）

　サリドは思った。平和な村に戦士フアイターは必要ないと思いこんでいる村人たちに、平和を守るためには、ときには剣も必要となることを思い知らせてやるのには、今が絶好のチャンスなのだ。

（よし。ゴリラをやっつけてやる。みんなを見返してやる）

　心中深く決意するサリド。しかし、彼は重大なことを忘れていた。

　ふらりと〝ローガスの店〟にやってきて、延々二時間以上にも渡って武勇伝をまくし立てた男──さすらいの冒ぼう険けん者しやゼムスのことを……。




　　　　２




　暗い夜道を歩き、やがてサリドは〝ローガスの店〟に到着した。

　村人たちの騒ぐ声が、ドアの外に立っているサリドのところへも聞こえてくる。毎度のことだった。

　いつもならサリドが顔を見せてもその騒ぎがおさまることはない。しかし、今回は……。

「ふっふっふ……」

　サリドはニヤッと笑みを漏もらし、酒場のドアを開けた。その途と端たん！　案の定じよう、村人たちは話を中断し、サリドの周しゆう囲いに群がってきた。

「ドムルの様子はどうだった？」

「いったい何があったんだ？」

　口々に言う。そんな村人の声を、

「まあ、そう急せき立てるなよ」

　サリドは軽くいなし、酒場の中央へと歩を進めた。

　おのれを取り囲む村人たちの顔をぐるっと見回し、

「安心してくれ。ドムルは無ぶ事じだった」
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　と言いおいてから、事情を説明し始める。

　サリドの口から「ゴリラに襲おそわれた」という言葉が出た途と端たん、村人たちの間に動揺が走った。

「ゴリラ……」

「ゴリラ？」

「ゴリラ！」

　さざなみのように「ゴリラ」という単語が広がっていく。予想通りの反応だ。シナリオは順調に進んでいる。ところが、

「心配するな。おれがやっつけてやる」

　と言おうとした寸前、酒場の主人兼村長であるローガスが口を開いた。

「みんな、心配するには及ばない」

「うぐっ」

　思わずずっこけてしまったサリドを尻しり目めに、ローガスは続ける。

「ターロンには、偉大なる戦士フアイターゼムスさんが来ておられるではないか。ゴリラなど恐れる必要はないぞ」

　とゼムスにも聞こえるよう大声で言い、ひとりサリドを囲む輪の外にいたゼムスの方に目をやった。村人の視線もゼムスに集中する。

「そうだ、ゼムスさんなら」

「ゴリラなんて怖こわくない」

　期待と安あん堵どを込めた声が、そこらじゅうで湧わき起こった。

　すいっとゼムスに一歩近寄ったローガス、

「というわけです。ゼムスさん、引き受けていただけますか？」

　にこやかな笑みを浮かべつつ言う。当然、威勢のよい返事を期待しての言葉だったが、意外なことに、

「え、ええ、まあ……」

　ゼムスは口ごもった。明らかに、とまどいの色が見える。実際のところ、思いもかけぬ展開に、彼は弱っていたのだ。──と言うのも、一見強そうに見えるが、実は彼はそれほど大した戦士フアイターではないのである。

　オークやコボルドとは闘ったことがあるが、今まで彼が相手にしたモンスターは、その程度のもの。サイクロプスやドラゴンは言うに及ばず、オーガーやトロールに出で逢あいでもしたら、悲鳴を上げて逃げ出してしまうだろう。

　すなわち、彼の武勇伝のほとんどすべては、口からデマカセなのだった。最初はそんなつもりはなかったが、あまりにも村人たちにウケてしまったため、ついつい調子に乗り、架か空くうの武勇伝をでっち上げてしまったのである。これも一種の才能と言うべきだろうか。

　彼の胸中に巨大な後悔が怒ど濤とうのように押し寄せてきた。たらーりと冷や汗がしたたり落ちる。ただのサルならともかく、相手がゴリラともなると、はなはだ勝手が悪かった。だが、あれだけの大たい言げん壮そう語ごをしたからには、今さらあとには退ひけない。もともと、豪快な外見とは裏腹に、気の小さい男なのだった。

　何も言えず、黙りこむゼムス。ところが、何を勘かん違ちがいしたのか、ローガスは言った。

「あなたほどの勇者ともなれば、ゴリラごときを相手にするのは、プライドが許さないでしょう。そのお気持ちは、よーくわかります。しかし、こうしてこの村にやってきたのは、天の思おぼし召めしです。どうか私たちのために、ひと肌はだ脱いでいただけないでしょうか。お願いします」

　ゼムスの前まで歩いて行き、深々と頭を下げる。さらに、

「もちろん、お礼は差し上げます。小さな村ですから、大したことはできませんが、五百ガメルくらいなら……」

　ローガスが言うと、

「うーむ」

　ゼムスは深く呼い吸きを吐いた。それを見てローガス、またもや勘違いし、

「では、六百ガメルでは……？」

　と言い出した。

「いや、報酬の問題ではないのだが……」

　ゼムスは言い、口をつぐむ。

　サリドを囲んでいた村人たちは、いつの間にかゼムスの周しゆう囲いに集まっていた。口々に言う。

「ゼムスさん、お願いします」

「自慢の剣で一刀両断」

「ゴリラを倒してください」

「あなただけが頼りなのです」

　もはや、いかんともしがたい状じよう況きようだった。どんな言いわけをしても、村人たちを納なつ得とくさせることはできないだろう。すべては自分が蒔まいた種なのだ。責任を取らねばなるまい。ゼムスが仕方なく、

「わかりました。お引き受けしましょう」

　と頷うなずいた途と端たん、

「ばんざーい!!」

　村人たちは一いつ斉せいに大声で叫んだ。

「よかったな」

「これで助かった」

　などと笑って話し合っている。

「ありがとうございます」

　村人を代表して、ローガスが言った。

「今晩は好きなだけ飲んで、ゆっくりしてください。もちろんお代はいただきません」

　と、つけ加える。

「はあ、どうも」

　ゼムスは軽く会え釈しやくをした。腹は固まっていた。──やるしかないのだ。それに、いざとなったら、こっそり別の土地へ逃げてしまえばいい。五百ガメル（あるいは、六百ガメルか）は魅み力りよく的な報ほう酬しゆうだが、生命いのちと引き換えにするほどのものではあるまい。

　そう考えることによって、ようやくゼムスは気が楽になった。自然、口許もとに笑みが浮かぶ。それを見て、

「さ、飲みましょう。ゴリラ退治の前祝いです」

　まさに、絶妙のタイミング。ローガスのこのひと言で、宴えん会かいが始まった。

　村人たちは皆、心から楽しく酒を飲み交わしている。──しかしただひとり、サリドの表情だけは冴さえなかった。村一番の戦士フアイターである自分が全く無視されているのだ。不ふ機き嫌げんな気持ちになるのも、無理はなかろう。それに、あれほど戦士フアイターを嫌っていた村人たちがゼムスを歓待しているのも気にいらなかった。

　本来ならサリドに向けられるはずだった讃さん辞じが、すべてゼムスに向けられているのである。どうしようもなく、口く惜やしかった。

（このままでいいのか？）

　と自問する。

　ゼムスにゴリラ狩りを任せてしまえば、自分は生命いのちの危険を冒おかすことはないが、それは同時に、村人たちを見返すチャンスを失うことになる。──自明の理だった。

（行動を起こすのは、今しかない）

　即そく断だんしたサリドは、すっと立ち上がり、ゼムスの方に歩んでいった。村人たちに取り囲まれ、いい気になって酒を飲んでいるゼムスに話しかける。

「ゼムスさん」

「ン？」

　ゼムスはグラスをテーブルに置き、サリドの方に視線を向けた。

「おれ、サリドといいます。戦士フアイターです」

　と自己紹介したサリドは、いきなり、

「よそ者のあなたを危険な目に遭あわせるわけにはいきません。ゴリラはおれが退治してみせます」

　と切り出した。

「はあ？」

　呆あつ気けにとられるゼムス。

「サ、サリド」

　隣となりに坐っていたローガスが慌あわてて口を挟はさんだ。

「何を言うんだ。おまえには無理だ。ゼムスさんに任せておけ」

「無理だって？」

　サリドはキッとローガスを睨にらみつけた。

「どうして無理とわかるんだ？　おれの腕も知らないくせに」

　鋭い口調で言う。

「そ、それは……」

　ローガスは口ごもった。確かに、ローガスはサリドの技量を知らない。だが、実戦の経験が一度もない戦士フアイターの技量など、たかが知れている。それを口にするのは簡単だが、

（待てよ）

　ローガスは思い出した。

　もともとローガスは、戦士フアイターという人種が嫌いだった。商売柄、お世辞は言うが、むろん本心からのものではない。ゴリラを退治してくれるよう依頼したゼムスに対しても、利用できると考えているだけで、決して好意を持っているわけではなかった。

　この村にも戦士フアイターは何人かいるが、戦士フアイター一辺倒というのはサリドひとりだ。好戦的で、すぐに腕にものを言わせたがる──そんなサリドの存在は、常日頃からローガスの頭痛の種だった。

　ゴリラ騒そう動どうで、サリドのことなどすっかり忘れていたローガスだが、このチャンスをうまく利用して、何とかサリドをやりこめることはできないか、と考えたのである。

　しばしの沈黙ののち、ローガスは口を開いた。サリドとゼムスを交互に見ながら言う。

「どうです。ゼムスさん、そしてサリド。ひとつ提案があるのですが……」

「提案？」

　とゼムス。

「提案だと!?」

　とサリド。

「そうです」

　頷うなずいたローガスは続けた。

「腕に覚えのある戦士フアイターがふたりもいるのです。ふたりとも、ゴリラなど取るに足らぬ敵でしょう」

　サリドに対する皮肉のつもりだったが、ゼムスの胸にもグサッと突き刺さった。

「もちろんだ」

　サリドとゼムス、声を揃そろえて答えるが、実は内心、ふたりとも冷や汗を流していた。ふたりとも、ゴリラが怖こわいのだ。

「で、提案とは？」

　問うゼムスに、

「ええ」

　とローガスは答えた。

「ご存知と思いますが、この村には娯楽らしい娯楽がありません。せっかくの機会ですから、賭かけごとというものを、やってみたいのです」

「賭けごと？」

「そうです。ふたりのうち、どちらがゴリラを仕し留とめるか、それを賭けるのです。面おも白しろいでしょう？」

　ローガスが言うと、周りの村人たちの間にどよめきが走った。

「そりゃいい」

「面白いことになってきたぜ」

「賭けごとなんて初めてだ」

　などと口々に叫んでいる。村人たちは、心底娯楽に飢うえているのだった。

「おれはゼムスさんに賭けるぞ」

　このひと言が引き金となった。

「おれもゼムスさんだ」

「おれも」

「おれも」

「ゼムスさん」

「ゼムスさん」

　あちこちから声が上がる。

　どうやら、当のふたり──ゼムスとサリドの意志に関係なく、賭かけが行なわれることが決定してしまったようだった。

　困こん惑わくの表情を露あらわにするふたりなどお構いなしに、村人たちは夢中になって賭ける相手の名を叫んでいる。当然のことながら、サリドの名を口にする村人は、ひとりもいなかった。

　すべてはローガスの思おも惑わく通りである。内心ほくそ笑んだローガスだが、わざと困ったような口調で、

「みんなゼムスさんに賭けるのですか？　弱りましたね。これでは賭けが成立しないじゃないですか」

　とサリドに目をやる。村一番の戦士フアイターであるというプライドを、ズタズタに切り裂さいてやろうという魂こん胆たんなのだ。──それは見事に成功した。

「うぐっ……」

　言葉に詰つまるサリド。怒りのあまり、全身が細かく震えている。耐えられない屈くつ辱じよく感かんだった。

「おれはゼムスさんに賭けるぜ」

「誰だれかサリドに賭かけるやつはいないのか」

「そうだ。賭けにならないじゃないか」

「だったら、おまえ賭けろよ」

「冗じよう談だんじゃない。負けるとわかってる賭けを、誰がするものか」

「おれはゼムスさんだ」

「おれもだ」

　などという声が、なおも飛び交っている。

（くそ。馬ば鹿かにしやがって）

　怒りに燃えたサリドは、思わず口走った。

「おれが自分に賭けてやる。それなら文句ないだろ」

　その途と端たん、酒場のなかは水を打ったように静まり返った。頃よしとばかりに、

「どうやら賭けが成立したようですね」

　ローガスは言った。

「たったひとり、それも本人だけじゃあな。勝っても、儲もうけは知れてるぜ」

　村人のひとりが呟つぶやくように言う。

「そうだ、そうだ」

　何人かの村人から同意の声が上がるが、

「だったら、あなたがサリドに賭けますか？　それとも、賭けを中止しますか？」

　というローガスの言葉で押し黙った。皆、賭けはしたいし、サリドに賭けるのは嫌いやなのだ。

　村人たちがしぶしぶながらも納なつ得とくしたのを見定めた上で、ローガスはゼムスとサリドの方に目をやった。

「というわけです。今晩はもう遅いですし、ゴリラ狩りに出掛けるのは、明日ということになるでしょう。もちろん、いつ出発しても構いません。先にゴリラの首を持ってきた方に、賭け金とは別に、六百ガメルの報ほう酬しゆうを差し上げます。それで構いませんね」

「おお」

　とサリド。

「ああ、それでいい」

　とゼムス。

　今さら嫌だと言っても始まらないことを、ふたりは充分に承知していた。

　ふたりが頷うなずいたのを確認し、ローガスは続けた。

「では、賭かけにはいりましょう。まず、サリド」

「なんだ？」

「おまえはいくら賭ける？　おまえに賭けるのはひとりだから、少々はりこんでもらわないと……」

　意地悪く言う。賭け金のことなど考えていなかったサリドだが、ヤケクソになって、

「千ガメルだ」

　と答えた。サリドの全財産だった。

「おお……」

　村人たちの問から、驚おどろきの声が上がる。確かに、予想外の大金と言えるだろう。村人たちが色めき立つのも無理はない。

「ほほお」

　ローガスも満足げに頷き、

「では、次はゼムスさんへの賭け金だ」

　と村人たちに向き直った。

　待ってましたとばかりに、口々に賭け金を口にする村人たち。ローガスは逐ちく一いちそれをメモしていく。

〝ローガスの店〟はかつてないほどの活気に溢あふれていた。

　元気いっぱいの声が飛び交うなか、そんなムードにいたたまれなくなったサリドはそっと立ち上がった。

「おれ、もう帰るよ。明日は早いからな」

　と飲のみ代しろを置き、ドアへと向かう。

　賭けに夢中の村人たちは、サリドが店を出ていくのに、誰も注意を払わなかったが、ただひとりローガスだけは賭け金をメモしつつ、

（してやったり）

　と、ほくそ笑んでいた。

　まさか千ガメルも賭けてくるとは思わなかったが、それ以外はすべて、彼の計画通りに進んだと言える。──サリドの戦士フアイターとしてのプライドをズタズタに切り裂さくことには成功したし、また、サリドが賭けに勝つ可能性は極きわめて少ない。あとは、ゼムスがゴリラの首を持ち帰るのを待つだけ。これで、二度とサリドは大きな顔ができなくなるだろう。

　サリドのプライドの高さを計算した上での作戦だった。それが見事に当たったのである。ローガスは、笑いが込み上げてくるのを、必死にこらえていた。

　一方、家路を急ぐサリドの心のなかには、巨大な後悔が渦うず巻まいていた。

　ゼムスと張り合おうとするんじゃなかった。千ガメルなんて賭かけるんじゃなかった。

　しかし、もはや手遅れなのであった。




　　　　３




　翌日。

　朝日が昇るのと同時に、サリドは家を出た。チェイン・メイルに身を固め、腰には愛用のバスタード・ソードを下げている。

　こんな朝早くから出歩いている人などいるわけもない。シンと静まり返った道を、サリドは足早に森へと向かった。

　正直なところ、ゴリラに勝つ自信はなかったが、ズタズタにされたプライドを元に戻もどすためには、ゴリラの首を村に持ち帰るしかないのだ。むろん賭け金のこともあるが、それ以上にプライドを守ることの方が大たい切せつだった。

　しかし、とはいっても、生命いのちまで賭ける気はなかった。いざとなったら逃げ出す用意はできている。ターロンに生まれ育ったサリドにとって、森は遊び場のようなものだ。遠くに足を伸ばさなければ、ゴリラから逃げるのは、さほど困難ではないだろう。ゴリラを倒す自信はないが、逃げ足に関しては自信があった。

　勇者にあるまじき考えであることは、充分に承知している。逃げたら最後、ローガスの思おも惑わく通り、二度と村で戦士フアイター面づらすることはできなくなるだろう。しかし、プライドと生命いのちを天てん秤びんにかければ、やはり生命いのちの方が重いのだった。

　森に到着したサリドは、早さつ速そく、昨夜ドムルが倒れていた場所に歩を進め、そのあたりを中心に探たん索さくを開始した。

　もちろん、周しゆう囲いに注意を払うことは怠おこたっていない。微かすかな音も聞き逃さないように、小さな動きも見逃さないように、慎重に、慎重に……。

　サリドは徐々に探索の輪を広げていった。




　一方、ゼムスが目覚めたのは、正ひ午る近くなってからだった。まだいささかアルコールが残っている。タダ酒ということで、ついつい飲み過ぎてしまったのだ。

　仕し度たくを整え、

「では、ゴリラ狩りに行ってくる」

　ゼムスは言い、〝ローガスの店〟をあとにした。悠ゆう然ぜんとした歩調で村外れへと向かう。

　途と中ちゆう、何人もの村人と擦すれ違い、そのたび激励の言葉を受けた。なかなかの快感だったが、それを味わう心の余裕はなかった。ゼムスとてサリドと同様、ゴリラが怖こわかったからである。

　やがて、村外れに到着。

　ゼムスは森に足を踏み入れた。村のなかとは打って変わって、慎重な足取りになっていた。いや、慎重というより、おどおどしていると形容すべきだろう。

　実際、ゼムスは心細く感じていた。昼間でも薄暗い森のなかに、たったひとり。しかも、この森のどこかに狂きよう暴ぼうなゴリラが潜ひそんでいるのだ。

「ゴリラか……」

　ゼムスは呟つぶやき、ゾクッと身を震わせた。

　ゴリラと闘って、果たして勝てるのか。冷静に見積って、勝算は五分と五分。恐れを知らぬ分だけ、ゴリラが有利かもしれない。

　行きずりの村人たちのために、自分の生命いのちを賭ける必要があるのだろうか……。

（ない。断じて、あるわけがない）

　ゼムスは即そく断だんした。

（ゴリラと出で遇あってからでは遅すぎる。今すぐ山を降りよう。こんな危険な森はマッピラだ）

　急いで、麓ふもとへと通じる山道へと歩き始める。しかし、臆おく病びよう者ものをむざむざ見逃すほど運命は甘くはなかった。

　もう少しで山道に出ようとするところで、

「おや？」

　ゼムスはギクリとし、立ち止まった。彼の視界の片かた隅すみに、巨大な黒い影が動くのが映ったのだ。──右手前方、生い茂った木立ちの間である。

　じっと目を凝こらして、木立ちを見つめる。黒い影の正体は、すぐにわかった。言わずと知れた、ゴリラである。

「ひええ、出たあ!!」

　慌あわてて身を翻ひるがえし、逃げ出そうとするゼムス。だが、時すでに遅かった。ゴリラは素す早ばやく回りこみ、数秒後には、ゼムスの手前数メートルの地点に立ちはだかっていた。

「ガルルルル……」

　不ぶ気き味みな唸うなり声を発し、ゼムスを威い嚇かくすべく睨にらみつけるゴリラ。もう逃げられない。

「くそっ。やってやろうじゃねえか」

　観念したゼムスは立ち止まり、ブロード・ソードを抜き放った。剣を構え、ゴリラを睨み返す。と──

「ン？」

　ゼムスは思わず首を傾かしげた。ゴリラの後頭部に奇妙な物体が貼はりついているのに気づいたからだ。生き物のようにも見えるが、ゼムスの知識のなかにはないものだった。

　いったい何者なのか。どうも気になる。ゼムスは一歩前進し、その物体を詳しく観察しようとした。……が、そんな悠ゆう長ちようなことをしている余裕はなかった。

　ゼムスが近づいたことにより闘争本能が刺激されたのか、いきなりゴリラはダッシュし、ゼムスに襲おそいかかってきたのである。

　人間と野獣の生死を賭かけた闘いの幕が、切って落とされたのであった。

　そして……。




　ゼムスがゴリラと遭そう遇ぐうしてから、約一時間が経過していた。

「ゴリラめ。いったいどこにいるんだ」

　サリドは森のなかで、ボソリと呟つぶやいた。いいかげん、イライラしていた。朝からずっと歩き回っているのにもかかわらず、ゴリラの姿はもちろんのこと、手て懸がかりすら見つけられないのだ。

（いったん村へ戻もどろうかな）

　サリドは思い、ターロンと麓ふもとを結んでいる山道へ向かって歩き始めた。ところが！

　あと数メートルで山道に出ようとするあたりまで来たとき、

「げえっ!!」

　サリドは思わず大声を発し、立ちすくんだ。予想もしていなかった光景が視界に飛びこんできたのである。

　ゴリラだった。──真っ黒な剛ごう毛もうに覆おおわれたゴリラが、木立ちの向こうに倒れているのだった。

「まさか……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくサリド。心臓の鼓動が激しくなった。

　ゴリラはピクリとも動かない。ひょっとすると、死んでいるのかもしれなかった。

　必死に心を落ち着けたサリドは、

（よし、確かめてみよう）

　意を決し、一歩、また一歩と、恐るおそるゴリラに近づいていった。

　数歩歩くと、ゴリラの全身が露あらわになった。──頭部はグシャグシャに破壊され、全身に無数の刀傷……。

「し、死んでる……」

　サリドは愕がく然ぜんと呟いた。ショックのあまり、がっくりと崩くずれ落ちる。

　ゴリラを捜すべく森に足を踏み入れたわけだが、まさかこんな形で目的が達成されると……

　信じられなかった。信じたくなかった。しかし現実に、こうして目の前に血まみれのゴリラが倒れているのだから、認めざるを得ない。──呆あつ気けない幕切れであった。

　サリドの脳のう裡りに、ゼムスの顔が浮かんだ。状じよう況きようからして、ゼムスの仕事であることは、まず間ま違ちがいないだろうが、それにしてはおかしなことがある。

　グシャグシャに破壊されているとはいえ、ゴリラの頭が残されているのだ。ゼムスがゴリラを倒したのならば、その証しよう拠ことして首を持ち帰るはずなのである。

　ゴリラと相あい討うちになったという可能性もあるが、だとすると、この近くにゼムスの死体が転がっていなくてはならない。

（どれ。捜してみるかな）

　サリドは思い、ゆっくりと立ち上がった。

（もしゴリラと相討ちになったのだったら、丁てい重ちように葬ほうむってやらないとな。何と言っても、村を救った勇者なんだから……）

　柄がらにもないことを考えつつ、周しゆう囲いを探索する。サリドの心はすっかり冷静さを取り戻していた。ゼムスに対する悪印象も、きれいさっぱり消え失せている。

　森のなかを歩き回ること三十分あまり。しかし、どこにもゼムスの死体は見つからなかった。

（仕方ない。村へ戻るとするか）

　サリドは捜索を断念し、とりあえず村へ帰ることにした。相討ちでないとすれば、ゼムスは首も持たず、どこへ行ったのか。あるいは、ゴリラを倒したのはゼムスではなく、別の戦士フアイターの仕し業わざなのか。──疑問は残るが、今それを考えても始まらない。ゴリラが死んだことを報告し、村人たちを安心させることの方が重要だった。

（ゴリラの首を持ち帰ろうか）

　ちらと不ふ埒らちな考えが脳のう裡りをかすめた。ゴリラの首を持って行けば、サリドがゴリラを退治したと言い張ることも可能だ。村人たちが驚く様子を想像し、思わずニンマリと笑みを浮かべるサリド。しかも、大量の賭かけ金および報ほう酬しゆうの六百ガメルも自分のものとなる。──だが、プライド高いサリドが、そんなことを実行に移すわけがなかった。

　ゴリラの死体はそのまま放っておくことにし、サリドは山道を村へ向かって歩き始めた。

　と──

「おや？」

　サリドは首を傾かしげ、立ち止まった。遠くの方に人影が見えたのだ。かなり距離があるので、はっきりとはわからないが、人間の男性らしい。まるで酒に酔っているように、ふらふらと歩いている。

（はて？　誰だろう）

　歩行速度を上げ、しばらく進んで行くと、やはり人間の男性で、サリドと同じようなチェイン・メイルを身につけていることが確認できた。戦士フアイターのようだが、剣の類たぐいは持っていない。

　さらに進んで行き、男の顔が識しき別べつできるようになった途と端たん、

「あっ」

　サリドは思わず大声を上げた。見み間ま違ちがえるわけもない。ついさっきまでさんざん捜し回って、結局見つからなかったゼムスだったのである。

「ゼムスさーん」

　両手を大きく振りながら、全速力で走り始める。しかし不ふ思し議ぎなことに、もうとっくにサリドの存在に気づいているはずなのに、ゼムスは全く反はん応のうを示さなかった。相変わらず、よたよたと歩き回っているだけだ。

　二十メートルほどに近づいたところで、

「おや？　あれは何だ？」

　サリドはギクッとして立ち止まった。ゼムスの後頭部に奇妙な物体がへばりついているのに気づいたのである。

　頭のないタコのような生物。胴体は二十センチくらいの大きさだが、脚あし（触しよく手しゆと言うべきだろうか）は一メートル以上はありそうだ。

　こんな奇妙な生物を目にするのは、もちろん生まれて初めてだった。生きているのか死んでいるのか、それすら定かではなかった。

「ゼ、ゼムスさん。そいつはいったい何者なんです……」

　用心しながら、ゆっくりと近づいていくサリド。声が震えていた。

　だがゼムスは、返事をしようともしない。魂たましいの抜けたような顔をし、じっとサリドを見つめているだけだ。異常な反応と言えよう。

　得え体たいの知れない恐きよう怖ふを覚え、サリドはゼムスの手前五メートルの地点で立ち止まった。

「ゼムスさん。サリドです。わかりませんか？　いったいどうしちゃったんです？」

　身振り手振りを混じえ、必死の口調で言う。と、その瞬間だった。いきなり、

「グゲゲゲゲ……」

　意味不明の言葉を発しつつ、ゼムスはサリドに向かって突進した。右手を握りしめ、大きく振り上げている。明らかに、殴なぐりかかるつもりなのだ。

「何するんです!?」

　咄とつ嗟さに避よけたサリドは数歩あとずさり、ギラリとバスタード・ソードを抜き放った。剣を見せびらかすようにしながら、
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「こっちにはこれがあるんですよ。素手で勝てると思っているんですか？　ムチャなことはやめてください」

　と説得を試みるが、無む駄だだった。

「ゲガガガガ……」

　奇妙な叫び声を発し、ふたたびゼムスは襲おそいかかってきた。まるでバスタード・ソードなど眼中にないような突進だ。

「おおっと、危ない」

　サリドはバンザイをするような体勢で、かろうじて躱かわした。剣は抜いてはいても、相手を傷つける気はないのである。

「グゲ、グガガ……」

　ゼムス、懲こりずに飛びかかってくる。

「ゼムスさん、やめてください」

　サリド、必死に避よける。

　飛びかかる。避よける。飛びかかる。避よける。──ほとんど同じ展開が十数回に渡って繰くり広げられた。

　いつまでも続きそうな攻防だったが、突然終局が訪れた。

　ゼムスの拳こぶしを避よけそこねたサリドが、バランスを崩くずして転倒したのだ。チャンスとばかりに躍りかかるゼムス。

「うわああ!!」

　心底から恐きよう怖ふを覚えたサリドは、本能的にバスタード・ソードで身を守ろうとした。

　グサッ!!

　バスタード・ソードの鋭い鋒きつさきが、ゼムスの左胸に深々と突き刺さった。心臓をひと突きだ。

「ゲゴ！」

　奇怪な悲鳴を上げ、ゼムスの動きが止まった。スローモーションのようにゆっくりと、サリドの上に倒れてくる。

「ぐほっ」

　サリドは思わず咳せきこんだ。ゼムスの頑がん丈じような肉体は、呆あきれるほど重たかったからだ。

　ようやくの思いでゼムスの下から這はい出したサリドは、ゆっくりと立ち上がった。半ば放心状態で、足許もとに倒れているゼムスを見つめる。

　ゼムスはピクリとも動かない。どうやら既に死んでいるようだった。

「ふうう……」

　サリドは大きく溜ため息をついた。いくら不可抗力に近い事故だったとはいえ、人間ひとりを殺してしまったのだ。気分がいいわけがなかった。

　ゼムスの頭部には、まだあの奇妙なタコのような生物が貼はりついている。ゼムス乱心の原因がこのタコにあることは、ほぼ間ま違ちがいないと思えた。

（こいつのせいでゼムスさんが……。いったい何者なんだ……？）

　いまだ放心状態から醒さめやらぬまま、サリドは腰を屈め、何気なくタコの方に右手を伸ばそうとした。──その瞬と間きだった。

　突然！　タコの脚がワサワサと動き出した。と思う間もなく、タコはゼムスの頭から離脱し、ビューンと跳ね上がった。驚異的なスピード、そしてジャンプ力だった。

「うわ。なんだ」

　慌あわてて身をのけぞらせるサリド。だが、タコの方が何倍も素早かった。次の瞬間、

「ぎええ」

　サリドは叫び声を上げた。目にもとまらぬ速さでサリドの頭に貼はりついたタコが、その長くしなやかな脚で、サリドの頭を締めつけたのだ。

　サリドは一気にパニックに陥おちいった。

「うわああ。離せえ」

　両手でタコを摑つかみ、渾こん身しんの力を込めて引っ剝ぱがそうとするが、全く外れそうな気配はない。恐るべき脚の力だった。

「痛いてててて」

　サリドは、どおっと地面に倒れこんだ。激痛のあまり、のたうち回る。──が、そんな苦しみも、そう長くは続かなかった。

　タコの脚の先端から伸びてきた針はりがサリドの頭に突き刺さった。脳に軽い痛みが走る。

　その瞬間、サリドの動きが止まった。何もなかったような無表情な顔になり、もちろん悲鳴を上げるのもやめ、のっそりと立ち上がる。

　何が起こったのか、サリドにはわからなかった。いや、わからなかったということすら、わからなかった。




　実は──

　サリドの頭に貼りついたこのタコのような生物は、ハンガー・レッグと呼ばれるモンスターであった。

　大型の動物の肉体を乗っ取って生きる悪質な寄生生物。脚の先端から伸ばした針を相手の脳に埋めこむことにより、その犠ぎ牲せい者しやの肉体を自由自在にコントロールすることができる。

　ハンガー・レッグに取り憑つかれた犠牲者は、あらゆる感覚がなくなり、その上、思考能力も失ってしまうから、当然自力で逃れることは不可能だ。ハンガー・レッグを宿主から引き離すためには、殺すか、火であぶるしかないが、やつは必死に抵抗する。目的を達する前に、宿主たる犠牲者を殺してしまう公算の方が強いだろう。

　そして、さらに厄やつ介かいなことは、ハンガー・レッグは宿主が死ぬと、もっとも手近にいる生き物に取り憑こうとする性質を持っているのだった。今回のケースを例に取れば──

　最初ゴリラに寄生していたハンガー・レッグは、ゴリラが殺されると、そのゴリラを倒した主・ゼムスに乗り移った。そして今、新たな宿主・サリドの肉体を乗っ取ったというわけである。

　ハンガー・レッグに取り憑かれたサリドの意識は、完全に〝無〟となっていた。何も感じない。何もわからない。ただ肉体だけが、何者かの命令に反はん応のうし、動いている状態だ。

　今サリドは、かねてよりの念願だった恐るべき戦士フアイターへと変身を遂とげたのである。目の前に現われる者すべてを敵と見なし、何のためらいもなく襲おそいかかる──完全無欠の殺さつ戮りく機械となったのだ。

　何者かに命じられるまま、サリドの肉体はゆっくりと山道を歩き始めた。この速度でも、十分も歩けばターロンに到着するだろう。

　ヨタヨタしつつも、着実に歩き続けるサリドの肉体。ターロンまで、あと百メートルほどに近づいたときだった。

　突然、横手の森のなかから、

「サリド、サリドじゃないか。ゴリラは見つかったのか？」

　という声が聞こえ、サリドの肉体は立ち止まった。

　むろん、自分の名前が呼ばれたからではない。ただ単に、音に対して反応しただけだ。

　木立ちの間から姿を現わしたのは、ローガスだった。実は彼、ゼムスとサリドの様子を見るため、こっそりと村を抜け出してきたのである。

　ローガスはソフト・レザーを着込み、腰にはショート・ソードを下げていた。ふだんは武器を手にすることなど滅めつ多たにないローガスだが、運悪くゴリラに出で遇あってしまった場合に備えて、武装してきたのだった。

「ゼムスさんの姿を見かけたかい？」

　と言いつつサリドに近づいてきたローガスだったが、数歩歩いたところで、

「サ、サリド……」

　と悲鳴にも似た声を上げ、立ちすくんだ。サリドの顔にへばりついている物体──ハンガー・レッグに気がついたのだ。

「そ、それは……？」

　その物体の正体を見極めようとするローガス。しかし、じっくりと観察している暇はなかった。獲え物ものを見つけたハンガー・レッグに、ためらいはない。いきなり、

「グゲゲゲゲ……」

　特有の声を上げ、サリドの肉体はローガスに向かって躍りかかった。

「うわっ。サリド、何をする!?」

　驚きながらも、さすがは村長、スラリとショート・ソードを抜き放ち、応戦する。──

　否いや応おうなく、戦闘に突入したのだった。

　いくら戦士フアイターとはいえ、素す手でのサリドと、武器を持つローガスとでは、明らかにローガスの方に分があった。

「グゲゲ」

　バシッ。

「グガガ」

　スパッ。

　ローガスのからだに手を触れることもできないうちに、サリドの肉体は徐々に切り刻まれていった。

　全身から夥おびただしい量の血を流しつつも、まるで痛みを感じないかのように襲おそいかかるサリド。

　殺やらねば、殺やられる。──ローガスも必死だった。

　いつまで続くかわからない攻防だったが、突然、

「ゴゲッ」

　奇怪な声を発し、サリドの肉体はバッタリと倒れた。ショート・ソードの鋭い鋒きつさきが、見事サリドの心臓をえぐったのである。

「はあ、はあ、はあ……」

　ローガスは肩で大きく呼い吸きをしながら、用心深くサリドの死体に近づいた。

　サリドの頭にへばりついている、見たこともない奇妙な生物。確かに、不ぶ気き味み極まりない存在で、放っておくのが最も賢い策だろうが、賢者セージでもあるローガスにとっては、知的好奇心は何物にも増して優先すべきものだった。しかし……。

　その知的好奇心の代償は、言うまでもないだろう。のこのこと近寄ってきた獲物を見逃すほどハンガー・レッグはお人好しではないし、ハンガー・レッグの奇襲攻撃を避けられるほどローガスは機敏でもないのだ。

　結果──

　哀れ、ローガスもまた、ゼムスやサリドと同じく、ハンガー・レッグの犠ぎ牲せい者しやとなってしまったのである。

　最も争いを嫌う人間が、まさに〝殺さつ戮りくの権ごん化げ〟とも言うべき存在と変わり果ててしまうとは、実に皮肉な結末であると言えよう。

　そして。

　サリドのあとを引き継いだローガスの肉体は、ゆっくりと歩き始めた。目的地（と思われる）ターロンまであとわずかだ。

　村の歴史が始まって以来、ずっと平和を守り通してきたターロン。しかし、そんな平和な村が惨さん劇げきの村と化すときが、どうやら目前に迫ってきたようであった……。
















緑の都市


下村家惠子
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　夜の森の中を湿った冷たい風が吹き抜けてゆく。闇やみに沈むこずえを鳴らし、夜つゆにぬれた草をゆらしつつ、静かに、しかし力強く風は流れていく。風はまた、木の根元に身をよせるように眠る、一人の青年の上をも吹き抜けていった。

　高地にさしかかったせいか風はつめたさを増している。横たわった青年──ナリルは夢うつつにマントを引き寄せた。まぶたを堅く閉じてもう一度眠りにつこうとしたが、冷えきった手足が気になって眠れない。

　我が家のあるミード湖西岸の村、ボルを旅立ってから六日になる。賢者であり司祭である祖父のもとで平凡に暮らしていたナリルにとって、この六日の旅はいささかこたえるものだった。ふだん旅慣なれていない者が、道もろくにない山奥を旅しているのだ。ナリルが悪いわけではない。

　最初の野の宿じゆくの時は、風のざわめきだけで飛び起きたものだった。緊きん張ちようして、駄だ賃ちんをもらった幼い子供が、いくども小銭をたしかめるように、何度も懐ふところの小袋や背負い袋を確かめた。遠くに獣けものの声が聞こえようものなら、慣れない手つきで剣を握りしめたりもした。

　冷えた肩を暖めようと体を縮める。すると、懐で羊よう皮ひ紙しががさりと音をたてた。ナリルはそれを取り出して広げた。

　ゆらぐ小さなたき火の光と木々のこずえを通して降ってくる月明りしかない今は、羊皮紙の上に書かれた文字をたどることはできない。しかし今までにいくども繰くり返して読んだものだ。ナリルの目には暗がりの中に文字が浮かび上がって見えるような気がした。

　それは祖父が若い頃、オラン周辺を旅した頃に集めた様さま々ざまな知識、物語をまとめた記録を写したものだ。もちろん記録の全部ではない。その一部だ。そこに記された不思議な都市の物語がナリルの心を捉とらえてならなかったのだ。







〝これは私がエストン山脈で偶ぐう然ぜん出会った吟ぎん遊ゆう詩し人じんから聞いた物語だ。




『昔（どれほど昔かは、その他の多くのうわさばなしと同じく、はっきりとはしない）エストンのふもとの村に二人の猟りよう師しが住んでいた。二人は腕のよい狩人かりうどで、とても仲がよかったが、一人はとても信心深かったのに、もう一人はまったく神様や精せい霊れいを敬うやまわない男だった。

　信心深い男は名をマフォーレといい、不信心者は名をマーティンと言った。

　さて、その年、野の獣けものたちは姿を消してしまい、彼らのように腕の立つ猟師でも、獲え物ものがなかなか見つからなかった。その日も二人の猟師は、さんざん歩き回ったあげく、一匹も獲物を見つけられなかった。このまま帰っても食べるものに困るだけだ。不信心者のマーティンが口を開いた。

「この辺あたりには何もいないが、森の奥、〝深き森〟へ行けば何かみつかるかもしれないぞ」

「とんでもないことを言うものじゃないよ君。あの森は昔から入ってはならない場所だと言われていることは、君も知っているはずだろう？」

「そんなのは、子供を嚇おどかすためのたわごとだよ。万が一、あの森が昔から言われるように、神様のものだったり、魔法使いの庭だったとしても、今の私たちのひもじいさまを見たら、獲物の一匹ぐらいは分けてくれるさ」

　信心者のマフォーレは悩んだが、マーティンが言うことにも一理あるように思えた。二人は森の奥へ進んで〝深き森〟へ入っていった。

〝深き森〟の入口には、狩の神様の小さな石柱が倒れていた。マーティンはそれにつまずいて悪あく態たいをつくと、蹴けり飛ばして歩いていった。マフォーレもそれにつまずいたが、自分の無礼をわびると、石柱をあるべき場所へ立て直した。するとどこからかマフォーレを呼ぶ声がする。石柱のかげから、額ひたいに角つのを生やした小犬が現れて、マフォーレに話しかけてきた。

「信心深いマフォーレ。おまえの行ないに免めんじて忠告を与えましょう。森の中では三匹よりたくさんの生き物を殺してはなりませんよ。そして万が一に黒いイノシシに出会っても関わりになってはなりません。よいですね」

　それだけ告げると小犬は姿を消した。これは狩の神エリオスのお告げだと知って、マフォーレはマーティンに話したが、マーティンはてんで相手にしなかった。

　さて、森には獲物となる獣がたくさんおり、二人の猟師は喜びいさんで狩をした。マフォーレはお告げ通りに三匹よりたくさんは獲とらなかった。しかしマーティンは手当たりしだいに矢を放っては、持つに苦労するほど獣を狩った。

　とうとう持てなくなって、バチ当たりなマーティンは、あまり太っていないうさぎを投げ捨てた。とたんに二人の猟師の前に、大きな黒いイノシシが現れた。イノシシは燃える石炭のような真っ赤な目で、二人の猟師をにらみすえた。今にも襲おそいかかってきそうだ。これはお告げにあったイノシシにちがいない。マフォーレはマーティンに言った。

「君、このイノシシは森の主だよ。謝あやまって早くここから逃げ出そう」

　しかしマーティンは

「馬ば鹿かなことを言うな。こんな見事なイノシシは初めてだ。ぜひとも仕し留とめなくちゃ」

　ひねくれ者でもあったマーティンは、マフォーレが止めるほど、むきになってイノシシを仕留めようとした。イノシシが背を向けて逃げ出したので、マーティンは調子に乗って追いかけていく。そしてイノシシを見失い、我にかえった時には、二人は方角もわからない、森の奥深くへ迷いこんでいた。

　それまでは周しゆう囲いで走り回っていた獣けものたちも、ぱたりと姿を消しまるで死の森となったかのようだった。事実、そこは死の森となっていた。とまどう二人の前に、さきほどのイノシシが現れたが、それはみるみる姿を変えて、不ぶ気き味みな亡もう者じやになった。地よりは悪魔が這はいだし猟師たちに襲おそいかかる。二人は森の中を逃げ回った。

　やがて猟師たちは崖がけへ追い詰められた。逃げ場を失った猟師たちは悪魔への恐きよう怖ふに、足を滑すべらせた。高い高い崖から落ちた二人は、しかし信心者の祈りがエリオスへ通じたのか、その体は宙に浮かび、何かに導かれるまま空を飛んでいった。

　猟師たちは森の天てん蓋がいへと降り立った。そこには木の幹と葉とツルのようなもので造られた一つの街まちがあった。驚きにうたれて街へ入っていった猟師たちを、若葉のような緑の髪の美しい乙女が迎えた。乙女はその街の名を〝アーティス〟とつげると、猟師たちをあつくもてなした。

　街に人は他にはいなかったが、妖よう精せいじみた小人や不思議な獣に囲まれた楽園のような街で、猟師たちは来る日も来る日もおもしろおかしく過ごしていった。

　何日、何か月が過ぎたかわからないが、ある日、猟師たちは故郷に帰りたくてしかたなくなった。両親や妻のことが気がかりであるし、冬の支度も必要になっている頃だと気づいたからだ。猟師たちは娘に自分を故郷へ帰してくれないかとたのんだ。なぜなら街は天高くにあってとても一人では外に出られなかったからだ。

　しかし乙女は二人を止めた。ここからは誰だれも出られません。出ようとすると魔物があなたを引き裂いてしまうでしょう……と。

　そう言われて二人の猟師はまたしばらく街ですごしていたが、日がたつにつれて故郷への恋しさがつのるばかり。あてどもなく街のあちこちをさまよい歩いていた。

　そのうちにマーティンが、街を支える木を伝って降りようと言った。二人は帰り支度をはじめた。マフォーレはやってきた時に持っていたものと同じだけを手にしたが、マーティンは街で見つけた様さま々ざまな財宝を持てるだけ持っていた。

　二人は街を囲む木の壁をのりこえて、下を見下ろした。街はとてつもなく高いところにあり、二人の下には雲がただよい鳥が渡っていった。

「マーティン、これはあまりに高すぎる。降りるまでに疲れ果てて、落っこちて死んでしまう」

「今度ばかりは君の言うことをきこう」

　二人の猟師は街へ戻もどろうとした。と、突然どこからともなく大きな声がよばわった。

〝この街を出ようというのか？　ならばおまえたちが楽しんだ代償を置いて行け！〟

　草原の草がからみあい、姿を変え、亡もう者じやの手のようになって猟師たちを捕とらえようとする。猟師たちはたちまち街の川岸へ追いつめられた。草と木々が巨人のようになって、猟師たちへつめよった。

〝代償に何を払う？　何もないなら命を置いて行け！〟

　驚き恐れてあとじさった猟師たちの足下から、マフォーレを呼ぶ声がした。見ると川の上に、角を生やした小犬が立っていた。

「マフォーレ、あれほど忠告したというのに！　でも神はおまえを見捨てませんよ。さあ、私の尾につかまりなさい」

　気がつくと、小犬は鹿のように大きな犬に変っていた。マフォーレは犬の長くてふさふさした尾につかまり、マーティンももう一本の尾にしがみついた。犬は川を下ってゆく。川は街の端から地面へと流れ落ちていた。犬は水と一いつ緒しよに地面へと滑すべり降りていった。

　地面で水は大きくて深い湖になっていた。そこへ犬と二人の猟師は落っこちた。犬は二人を岸へ運ぼうと懸命に泳いだが、不信心者のマーティンがたくさんの宝物を持っていたので、溺おぼれそうになった。犬は言った。

「不信心者のマーティンよ。持っている物を捨てなさい」

　だが、マーティンはこう答えた。

「とんでもない。それよりもしっかり泳げ！」

　とたんにマーティンがつかんでいた犬の尾が、ぷっつりと切れてしまった。不信心者はそのまま湖の底へ沈んでいってしまった。

　犬は湖からあがると、マフォーレを村までおくりとどけた。マフォーレはエリオスへの信仰を深め、神もそれに応こたえてか、マフォーレの回りでは、狩の獲え物ものに困ることは二度となかったそうだ』




「どうってことのない昔話だと思われるでしょう？　しかしこの山脈のどこかには本当に深い森の天てん蓋がいに浮かぶ都市があるそうですよ」若い吟ぎん遊ゆう詩し人じんは語り終えると笑いながらこう続けてくれた。私が思うにこれは古代王国時代の〝精せい霊れい都市〟のことではなかろうか？

　もし本当であるなら探し出すだけの価値はあるだろう。







　樹上の精霊都市。初めてこの物語を読んだ時、目の前に浮かんだ美しい幻想を、ナリルはまざまざと思い返していた。今にも羊よう皮ひ紙しから光があふれだし、燃え立つ緑の天てん蓋がいに包まれた、妖よう精せいの都のごとき精霊都市が浮かび上がってくるかのようだった。

　祖父はこの都を探し出せなかった。旅先で受けた傷がもとで足が不自由になってしまったのだ。かわりに自分がこの都市を探し出してみたい。ナリルはそう願っていた。

　その願いがようやく叶かなったのだ。心配げな祖父を後に、ナリルはエストン山脈へ登っていった。都市がある〝深き森〟のある場所は、だいたいの当たりを祖父がつけていた。それでもとんでもなく広い場所を探さなくてはならない。

「無理はするな」心配そうな祖父の声がよみがえる。

「何も今度の旅で探し出さねばならないものではないのじゃからな。少しずつやってゆくんだぞ」




　いつの問に眠り込んだのだろう。浅く短い眠りは、手にしていた羊皮紙が地面に落ちる乾いた音で断ち切られた。これは大切な品物だ。あわてて身を起こして拾い上げる。土がついているかもしれない。そっと払って懐ふところにもどす。

　見るとたき火は消えていた。灰をかき回してみるが、すっかり冷えきって火種もなさそうだ。

　失敗した。ナリルは舌打ちした。二度も同じ失敗で火種を失っている。また火打ち石で火をおこし直さなくてはいけない。面倒で時間のかかる作業を思ってナリルは顔をしかめた。温かなマントを払いのけて傍かたわらの背負い袋からほくち箱を取り出す。火打ち石をだして、いざ、火をおこそうとしたナリルは、ふと何かの気配に気づいて動きを止めた。

　少し離れた下ばえの茂みがざわついている。

　風などではない。目をこらす中、茂みがまた動いた。何かが近づいてきているようだ。獣けものだろうか、それとも……。

　明りがないのは致命的だ。胃が縮みあがり、背筋がすうっと冷たくなる。そっとほくち箱を下ろして、代りに剣の柄に手をそえる。

　闇やみに溶け込む木々と茂み。たよりは月の淡いひかりだけ。その暗がりから何かがこちらをうかがったように思えた。あれは……？

　奇怪な雄お叫たけびとともに、瘦やせ細った人間ににた影が四つ、ナリルめがけて襲おそいかかってきた。手に手に粗末な棍こん棒ぼうや小剣シヨートソードを構えた、犬のような顔つきの生き物……コボルドだ。

　ナリルは右手で剣を抜き放ちながら、気合いのこもった神聖語とともに左手を突き出す。鈍にぶい音がして一匹のコボルドがはじきとばされた。だが、まだ三匹も残っている。

　コボルドが棍棒をふりおろす。かわしそこねたナリルの二の腕に鈍い痛みがはしった。痛みが恐きよう怖ふを呼び起こし、青年は混乱に陥おちいった。かろうじてもう一度神聖魔法を使って一匹をたじろがせる。が、コボルドたちはすぐに立ち直ると、つづけざまにナリルを襲ってきた。激しい打撃をうけて、ナリルはよろめくと地面に転がった。

　耳みみ障ざわりな声をあげて、勝ちほこったコボルドが青年の顔を蹴けり上げた。はずみで剣がはじけとぶ。だが、剣があったとしてもさほど変りはなかっただろう。死への恐怖がナリルの体をこわばらせていた。

　心の片かた隅すみでは〝立ち上がり剣を魔法を使え！〟と叫び立てる声がする。それに従わなければこのまま死んでしまうだろう。しかし恐怖にこわばった体は他人の物のように自由がきかない。たかがコボルドに！　理性は判わかっていても体は動かないのだ。

　かすみかけた視界の端に黒い影が映った。影の一部が月明りにきらめく。小剣シヨートソードだ。それだけがはっきりと判った。あれが振り下ろされたなら……！

　外の……人の領域外の危険を甘く見すぎていた。旅人や冒ぼう険けん者しやの冒険談を聞きすぎて、自分も同じぐらいのことができると錯さつ覚かくしていた。だが現実はちがう。そのことを知るには、あまりに高い代償を払わなくてはならないようだ……。

　次の瞬間。何が起こったのかナリルには判らなかった。貫つらぬくような白い光が広がり、コボルドのものらしい悲鳴があがる。周しゆう囲いを見定めようにも、白い光が目に焼きついてもやもやとした残像が浮かぶばかりだ。

　よろめきながら体を起こす。慌あわてふためいたコボルドの叫びと、走り去る足音、茂みをかきわける物音が続いた。物音は急速に遠ざかっていく。

　ややあって一つの足音が近づいてきた。あたりに胸の悪くなるような悪あく臭しゆうがたちこめている。まだ目の前にはシミのように光の残像が残っているが、恐怖による混乱はおさまっていた。ゆっくりと息をつきながら、近づいてくるものへむかって油断なく魔法の準備をする。

「大だい丈じよう夫ぶ、味方ですよ。助けにきたんです」

　落ち着いた声が聞こえた。残像が薄れて小さくなってくる。足音が向きをかえる。小さく短い呪じゆ文もんの声が聞こえたかと思うと、ポッと周囲がオレンジがかった光に照らされた。木のはぜるパチパチという音と、心地好い煙の香りが流れる。ようやく視界が晴れた。たき火にふたたび炎が燃え上がっていた。そのそばに一人の青年が立っていた。

　杖つえを持っているところを見ると魔法使いのようだ。ゆったりとした深緑のマントと長衣の下からは、わずかに革かわよろいがのぞいている。ナリルが見ているのに気づいて、青年は軽く笑みを浮かべて近づいてきた。
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「早く怪け我がの手当をしたほうがいい」

　うながされるまま立ち上がろうとしたナリルは、すぐそばにコボルドの死体があるのに気づいてぎょっとした。コボルドの死体の側面が黒く焼け焦こげ、悪あく臭しゆうがたちのぼっている。

　驚いて身を引いたのをよろめいたのだと思ったのか、青年はあわててナリルに近づいた。そのまま手をかして火のそばへ連れていく。

「僕は簡単な手当てしかできません。治ち癒ゆ魔法は使えますか？」

「ああ使える。ありがとう」

　青年はうなずいてナリルをたき火のそばへ座らせると、荷物を取ってくるといって立ち上がった。

　一息ついたナリルは、うずく傷口に手をかざした。ナリルの崇あがめる神、ラーダに祈りを捧ささげ、癒いやしの力を求める。かざした掌てのひらに温かくやわらかな力があふれる。切り裂さかれた傷口がふさがり、痛みが薄らいでいくのがわかる。同じようにして棍こん棒ぼうで殴なぐられた場所にも癒しの力を送り込む。

　青年が背負い袋をかついで戻ってきた。どこか不思議なまなざしで治癒魔法を使うナリルを見ている。

　ナリルよりは少し年下のようだったが、たき火の扱いや物腰を見るに、旅の経験に関してはずいぶんと上であることが判った。

「間に合ってよかった」

　青年はたき火の向かい側に座った。おとなしいが人なつこい笑顔を浮かべる。ナリルもつられて笑みを浮かべた。

「本当にありがとう。私はミードのラーダの司祭ナリル。君は？」

「僕はリザン。ごらんの通りの魔法使いです。しかし知ラ識ー神ダの司祭どのがこのような山奥におられるとは。それも一人きりで。何か困ったことでもあったのですか？」

　魔法使いの青年が自分の服装を見ているのに気づいて、ナリルはあらためて自分を見下ろした。動きやすく軽い革のチョッキに厚手の丈じよう夫ぶな布の上着とズボン。柔らかな長靴の上からはゲートルを巻いている。さっきの戦いですでに上着とチョッキには大きな裂さけ目ができてしまった。出発の時にはこれで充分だろうと思っていたのだが、あまりに軽装すぎるように思えてきた。ひょっとすると魔法使いはナリルが道に迷ってここにいると思っているのではなかろうか？

「ああ、いや、私はこの附近にあるという古代の遺い跡せきを探しているのだ。君は冒ぼう険けん者しやなのかな？」

「ええ、昔は……と言ったほうがいいかもしれませんね。今は各地を歩きまわって、失われた古代の技を拾い集めているのです」

　と言うことは、ひょっとして……。ナリルが思ったことをリザンと名乗った青年が口にした。

「ナリルさん。この辺りのことに詳しいのでしたら、もしかして〝空中庭園〟について何か聞いたことはありませんか？」

「〝空中庭園〟？」

　青年はうなずき、手にした杖の黒い石へ目をやった。放心したような表情が浮かぶ。青年は別人のような深い声で淡々と語り出した。

「〝エストンの奥深く、数百年、数千年の齡よわいを経た木々の森あり。その幹、岩の様に無言。地には闇やみと沈黙があるばかりなり。されどそのおもて、天高くそびえるこずえには、まばゆき日の光輝き、緑燃ゆ。命あふるる、緑の園。そこに一つの都市あり。樹木の精せい霊れいに導かれし都。その名はアーティス〟」

　しゃべり終えた魔法使いは、ほっと息を吐き出した。

「何かごぞんじではないですか？」

　知っているも何も！　思いがけない喜びに声をあげかけたナリルは、一瞬とまどった。話してもよいのだろうか、見ず知らずの人間に……？　だが、かくす必要がどこにあるのだろう。自分がためらった理由が子供じみた独占欲──大切なものは一人占めしたい──であることに気づいて、ナリルは心の中で苦笑した。

　ナリルはうなずいて、再び羊よう皮ひ紙しを取り出した。魔法使いに渡す。羊皮紙へ目を落とした魔法使いの顔に喜びの色がうかびあがった。

「これだ。あなたもこの都市をさがしているのですか？　それにこの記録は一体？」

　瞳ひとみを輝かせる青年を見て、ナリルは急に深い親しみを感じた。

「それは祖父が書いたものなのだ。その都市を探してここまで来たんだ。どうやら君と目的は同じようだね」ナリルは微笑ほほえんだ。




　　　　２




　夜明けとともに二人はエストンのうねるような峰みねを目指して登っていった。

　日が昇っても山の空気はなかなか温ぬくもりを取り戻さない。ふくらはぎまで伸びた草をかきわけるように進む二人の後ろからは、少し離れて大きな馬がついてきていた。

　白地に淡くもやのように黒味がかかった毛並みをしている。目を覆おおいかくすほどのぼさぼさのたてがみと、無ぶ骨こつな顔つきがあいまって、すすまみれの田舎いなか者ものとあだ名したくなるような馬だ。

　リザンの馬で、彼の後ろを素直についてくる。今は背にリザンとナリルの二人分の荷物を背負っている。

　見晴しのよい高見に立ったナリルは、エストンの地図をとりだした。

「今はこの辺りですね？」

　リザンは地図をのぞきこむと、尾根から少し下った谷にちかい辺りを示す。その両脇わきには印と書き込みがある。ナリルの祖父がつけたものだ。地図には物語に符合する地点が選び出され、何箇所かに印がつけられているのだ。

「どちらだと思う？」

　ナリルは魔法使いに尋ねた。魔法使いは杖に頭をもたせかけるようにして考え込んだ。少しして、

「この四角い記号は何です？」

　リザンは片方の印のそばにある書き込みを指さした。確かそれについては祖父の覚え書きがあったはずだ。

「そこには人の手で立てられた、巨大な石の柱があるらしい。くわしい事は書いてなかったと思うが」

「……どう思う？」魔法使いは自分に問いかけるようにつぶやくと、再び考え込んだ。

「そっちへいってみましょう。おそらくそこから精せい霊れい都市へ入るための浮ふ遊ゆう道どうがのびているはずです」

「浮遊道？」

「え？　ああ、友人が教えてくれたのですが、空中にある都市ならテレポートの魔法か、特別な乗り物や手段をつかって出入りしたはずです。しかし物語の中で猟師は空中を飛んでいった。つまり都市と崖がけをむすぶ力場があったわけで……」

「この石柱がその魔力に関係あるのではないかと？」

　リザンはうなずいた。

　ナリルは心の内でラーダに感謝の祈りを捧ささげた。このような貴重な知識を持った者とめぐり合わせてくださったことを感謝します。

　しかし、自分よりも年下であるのに、何と博学なのだろう。オランかどこかの学院の出なのかもしれない。

　ナリルは地図と目の前の山々、そして彼方かなたの尾根を見比べた。

「あの尾根の向こうか。半日……いや一日はかかりそうだな」

　背後で馬が鼻を鳴らした。ふりかえるとすぐ後ろに馬が立って覗のぞきこんでいた。馬はたいくつそうに足を踏みならす。リザンが笑顔を浮かべた。

「わかったよウェブ。すぐに出発しよう。だから駄だ々だっ子のようにぐずったり、背中のワイン袋を喰くい破るのはやめてくれよ」

　その言葉を理解したかのように、馬はじっと魔法使いを見たかと思うと、おもむろに首を曲げて背にくくりつけられた背負い袋にかみつこうとした。

「わ、馬ば鹿か、止めないか！」

　魔法使いの青年はすっとんきょうな声をあげて馬に駆けよった。馬は軽く横っ跳びにかわすと、のこのこと獣けもの道みちをかきわけながら林の中へ入っていく。

「こらウェブ、どこへいくんだ、そっちじゃない！　いくならあっちだ！」

　リザンはあわてて馬のあとを追いかけていく。ナリルは笑い声をあげながら、地図をたたむのももどかしく、その後を追っていった。




　尾根のてっぺんから見下ろすと、目がくらみそうなほど広大な景色が広がった。深い緑、明るい緑。赤味がかったもの、黄色がかったもの、青味を帯びたもの。さまざまな色合を秘めた緑が、刈り取ったばかりの羊毛のように一面に広がっている。

　空からは澄みきった日の光が、森の緑を照らしている。それに応こたえるように木々はこずえをのばし、枝葉を広げて生い茂っている。動きのない静かなながめでありながら、そこからは燃え盛る炎のような命の脈みやく動どうが感じられた。

　尾根を下る。尾根のてっぺん辺りには大きな木はなく、背の低い灌かん木ぼくが遅い花をつけた草原のところどころに生えている。それを下って地面の傾斜がゆるやかになると、おもむろに森が待っているのだ。風が吹くと木々のこずえは大きくうねる。潮の響きにも似たざわめきが、大きく小さく繰くり返される。

　森の入口からしばらくは下ばえが多く、獣道も見つからなかったので、ナリルたちは代わる代わる山刀をふるった。山刀をふるう腕がしびれはじめ、一休みしようと思いはじめたころ、下ばえが急に薄くなった。木の幹も太さを増し、ざわめく緑の天てん蓋がいも頭上高くへ遠ざかっていた。わずかな木もれ日と鳥たちのさえずりの声が降ってくるが、辺りは物静かな薄うす暗くら闇やみにおおわれていた。

　視界の端でなにかが動いた。見ると鹿が黒い瞳ひとみを見開いてナリルたちを見ている。

　ぴくりと耳を動かしたかとおもうと、鹿は跳はねるように走りだした。その後ろからさらに二頭の鹿が現れる。三頭の鹿は軽やかに森の奥へ駆けていった。

　それに誘われたわけではないだろうが、一本の木の幹に木登りウサギが現れた。茶色の毛皮と、野ウサギほどではないにしろ細く長い耳を持った小さな生き物は、幹に開いたウロから半ば体をのりだすように、外の空気をうかがっている。見上げるナリルと目が会ったが、たいして恐れる様子はない。ウロから出ると、こずえに向かって駆け登っていった。

　進むにつれて木々の幹はさらに太く大きくなり、それにともなって天てん蓋がいもはるかに高くなっていく。鳥の声も遠ざかり、周しゆう囲いはさらに暗さを増した。そろそろ明りが必要ではないかと思い始めたころ、リザンが地面の一か所を示した。

「ほら、あれは石畳じゃないですか？」

　確かに地面の一部に他の所とはちがった場所がある。ナリルはそれに近づいた。リザンの言う通り規則正しく組まれた石組があった。

「こっちにも」

　少し離れたところで同じようにリザンがかがみこんでいる。ナリルはぐるりを見回した。木と木の間に、真っ直ぐ道のような空間がのびていた。

「これは祖父の調べた巨石柱に関係あるのだろうか？　だとすればどちらへ行けばいいだろう」

　ナリルは頭の中に地図を呼び起こした。

「よし、西側へいってみよう」

　進むにつれて土の中から石畳が姿をあらわしてきた。五百年以上も昔に造られ、古代王国が滅んだあとはまったく手入れされなかっただろう石畳は、それでも列を乱すことなく整然とならんでいる。やがて行く手に石の門が現れた。

　辺りはすっかり闇やみに包まれていた。リザンが杖つえをかかげる。杖が放っている魔法の光が、門を照らし出した。

　雨風にさらされて、門を形作る石の角は丸く削けずられている。門の大きさは高さが五メートルほど。幅は三メートルほどだ。だが、門と言っても扉とびらはなく、きゃしゃな石柱の上に、なだらかな弧こを描いたアーチが乗っているだけだ。

　門のむこう側は石畳が完全に残っている。ナリルたちは門をくぐりぬけた。

　かすかに何かを感じたのは、気のせいだろうか？　特に異変が起こることもなく、二人と一頭は石畳の道を進んでいった。

　ナリルは胸が高鳴るのを感じていた。何かがありそうだ。自分はいま他人の手で荒らされていない……少なくとも同じ職業の人間に調べられ、報告されていないだろう遺い跡せきに踏み込んだのだ。観光地となりかけているほどに有名な遺跡しか見たことのないナリルは、期待に踊り出しそうだった。

　たとえめざす都市がなかったとしても、ここを調べればなにかとんでもない発見ができるかもしれない。それをオランのラーダ神殿に報告すれば、ひょっとするとオランへ呼ばれるのではなかろうか。

　魔術師ギルドの三角塔ほどではないが、オランのラーダ神殿は、それは華か麗れいで荘そう厳ごんなものだと聞いている。賢者のローブをまとい、その神殿の広間を胸をはって歩けたならば、どれだけ誇らしいだろう。

　そんな物思いにふけっていたために、ナリルはリザンに触れられるまで、周しゆう囲いの異変に気づかなかった。

「ナリル、気をつけて！」

　行く手の闇やみの中から、ゆらりと人影が現れた。腐くさりかけた人間の死体。苦く悶もんの表情を浮かべてにじりよってくる体全体から、リン光ににた光がたちのぼっている。その化ばけ物ものの正体に気づいて、ナリルは呻うめき声をあげかけた。ワイトだ。生ける者の生命力をすする、おぞましい生ける屍しかばね。

　それが二体せまってくる。ナリルは剣を抜いた。構えてからワイトには普通の武器では効き目がないことを思い出した。それに剣を使うよりも魔法の方がいいだろう。ナリルは手をかざした。

「神聖なる光よ。不ふ浄じようなる者どもを払い清めよ！」

　まばゆい光にワイトはひるむ。一体などは身をよじり崩くず折おれた。

　次の瞬間、ワイトの足下から大きな火の球がふくれあがった。弾はじけるように広がった炎が屍しかばねを包み込む。炎の中で屍がくずれてゆく。

〝炎球フアイアボール〟の魔法だ。あとにはくすぶる死体が残るだけだ。ナリルはほっとしてリザンに話しかけようとした。だが魔法使いはそれを押しとどめた。

「まだですよ。これは斥せつ候こうだったようです」

　魔法使いは背後をふりかえった。ナリルもふりかえる。背後の闇の中から何かが近づいてくるのが感じられる。ナリルは身を堅くした。鎧よろいのものらしい金属のこすれる音が聞こえてくるのだ。ナリルは目をこらした。

　ワイトの体をふちどるリン光が見えた。再びリザンが呪じゆ文もんを唱える。リン光の浮かんだ辺りに炎の華はなが開く。その光で一瞬周しゆう囲いが照らし出された。

　五体ほどのワイトが向かってきている。その後ろ、ワイトたちを指揮するかのように立っている鎧よろいの戦士。確かどこかで聞いたことがある。あれは……、

「アンデット・ナイトだ！　だめだ。私たちでは太刀打ちできないぞ。引き返そう！」

「アンデット・ナイト？　剣にすぐれ、視線は生けるものをこおりつかせ、その体は魔力を帯びたものでなくては傷つかない古代の戦士の亡ぼう霊れい……。たしかに僕たちでは歯が立ちそうにないですね。……まったく、時には昔の力がうらやましくなる」

「何だって？」

　リザンのつぶやきに、ナリルは聞きかえした。魔法使いは慌あわてたように手をふった。

「何でもないです。独り言ですよ」

　彼は杖を掲かかげて、新しい呪文の詠えい唱しように入った。そして短い叫びとともに杖をふるった。

「雷電よ、いでよ！」

　まばゆい雷いかずちが闇やみを切り裂さく。白い光に死人たちが照らし出された。雷のゆく手にいるものは次々と魔力の電光に焼かれていく。何体かのワイトが崩くずれさるが、アンデット・ナイトはそれをものともせず歩み寄ってくる。赤あか錆さびのういた鎧と、かぶとの下からのぞく不ぶ気き味みな赤い目の光が、じわりじわりと近づいてくる。

　ナリルは恐きよう怖ふに震えながら、ふたたび手をかざした。神聖な力が光となって死人どもの上にふりそそぐ。さしものアンデット・ナイトもひるんだ。

「さあ、今のうちに先へ行こう！」リザンがナリルの腕を乱暴に引く。

　二人は転がるように石畳の上を走り出した。

　石畳の道はまっすぐ伸びている。ゆく手がかすかに明るさを取り戻もどしてきた。木々の向こうからまばゆい光が差し込んでくる。

「日の光だ。森の外へ出れば、あいつらは追ってこないのではないか？」
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　ナリルは叫んだ。隣となりを走る魔法使いはうなずいた。ふたりは光目指して走った。

　死人たちの足は速くない。しかしあきらめることを知らない。確実にナリルたちの後を追ってくる。振り返ったナリルは、死人の数が増えていることに気づいてぎょっとした。死人の群れは満ちてくる潮しおのように、不ぶ気き味みに近づいてくる。

「もう少し！」

　光が近づいてくる。突然に森が終わり、二人はまばゆい光の中へ駆けこんだ。

　そこには巨石で造られた建造物が広がっていた。赤茶けた山やま肌はだから灰色の岩々が伸び上がって、巨大な石の柱を形づくっている。石畳の大きな広場を取り囲むように、柱が何本も立ち並び、ナリルたちをねめつけていた。

　ナリルは振り返った。この太陽の光の中へは、アンデッドは出て来れないはずだ。……が、その期待は裏切られた。森の中から現れたワイトたちは、恐れるようすもなく光の中へ歩み出てくる。腐くさりただれて崩くずれかけた死者の骸むくろが、明るい日差しに照らし出される。そのおぞましい死体の群れの後ろからは、同じように太陽を恐れるようすもなくアンデット・ナイトが進んできた。

　どうしてあいつらは日の光を恐れないのだ？　しまった！　ナリルは自分の知識の浅さに舌打ちした。吸血鬼と違ってワイトやアンデット・ナイトは、太陽の光を浴びてもびくともしないのだ。

「崖がけだ」

　魔法使いの声に前へ向きなおったナリルは、石畳の向こうに青空が広がっているのを見て足を止めた。石畳は行く手でぷっつりと途切れ、青々と突き抜けるような空と青くけぶる山々にとって変わられている。ナリルたちは宙へ張り出した崖の上へと走ってきたのだ。

　後ろからは死人の群れ。前は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき。崖のはるか下には、緑の森が一面に生い茂っているのが、ぼんやりと見えた。ナリルは死人をふりかえった。

　死人の群れは石畳の広場を横切り、こちらへ迫ってくる。進退極きわまるとはこのことだ。

「どうする、リザン？」

　魔法使いを見る。魔法使いは杖を額ひたいに押し当てて何やら考えこんでいる。その向こうに彼の馬が──その姿を見るまで、ナリルは馬がいることをすっかり忘れていた──静かに、だが主人を守るべく雄お々おしく立っていた。

「……死体が相手では使える魔法が限られてくる……足を止めるしかないか」

　魔法使いは杖をかかげた。

「力よ、奈な落らくへと引かれる力、全すべてを大地につなぎとめる偉大なる力よ。さらに強まれ。その力で全てを屈服させよ。〝グラヴィティ〟！」

　ぐん、と死人たちの周囲に魔力の力場が生れたのが、かすかに感じとれた。ワイトたちが膝ひざをおり、なにかにすがるように空をかく。アンデット・ナイトもきしみながら身を屈かがめた。

〝グラヴィティ〟？　初めて聞く魔法だ。だが今はそれに気をとめているひまはない。ナリルは背後の崖へ目を走らせた。どこかに逃げ道はないだろうか？

　ふとナリルはこの状況があの昔話と同じであることに気づいた。ということはこの崖の下に樹上都市があるのだろうか？　崖から飛び降りればよいのだろうか？　無茶な！　ここがそこであるとは限らないのだぞ。こんなところから飛び降り自殺なぞ、冗談のネタのもならない。しかし、このままではどうしようもないこともまた事実。どうすれば……。

「そうだ魔法使い、〝魔力感知センスマジツク〟で崖の下を見てくれ」

　ナリルの声にリザンは一瞬けげんな顔を見せたが、すぐにうなずくと崖がけへと走っていく。ナリルは死人たちの方へ向き直った。魔力は場所にかかっているらしく、そこへ踏みこんだワイトたちは、皆、地面にへばりついていた。だがアンデット・ナイトだけは、ゆっくりとはいずってくる。その不ぶ気き味みさに、ナリルは思わずあとずさった。

「ああ、これは……完かん璧ぺきな浮ふ遊ゆう道どうが残ってます。ここまできれいに調整されているとは……」魔法使いが声をあげた。

「本当か？」

　安あん堵どと期待にナリルはリザンの方へ向き直ろうとした。その時、アンデット・ナイトが顔を上げた。赤あか錆さびと苔こけの黒い緑でまだらに染そまったかぶとの中から、二つの赤い光がナリルを見すえた。とたんにナリルの体を激しい寒気が走り抜けた。

「う……あ、ぐっ！」

　力が抜け落ち、ナリルは崩くずれるように倒れた。体には何の異変も無い。しかし寒気と吐き気、そして眩暈めまいが襲おそってくる。精神力を奪うばわれたのだ。ナリルは震えながら魔法使いに助けを求めようとした。だが声が出ない。急激な消しよう耗もうとショックのために、思うように動けないのだ。

　アンデット・ナイトの動く音──もろくなった金属がきしむ音──が近づいてくるような気がしてナリルは、あえぎながら亡ぼう霊れい剣士を見た。赤く燃える目は、しっかりとナリルをねめつけている。もう一度同じ目に会えば命はないだろう。ナリルは身をこわばらせた。

　突然、襟えり首くびをつかみあげられ、ナリルは大きく振り回された。ちらりと馬の巨体が目の端にうつる。そのまま崖のふちまで放り出されたナリルを、魔法使いが受け止めた。

　見るとリザンの馬が、高く威い嚇かくの声を上げながら、アンデット・ナイトを踏みつけようとしていた。一撃が決って鈍にぶい音がしたが、同時に馬も魔法の力場に捕えられる結果となった。

「ナリル、立てますか？　急いで浮遊道へ移りましょう」

「私は大だい丈じよう夫ぶだが……君の馬が」

「ウェブなら大丈夫。私たちがいない方が、彼には身軽でよいのですよ。力場が消えたら自力で逃げます」

　抱かかえられるようにナリルは立ち上がった。二人は崖のふちに立った。強い風が背後から、はるか下に霞んで見える緑の原へ降りてゆく。落ちれば助からない……いや、落ちて豆つぶのように小さくなった自分は、そのままこの世から消えてしまうのではないか。そんな気持ちにさせるほど高い絶壁だった。

「行きますよ！」

　魔法使いはそう言うなり虚こ空くうへ身を躍おどらせた。引きずられるようにナリルの体も宙を舞う。二人の体は、吹き降ろす風を追い抜き、空を切り裂さきながら落下する。本当に大丈夫なのだろうか？　一瞬、気が遠くなりかけた時、おもむろに二人は柔らかな何かに受け止められた。目に見えるものは何も無い。頭上には青い空。はるか足下には深い緑の森。鳥の群がその森の上を横切って飛んでいく。

「こ……れが〝浮ふ遊ゆう道どう〟か？」

「ええ、そうで……うわっ」

　ゆるやかだが、有う無むを言わせぬ強い力が、二人を捕えた。眼下の森が近づいてくる。森が近くなるにつれ、自分たちが驚くべき速さで空を飛んでいることに気づいて、ナリルは目をみはった。頰ほおを切る風は無いが、足下の森の天てん蓋がいは流れるように飛び去ってゆく。

「ナリル、あれを！」

　魔法使いが興奮したように前方を示す。そちらを見たナリルは息をのんだ。眼下一面に広がっている緑の海が、うねりながら、ある一点で天へと大きく伸び上がっていた。

　山と呼ぶには繊せん細さいすぎ、塔と呼ぶには優美な緑のうねりの頂点へ二人は運ばれていく。近づくにつれ、頂上には奇妙な植物がより集まっているのが見えた。倒れた麦のように寝そべった大木。ある種のキノコのように、幹の途と中ちゆうが奇き妙みようにふくれあがった木。二、三本の大木がねじれあいながらからみつき、巨大な一本の柱となっているものもある。それは城のように中心にそびえ立っていた。草原や湖があり、川が流れている。木々による都市のパロディのようだ。

　二人は〝街〟の外はずれにある草原へと運ばれた。固く弾力のある地面についたとたん、二人を運んできた力が消え失うせた。ナリルは期待に胸を躍らせながら、不思議な植物の都を見回した。

「樹上の精せい霊れい都市……ここがそうなのか」

　足もとの地面は、今まで見たこともない変ったつる草が絡からみあってできていた。草原の草のように見えたのは、つる草の葉なのだ。その草原の中を、都市の方から二人へ向かって近づいてくるものがあった。動物たちの一団だ。鹿や犬、地上を歩く大きな鳥。そういった動物たちが、ゆっくりとこちらへ近づいてくる。いずれも雪のような純白の体をしており、ふだん見慣なれた同じ種類の動物たちよりも、華きや奢しやで繊細な生き物のようだった。先頭を歩いている牡お鹿じかの背に、人が乗っていた。女性のようだ。動物たちは二人から少し離れたところで立ち止まった。牡鹿の背から、白い衣をまとった人影が滑すべり降りた。初夏の若葉のような、輝く淡い緑の髪が、ふわりと舞い上がり、音もなく乙女の肩にかかった。

　少女がこちらを見た。巣す穴あなから顔をのぞかせた子うさぎのような、あどけなさと、好奇心と、わずかばかりの警戒心のまざった、潤うるんだ深緑の瞳ひとみがナリルの心をとらえた。

　少女は軽やかに二人の方へ近づいてくると、にこりと微笑ほほえんだ。

「ようこそ。精せい霊れい都市〝アーティス〟へ。あなたがたを歓迎いたします。どうぞ街まちへおこしください」

　尋ねたいこと、見たいこと、知りたいことがたくさんある。喜びにつき動かされるまま、少女に近づこうとしたナリルは、大きくよろめいた。あわててリザンがささえる。それを見て、少女は自分が乗ってきた牡お鹿じかをふりかえった。何ら命じられた様子はないのに、鹿は進みでるとナリルの前で膝ひざを折った。

「お疲れのようですね。これにお乗りください。そちらの魔法使い様にもご用意いたしましょう」

「いいえ、私は大だい丈じよう夫ぶです」

　ナリルを牡鹿の背へ乗せていたリザンは、慌あわてたように首を振った。小首をかしげた少女は、それでも微笑んでうなずく。牡鹿が立ち上がり、ナリルはあわててたてがみにしがみついた。……たてがみ？　よく見ると牡鹿の純白の体には、ところどころ房ふさのように長い毛が生えている部分があった。馬のたてがみよりは、しなやかで柔やわらかい毛の束をつかむと、牡鹿は嫌いやそうに身じろぎした。

　少女は動物たちの方へ戻ると、今度はやたらと足の大きな──空をとぶよりも地上を歩いて生活していると判わかる──鳥の背へ飛び乗った。鳥は二、三度足踏みすると、向きをかえて街へと歩き出した。牡鹿がその後を追っていく。けっこう早足だが……ナリルは魔法使いをふりかえった。

「どうして断ったんだ？　動物が苦手だというわけでもないだろうに？」

　小走りに追いかけてくる魔法使いは、ナリルを見上げて奇妙な笑みを浮かべただけだった。
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「お体の具合はどうですか？」

　とろけるような優しい笑顔を浮かべて、少女がのぞきこんでくる。それが思ったよりも近くにあることに気づいて、ナリルは胸を高鳴らせ、そんな自分の反はん応のうにあわてながらうなずいた。

　街まちの中心にある巨大な大樹。その幹にあるバルコニーからは、不思議な都市の様子が見渡せた。ここには街にあるべきものの、ほとんどがそろっている。そして驚くべきことにその全すべてが生きている植物によって造られていた。このバルコニーも、ナリルがもたれかかっている寝ね椅い子すも、大樹の一部が形を変えたものだ。大樹の内部は空くう洞どうになっており、オランの魔術師ギルド──三角塔──のようになっている。様さま々ざまな部屋や広間、木の内部とは思えない広々とした廊ろう下かがある。大樹の他にも、同じように部屋や廊下を持つ木々があり、それらを結ぶ空中回廊がクモの巣すのように張りめぐらされていた。ふんだんにある水が川や池、湖となって木々を潤うるおしており、その美しいながめの中に、純白の動物たちの姿が見られた。まさに楽園と呼ぶにふさわしい街だ。

　古代魔法王国において、魔法都市、精せい霊れい都市とよばれる、魔術の粋すいをあつめた幻想都市が、権力と魔力の象しよう徴ちようとしていくつも造りだされたという。多くの賢者や魔法使い、冒ぼう険けん者しやたちは、今となっては伝説となった、これらの都市を探し求めていた。何な故ぜならば、そのような都市には古代の魔ま導どうの知識と技、貴重な宝が残されているからだ。

　ナリル自身も、知識神ラーダの司祭として、古代王国の知識を探し求めている。この美しい精霊都市を形作っている魔術の一部だけでも、解明し自分の物とすることができれば、どれほどすばらしいことだろう。魔導の技を使ってどうこうしようというつもりはない。普通の人々や、富や名誉を求める人々には信じられないことらしいが、ただ知ることが幸福なのだ。

　熱心に街を見るナリルへ、少女が問いかけた。

「そんなにこの街がめずらしいのですか？」

「もちろんだとも。この都市には魔法が満ち満ちている。知りたいこと、理解したいことが山のようにある。ここに住む君にはあたりまえのことかもしれないけれど……。ところで君はここで生れたのかい？　君は人間じゃないね。樹木の精霊ドライアードなのかな？」

　ナリルの質問に、少女はとまどったようだった。目をふせて考えこむ。ややあって、少女は顔をあげた。

「樹木の精霊ドライアードではありません。でも、私がいったい何者なのか、私も知りません。私はこの街で生れました。ここには数人のお父様たちがいて、私や、動物や、色々なものが生れました」

「数人のお父様たちだって？　では、お母さんもたくさんいたのかい？」

「おかあさん？」少女はきょとんとナリルを見た。

「君を生んだ人だよ」

「それはお父様たちですわ」

　今度はナリルがめんくらう番だった。「お父さんが君を生んだだって？」

「ええ、そうですわ」少女は当然とばかりにうなずいた。

　ナリルは少しばかり目を回しかけた。

「どうやって？」

「さあ……でも昔、お父様の一人が〝おまえはここにあるたくさんの木たちと同じなのだよ。姉妹なのだから、きちんと面倒をみてやるんだよ〟って言ってました」

　精せい霊れいではなく、人間やエルフでもなさそうだ。ではいったい？　こういうことこそ、魔法使いの考えを聞いてみるべきだろう。そういえば、この部屋に案内されてから会っていないが、どうしているだろうか？

「ところで、私の連れのリザンはどうしてるかな？」

「すぐ近くのお部屋に案内しました。しばらくたってから出かけられたようですけれど……」

「出かけたってどこに？」

「さあ、わかりません。私、何だかあの方が恐いのです……。今までに何人かのお客さまをこの街に案内しましたけれども、こんなことは初めてです……」

「魔法使いだからかな？　魔法使いには変り者が多いって言うから……でも、君の〝数人のお父様〟っていうのも、魔法使いだったんじゃないのかな」

「魔法使い……それは何ですか？」

「こりゃ、大変だ！」ナリルは悲鳴をあげた。「君はいったい、どんなことをどれぐらい知っているんだい？」

「この街のことなら、木の種類とか、住んでる動物たちや、どこに何があるかまで判わかりますわ」

「ここに君以外の人間はいないのかい？」

「あなたと、あなたがリザンと呼ばれた方だけです」

「……君はいくつなのかな？」

「生れたのはずいぶん昔だとは思います。でも、私は、街が私を必要としない時は、眠っているので、わかりません」

「うーん……」ナリルはうなった。

　わからないことだらけだ。この街について、いろいろと知りたいことがあるのに、この少女からはたいしたことは聞き出せそうにない。いったいどうすればいいだろう。しばし考えこんだナリルは寝ね椅い子すから体を起こすと、少女に尋ねた。

「この街のどこかに図書室──ええっと、いろんな本とか、魔法に関係した品物が集められている場所ってないかな？」

「あります。この木の頂上近くの、お父様たちの部屋だったところの近くに、そんな部屋がありますわ」

「案内してくれないかな？」

「はい、わかりました」

　少女は立ち上がるとナリルの手をとった。ナリルは導かれるまま部屋を出ていった。




「お父様たちの部屋へいくには、これを使います。〝昇降力場〟を使われたことは？」

　そう言って少女が指さした場所は、上下にのびている縦穴だった。穴の大きさは直径六メートルほど。穴の中央へ床ゆかがせりだして桟さん橋ばしのようになっている。

「たぶん、ないと思う」

　底なしのように思える穴を、恐る恐るのぞきこみながらナリルは答えた。

「あなたをこの街へ運んできた浮ふ遊ゆう道どうと同じようなものです。さあ、こちらへ」

　少女は恐れるようすもなく、穴へ足を踏みだした。わずかに沈みこんだが、そのまま何もない空間に立っている。少女は手をさしのべてまねいた。ナリルはおっかなびっくり、空間へ踏みだした。

　崖がけから飛び降りたときに受け止められたのと同じ、奇き妙みような力が足を支えた。踏みこむと体全体が、柔らかなものに包まれるように受け止められる。

「上へ」

　少女が古代語で命令する。さほど衝しよう撃げきは受けなかったが、周しゆう囲いの壁は驚くべき速さで下へ過ぎさっていく。あまりの早さにナリルはよろめき、思わず少女にしがみついた。

「ご、ごめん」

「いいえ、大だい丈じよう夫ぶですか？　ほら、もう着きますわ」

　指さす先を見るよりはやく、上へと向かう力がおさまり、気がつくと目の前にさきほどと同じような桟橋があった。少女にうながされてナリルは床に戻った。堅い感触に安あん堵どの息をつく。少女がそんなナリルの様子を見て微笑ほほえんでいた。

　なんてことだ。だらしない。ナリルは慌あわてて姿勢を正した。周囲を見回す。ここはさきほどまでいた場所よりも、はるかに手間のかけられた、天てん井じようの高い上品なホールだった。壁を造っている木の肌はだのうねりまでが、規則正しい飾り模も様ように整えられており、その壁のところどころに布のようなものがさがっている。あれは何だろうか。興味をひかれて触れてみたが、柔らかそうに見えたそれは、鉄のように堅くびくともしない。

「これは何なんだい？」

「扉とびらですわ。合言葉か、魔法で命令しなくては開かないんです。そこはお父様たちの一人、ライングお父様の部屋です。お望みの部屋はこちらです」

　大樹の表皮へ向かって、ホールからは何本も、広々とした廊ろう下かが伸びていた。少女はそのうちの一本の廊下を進んでいく。ナリルは後をおった。やがて廊下は日のあたる回廊にゆきついていた。視界が大きくひらける。周しゆう囲いをさえぎるものは何もなく、わずかに大樹自身の枝葉があるだけで、その他のすべてのものは眼下にある。

　一面の森。都市を形造る森がとぎれた向こうにも、エストン山脈の深い緑の海が続いていた。どこを見ても緑。木々だけ。圧倒的なながめにナリルは感嘆のうめきをあげた。

「これは……すごい」
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「素す敵てきなながめでしょう？　ここが街で一番高いところなのです。ギルマンお父様も、よくここで絵を描いたり、日光浴をしてたんです」

　わずかに少女の声に悲しさがのぞく。少女は緑の海へ目をやっていたが、ふかい物思いにふけっているようだった。白くしなやかで細い指先が、胸もとにさがった首飾りの緑の石をもてあそんでいる。

「さびしいの？」

　思わずナリルは言っていた。

　驚き、問いかけるように眼を見開いて、少女はナリルを見上げた。その瞳ひとみはエメラルドグリーンに輝いている。吸いこまれそうな輝きに、ナリルは陶とう然ぜんと見とれた。少女の形のよい唇くちびるがほころんだ。唇の色が悪いことが惜おしまれた。色は薄く、紫じみている。紅べにをぬればもっと美しくなるだろう。さて、紅はどうやってつくるのだろう？　鉱物だろうか、植物だろうか？　植物ならばこの街で適当なものを見つけだせるかもしれない……。

「どうかしましたか？」

　楽しそうな少女の声に、ナリルは我にかえった。いつの間にか少女の肩をつかんでいることに気づいて、あわてて手をはなす。

　少女は小さく笑い声をあげると、するりとナリルのわきをすりぬけた。そして廊下の先へと踊るように進んでいく。

「さあ、こっちへ」

　はしゃいだ声でナリルを呼ぶ。ナリルは後を追った。廊下は大樹の幹にそって、ゆるやかにカーブを描いている。弾はずむように駆けていった少女は、突然何かに驚いたように、ぴたりと足を止めた。

　少女に追いついたナリルもまた、足を止めた。ゆく手で何か大きな影がうごめいたのだ。それはすぐに廊下の向こうへ見えなくなった。

「あれは何？」

　ナリルの問いに、少女は首を大きく横に振った。少女は怯おびえたように後ずさるとナリルによりそった。

「よし、私が見てくるから、君はここにいるんだ」

　そっと少女を離すと、ナリルは小剣シヨートソードを抜いた。少女がいなければ、さっさと逃げかえっていただろう。いい格かつ好こうを見せたいわけではない。ただ、自分よりも弱いものがいれば、守ろうという気持ちがおこるのは、自然のなりゆきだ。おっかなびっくりではあるが、ナリルは壁に背をつけて、廊ろう下かをゆっくりと進んでいった。

　ベルトにつけた鞘さやが音をたてる。ナリルは冷や冷やしながら進む。話し声が聞こえたように思えた。あの黒い塊かたまりが消えたほうから聞こえるようだが……。その声が急に止った。気づかれたのだろうか？　ナリルは一瞬ためらったが、意を決して飛び出した。

　剣を構え、すぐにでも攻撃できる体勢で声がした方向へ躍り出る。だが、そこには何もなかった。あわてて廊下のさらに先をうかがうが、何も見あたらない。ホールにあった物とおなじような扉があるが、閉っている。気のせいだったのか、もしくはあの黒い影は空を飛べるのだろうか？

　怪しむナリルに話しかけてくる声がした。

「なんだ。ナリルじゃないですか」

　声がした空間から、幻のように魔法使いの姿が現れた。リザンは楽しそうに笑みを浮かべていた。

「足音を忍ばせて近づいてくるものだから、びっくりしてしまいましたよ」

「いや、すまない。てっきり何かモンスターでもいるのかと思ったのだ」ナリルは剣を収おさめた。「ところでリザンはここで何を……」

「あなたはどうしてここにいるのです？」

　するどい声に二人はふりむいた。少女がかすかに怒りの表情を浮かべて立っている。彼女の目は、ひたとリザンに向けられていた。

「ここへどうやってやってきたの？　ここで何をしているの！」

　リザンは不快げに眉をしかめた。杖つえで床ゆかをつくと、上位古代語で、命じるように言いはなった。

「〝番人にすぎぬおまえに、詰きつ問もんする権利なぞない。定められた仕事だけをなすがよい。さがれ！〟」

　少女の顔が驚きにゆがみ、それが泣き出しそうな表情に変った。少女は一瞬、ナリルへすがるような視線をなげかけると、身をひるがえして走り去った。

「リザン、今のは言いすぎじゃないか？　尋ねただけなのだから、答えてやってもいいじゃないか」

「……そうかもしれませんね。でもこいつをつけられたあとでは、あまり寛大にはなれませんよ」

　リザンは右手を差し出した。手の甲に、獣けものに嚙かまれたような深い傷がある。

「これは？」

「部屋に案内されて一休みしたあと、退たい屈くつになってナリルを探しにいったのです。この街まちについてどういうふうに調査をしてゆくか、相談もしたかったですからね。ナリルの部屋はすぐにわかりましたよ。この扉は、中に人がいると、わずかに色が変って、そのことを知らせるんです。で、その扉の前には、あの娘が連れていた動物の一匹、犬みたいなやつがいたんです」

「そいつが嚙んだのかい？」

　リザンはうなずいた。

「犬は嫌いじゃないんですけど、これからはうかつに頭をなでられませんよ」

「そうか……でも、あの娘じゃないけれど、どうしてここに？」

「この街を造った魔法使いたちについて調べようと思って来たのです。おそらくこのあたりに魔法使いたちの私室があるだろうと目安はついていましたから」

　リザンは近くにある扉を杖で示した。その扉は他のものとちがって、淡いオレンジ色をしている。大きさも他のものより二まわりほど大きい。

「ここが図書室かな？」

「図書室？」リザンが尋ねる。

「あの娘が、それらしい場所に案内してくれるって言って、ここまで連れてきてくれたんだ。でもこの扉も合言葉でなくては開かないんじゃないのか？　やっぱりあの娘を追い返したのは、まずかったよ」

「そうですね……」

　魔法使いは考え深げに扉を見やった。

「あの娘を探してこようか？」

「いえ、何とかなるでしょう」

　リザンは杖を掲かかげて呪じゆ文もんを唱えた。〝開錠アンロツク〟の呪文のようだが、唱え終わってから首をひねった。

「反はん応のうがない……〝魔法解除デイスペルマジツク〟は危険だろうし……」

　考えこむ時のくせだろうか、魔法使いは杖を額ひたいに押し当てた。まるでそれ自体が何かの魔法の儀ぎ式しきのようにも見える。しばらくして、リザンは声をあげた。

「なるほど、そうかもしれない。だとすれば……〝魔力により生み出された命よ。我らに従うしもべよ。我に敬意をしめせ。我が命にしたがえ。扉とびらよすみやかに開け！〟」

　変化はないように思えた。だが、リザンが触れると、扉はカーテンのようなやわらかな一枚の布になっていた。魔法使いが入っていったあと、ナリルはまじまじと、入口を閉ざしていた物をながめた。どう見ても布……いや、織り目がないので、薄くなめした革かわのように見える。触さわると軽くなめらかで丈じよう夫ぶそうに思えた。部屋の中が明るくなる。ナリルは中へ入っていった。

　整然と並べられた棚たな、書物机。見たことも無い、使い方も判わからない奇き妙みような道具たち。部屋にはそんな物が大量に収おさまっていた。ナリルは心が浮き立つのを抑おさえられなかった。手近にある本を取って開く。下位古代語がびっしりと書かれている。

「ほら、これはこの都市の地図じゃないかな？　たくさんある」

　リザンは片かた隅すみの木箱から、何枚もの大きな紙を引っ張り出してきた。言う通り、都市の全景や建物の内部、川や湖の構造などが細かく記されている。ナリルは食い入るようにそれを覗きこんだ。

「これはすごい。最初の建物や地形の形成は魔法をつかったんだろうけれど、そのあとは自然の力でうまく機能するようになっている。この大樹の下から湧わき出している水は、魔法のものだと思っていたが、これを見ると、自然の力を使っているんだ」

「ええ、いろんな書きこみが多いですね。どこかに正式な地図があると思うのですけれど」

「書きこみがある方がいい。なんて素す晴ばらしいんだ。この地図一枚だけでも、どれだけの価値があることか！　失われた知識の宝庫だ」

「そうですけれど、持ち帰ることができるかな？」

「持ち帰ってみせるさ。もちろん、ここにあるこれだけのものをすべては運べないだろうけれども、重要なものだけを選べばよいわけだし、大半はここに詰めこめばいい」ナリルは人差し指でこめかみをたたいた。

「いえ、そういう意味ではなくて……」

　不安げな魔法使いの声に、顔をあげようとしたナリルは、ある一つの言葉に気をとられた。

「この部屋は何だろう？」

「〝水すい溶よう室しつ〟？……それはひょっとすると、研究室かもしれませんよ」

「ずいぶん下のほうにあるな。ここへ来るのに使った〝昇降場〟とやらを使わなくては行けないのかもしれないな」

「そうでしょうね。まあ、それよりもまずはこの部屋にあるものを調べて、この都市の仕組みの基礎を理解するほうが先ですね」

　ナリルは地図から顔を上げると、部屋を見回した。

「これだけたくさんあると、一通り目を通すだけでも大仕事だな。食事や寝るたびに、あの穴の中をいったり来たりするのか。あんまりぞっとしないな」

「この同じ階の部屋を使えるようにするべきです。空き部屋はたくさんあるわけですから」

「だが、ここにあるのは〝お父様たち〟の部屋だろう？　あの娘が嫌いやがるかもしれないな」

「お父様たちの部屋？」

　リザンがけげんそうに尋ねた。ナリルは簡単に娘との話を伝えた。

「お父様たちというのが、彼女の育ての親なんだろう。そんな人々の部屋を、そう簡単に使わせてくれるだろうか？　命令するとかいうのは止やめにして、だ」

　魔法使いが口を開きかけるのを制して、ナリルは言った。

「確かにあの娘が、ただの人間じゃないのは判わかっている。でも、どう見ても普通の女の子と同じだし、彼女が何か私たちに害を加えたわけじゃない──犬のことはわすれよう。このさい──反対に街へ案内してくれて、もてなそうとしてくれている。命令するとかいった、乱暴な方法は止めた方がいいんじゃないかな？」

　魔法使いは何か言おうとしたが、肩をすくめただけだった。

「わかりました。でも部屋はぜひとも必要ですから、ナリルが交渉してもらえますか？　僕はあの娘にずいぶんと嫌きらわれているでしょうからね」

「じゃあ善は急げで、彼女を探してこよう」

「ああ、それと何か書きとめるための道具についても、聞いてきてもらえますか？」

　ナリルはうなずくと部屋を出た。回かい廊ろうを逆にたどってゆく。しかし思えば〝昇降場〟をうまく使えるだろうか？　リザンもあれを使ってここまで来たのだろうから、引き返して使い方を聞いてこようか？　だがその心配はなかった。〝昇降場〟のあるホールへ近づくにつれ、小さな歌声が聞こえてきたのだ。

「〝木々は　そよぐ　およぐ

　　水は　つたう　うたう

　　私を呼ぶのは　誰だれ、何、何ど処こ？

　　私はいったい　誰、何、何処？〟」

　昇降場のそばに娘がたたずんでいた。呼びかけようとしたナリルは、自分がまだ彼女の名を聞いていないことに気づいて言いよどんだ。その気配をさっしてか、娘はふりかえった。暗く沈んでいた顔が明るくなる。

「御用はお済すみになったのですか？　私に何か用ですか？」

「そんな堅苦しい言い方をしなくてもいいよ。あのさ、図書室を見せてもらったんだけど、ここと、今もらっている部屋は遠すぎるだろう？　できればこの階に部屋を用意してほしいんだけれど」

「部屋を開けたのですか？　あの人が開けたのですね？」

　少女の強い口調に、ナリルはとまどった。

「彼のことを怒おこっているのかい？　でも、君も悪いのかもしれないよ。彼は君の犬に手を嚙かまれて機き嫌げんを悪くしていたんだから」

「私の犬はそんなことしません。人の手を嚙むなんて」

「わかってる。でも実際に彼は怪け我がをしていたんだ。彼の無礼はゆるしてやってほしいな。かわりに彼には、もう二度とあんなことは言わせないからね」

　少女はナリルを見上げた。「本当に？」

　幼い子供が心細げに尋ねてくるような声。ナリルはうなずいて少女の頭に手をやった。緑の髪はたしかに不ぶ気き味みだが、この少女には不思議と似あっていた。反対に金髪や茶色、赤毛では、不自然に思えただろう。緑の髪はつややかで、少女の体温でほのかに温かかった。

「本当だよ。で、どうだろう。部屋はあるかな？」

　少女は少し悩んだようだった。うつむきかげんに目を閉じる。細い指で胸もとの宝石に触れる。白い少女の服装の中で、唯ゆい一いつ、色鮮あざやかな飾りがその首飾りだ。

「わかりましたわ。空あいている部屋があるから、そこを使ってください」

　少女はそう言うと、ナリルを一つの部屋の前へ案内した。少女が何事かを言うと、リザンの時と同じように、扉とびらが柔らかな布のように変る。

「ここはまだ誰も使っていない部屋なの。ここと、もう一つ部屋があるから使ってください」

　部屋の中は広々としており、天てん井じよう全体が淡い光を放っていた。机と棚たな、奥には寝台があるだけだったが、ナリルにしてみれば充分に満足のいく部屋だった。

「服や食事などは用意しておきます。他に何か必要なものはありませんか？」

　差し当たって必要なものは……そう考えて、ナリルはリザンが言っていたことを思い出した。

「そうだ。羊よう皮ひ紙しとペンはないかな？　書き物をしたいんだ。本当なら荷物に入っていたんだけれど、この街へくるときになくしてしまったから」

　そう言えば、リザンの馬は大だい丈じよう夫ぶだろうか。荷物はすべてあの馬の背なのだ。どうもリザンは動物などに対しては、ひどく冷れい酷こくになれるようだ。

「羊よう皮ひ紙しはありませんが、紙ならお父様たちが使っていたものが残っているはずです。使えるものを探して持ってきておきますわ」

「一人で大だい丈じよう夫ぶかい。手伝おうか？」

　少女は首をふった。「大丈夫です。一人じゃありません。みんなが手伝ってくれますから」

「みんなって、あの動物たちが？」

　少女は不思議そうにナリルを見た。「変ですか？」

「いや、変ではないけれども」

「では私は必要なものを用意しますわ。どうぞご自分のお仕事を続けてください」

　部屋を出て行こうとする少女を、ナリルは引き止めた。

「君、名前は？」

「わたしはアーティスの娘。だから〝アーティア〟」

「アーティアか。私はナリル。ナリル・ディリオ」

「ナリル……さま」ゆっくりつぶやいたアーティアは、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。
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「リザン、どうして君はアーティアに対して、あんなに喧けん嘩かごしになるんだ？」

　まだ乾いていないインクに気をくばりながら、書き上げた文面を読み返していたリザンは、驚いた様子でナリルを見た。ナリルは皿の上に残っていた芋いものかけらを口の中へ放り込むとワインで流しこんだ。そして繰くり返した。

「だから、どうして彼女と話をするときは、あんなに偉そうになるんだい？」

「そんなに偉そうですか？」リザンは意外そうに言う。ナリルはむっとなった。

「ああ、あれを偉そうでないというなら、何が偉そうなんだ？　彼女はとても怖がっていたじゃないか。悪いと思わないのか、ここまでやってくれているのに」

　ナリルはテーブルの上の料理を示した。料理はうまいとは言い難がたかったが、食べられないほどではなかったし、何より量はあった。それに一緒に出てきたワインは美味で、これまた量があった。

　料理の次に、脇わきの小さなテーブルに積んだ紙の束を指さす。この二日間でナリルとリザンは図書室にあった様さま々ざまな書物などから、多くのことがらを見つけ出し、それらを細こま々ごまと紙に書きとめていた。アーティアは約束どおり、紙を大量に用意してくれた。彼女によればそれらの紙は、お父様たちが外の世界から運びこんだもので、まだまだたくさんあるということだった。ただ、長い年月に大部分のものは朽くちたり、変色していたりしたが、アーティアは使えるものを探しては、ここへ運んできていた。

　リザンはそれらを見回すと、まあ、そうですね。と言いたげに小さくうなずいた。

「確かにこまめにやってくれています。部屋も用意してくれたし、必要なものはすべてそろえてくれた。でも、これは彼女がやるべき当然のことであって、何らほめるほどのことではないですよ」

　その言葉にナリルはさらに気分を悪くした。

「どうしてそういう言い方をするんだ？　当然だったとしても、何もいばる必要はないはずだろう。普通にできないのか？」

「普通に……ですか」リザンはため息をついた。「努力しましょう。でもねナリル」

　魔法使いは椅い子すの背にもたれかかった。生きているつる草で編み上げられた背もたれが、ちいさくきしみをあげる。「あなたは彼女に思い入れをしすぎる。彼女を人間と同じように見てはいけませんよ。彼女は古代の魔法使いたちが造り出したモノなのです」

「モノだって？　彼女は生きている。笑い、驚き、怯おびえ、そしておそらく涙もながすだろう。そんな彼女をモノだって？」

　魔法使いはうなずいた。「確かに抵抗があるでしょうね。でも、この都市についてわかっていないことは多すぎる。彼女についても何もわかっていない。そんな彼女をうかつに信用するのは危険だと僕は言いたいのです」

「そう言うなら、君だって私だって同じじゃないか」

　魔法使いは薄く笑いを浮かべた。

「……確かに言葉で言うだけでは、理解できないかもしれませんね。考え方は人それぞれですし、不都合がなければ問題はないのですから。これ以上、議論をしてナリルと喧けん嘩かしたくありません」

　ナリルは年下の青年をじっと見た。

「私はただ……いや、君の言う通りだ。これ以上の議論は無用だ。私は少し外を歩いてくる」

　ナリルは席を立つと部屋を出ていった。それを見送ったリザンは、どこか楽しげにつぶやいた。

「エルドース。君の言い分がわかってきたよ」

　魔法使いは黒い魔ま晶しよう石せきのはめこまれた杖つえを引き寄せた。




　夜になって、都市は深い闇やみに包みこまれていた。天空の星と細い月の明りと、所々にある魔法の明りが、わずかに闇を払いのけ、ぼんやりと周しゆう囲いを照らし出している。ひんやりとしてはいるが、寒くはないゆるやかな風に、木々がざわめく。風は夜に咲くめずらしい花々の香りを運んで流れていた。

　ナリルはぼんやりと庭園を歩いていた。あの魔法使いが、あれほど物のわからないやつだったとは。怒りは冷たい夜風に吹かれておさまっていたが、行き場のないいらだちが臓ぞう物もつを食はんでいるような気分だ。リザンがよい相あい棒ぼうであるだけに、いらだちはなおのことだった。彼の知識の広さは驚くばかりであったし、記録をまとめる手並みも鮮あざやかだ。我慢強く根気もある。複雑で雑多な書物や記録品を調べる相棒として、うってつけとしかいいようはない。ただ、一つだけ相あいいれない部分が、アーティアに関することだった。

　リザンはどうしても彼女を敵視──ナリルから見れば、そうとしか思えない発言を──するのを止めない。彼女についての話をすると、決ってさっきのように議論となってしまう。そして腹が立つことに、どうしてかいつもナリルがやりこめられてしまうのだ。

　間ま違ちがったことを言っているはずはない。だがどうしてもリザンの理論を崩すことができない。そして……そう、リザンの、さも全すべてを見通しているかのような態度が腹立たしくなるのだ。ナリルは分ふん別べつのある議論は好きだが、感情に流された喧けん嘩かは好きではない。相手の理論を打ち破れないのならば、素直に退ひくしかない。ナリルが散歩に出るのは二度目だった。

　いつしか小さな川のほとりに出ていた。水が月明りを照りかえしながら流れていく。川にかかる橋も、地面とおなじようにつる草でできていた。ナリルは橋の上で足を止めると、川の中の月を見て、次に天空にかかる月を仰あおぎ見た。針のように細い月が、大樹のこずえにひっかかっているように見えた。

　ナリルはふと子供じみた衝しよう動どうにかられて、橋を駆け降りると、庭園の草のしげみに体を投げ出した。ナリルに押しつぶされた草が青い香りを放つ。ここが普通の地面なら、一緒に肥こえた土の香りも嗅かぎとれただろう。柔らかで冷たい草の葉が、ナリルの頰ほおや手、むきだしの肌をなでる。どこか懐かしい感触に、ナリルは笑い声をあげた。体を反転させて仰あお向むけになる。月は大樹のこずえに隠かくれてしまった。空には満天の星がまたたいている。小さな星が光の尾をひいて、天の端へと滑すべり落ちていった。あの星は海の果ての大だい瀑ばく布ふへ流れて行き、世界を支える水の中へ吞のまれるのだろうか？

　世の中にはまだまだたくさんの謎なぞがある。こうやって伝説の精せい霊れい都市へやってくることができた。古代の魔法使いたちの残した書物や記録を調べ、たくさんの謎の答えを得ることができた。だがそれは新たな謎を生み出した。目を転じれば謎はいくらでも転がっている。知りたいこと、知らなくてはならないことは多すぎる。

　どれだけの間、ぼんやりと空をながめていたのだろうか。近づいてくる足音に、ナリルははっと我にかえった。軽い足音、アーティアか？　ナリルが体を起こす前に、アーティアは彼のすぐそばまで近づいていた。そのまま、彼の隣となりへ座る。

「こんなところで、何をしていたの？」

　嬉うれしそうな彼女の微笑ほほえみに、ナリルもつられて笑顔を浮かべた。

「星を見ていたんだ」

　アーティアも空を見上げた。「きれい……」大きく瞳ひとみを見開き、次に細める。「あれは何が光っているの？」

　問われてナリルはとまどった。知らないし、考えたこともなかったのだ。賢者セージの名を持つものにしては、とんだ失しつ態たいである。悩んだナリルは、しかし正直に言った。

「ごめん、知らないんだ」

「そう……」アーティアはがっかりしたようだった。が、すぐに

「ひょっとして、あそこには光の精せい霊れいたちの国があるんじゃないかしら。あの大きいのとか、小さいのは、いろんな光たちがそれぞれ集まっているの」

　理屈のないおとぎ話だが、ナリルは黙ってうなずいた。この世の中に絶対正しいものなんてありえないのじゃないだろうか。ならば、おとぎ話もまた真実の可能性がある。星はアーティアの言う通り、光の精霊たちの国かもしれないし、ひょっとすると昔は月がもう一つあって、それが砕けた破片かもしれないのだ。

「ねえ、ナリル」

　アーティアがのぞきこんでくる。

「面おも白しろいもの見せてあげる。お父様たちが気にいっていたものなの。昼間に見るよりも、今の方がきっときれいだわ。ね、行こう」
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　ナリルはアーティアに起こされると、返事をするより先に引っ張られていった。

　アーティアはナリルを街まちのはずれ、湖のほとりへと連れていった。湖のほとりには街の中央の大樹ほどではないが、やはり巨大な樹が生えていた。それに近づくにつれ、雨がふっているような音が聞こえてきた。

　ナリルがそのことを言うと、アーティアは笑い声をあげた。

「そうよ。あれは雨の音。だって私はナリルに〝雨の樹〟を見せたいんですもの」

　彼女が言う通り、それは〝雨の樹〟の名にふさわしいものだった。樹のこずえから、ひっきりなしに雨つぶが落ちてきて、まるでどしゃ降りのようだ。

「ほらナリル、ここから見るときれい！」

　アーティアは悩む様子もなく、雨の中へ駆けこむとナリルを手招きした。

「ナリル来ないの？」

　来ないの？　とは言われても、風はひんやりとしているし、雨は冷たいだろう。だが、アーティアは嬉うれしそうに待っている。ナリルは思い切って雨の中へ駆けこんだ。ありがたいことに、樹の幹に近いところには、雨は降っていなかった。ナリルは幹にもたれかかると、雨つぶを払い落とした。アーティアも手伝う。だが、ナリルが彼女の髪の水滴を払おうとすると、彼女は身をひいた。

「私はいいの。このままのほうが気持ちいいから」

「かぜをひくよ」

　アーティアは大きく首をふった。

「私はかぜはひかないわ。体の具合が悪くなっても、眠ると治っちゃうの。それよりほら、きれいでしょ？」

　アーティアは雨のカーテンを指差した。水滴は大樹に茂った無数の葉の先から流れ落ちていた。流れ落ちた水滴は玉になって、天の星と月の光をきらめかせる。まるで無数の宝石が落ちていくようなながめだ。

「ね、きれいでしょ」

　瞳ひとみを輝かせるアーティアを見下ろしたナリルは、我知らず彼女の肩を抱きよせていた。そしてうなずきながら頭一つ低い、彼女の湿った髪をなでつけた。

「リザンは、君は人でないから……君について何も判わかっていないから信用するなと言う。君はモノだと彼は言うのだ。だが私には、とうてい君がモノだとは思えない。モノなどという言葉は、命じられたことしかできないゴーレムや、いやらしいガーゴイルにふさわしい言葉だ」

　リザンの名を聞いたとたん、アーティアの体が震えた。彼女は身を縮めたまま、言葉の続きを聞いていたが、言葉がとぎれるとナリルの体へ腕をまわして抱きついた。

　ゆっくりと彼女の体温が伝わってくる。この温かさ！　ナリルは勇気づけられたような気がした。

「アーティア、君はモノではない。君は生きている。リザンを恐れる必要はない。彼に君がモノなどではないことを教えてやればいい」

　アーティアはナリルを見上げた。だが、再びナリルの胸に顔を埋うめると、弱々しく首を振った。

「だめ……私、あの人が怖こわいの。あの人は今までこの街に来たどんな人とも……ナリルとも違うわ。あの人は何かを隠かくしている。あの人は私や私のお父様たちしか知らないようなこと……ひょっとするとそれ以上のことを知っているわ。あの人はこの街を自分の物にしようとしているのよ……」

　突然の話にナリルは驚いた。

「そんな馬ば鹿かな。確かに彼は物知りだよ。でもだからといって……」

「そうじゃないの！」アーティアは叫ぶように言って、ナリルにしがみついた。

「そうじゃないわ。彼は私のもう一つの名前を知っていたわ。お父様たちが、私が生れてすぐぐらいにしか使わなかった名前を。彼は夜になって、ナリルが眠ったころになると、街のあちこちを調べ始めるの。私の友達が近づくと乱暴に追い払うわ。一度はお父様たちの仕事場まで来たの。大切な部屋だから止めようとしたら、冷たい目で睨にらんで出て行けって言われたの。ナリル……ナリル、私こわいわ。助けて」

　ナリルはあまりのことに茫ぼう然ぜんとなった。リザンが夜中に──私が眠ってから街をしらべまわっているって？　一度は古代の魔法使いたちの仕事場を調べにまでいったのか？　どうして一人で？　私がいてはまずいことでもあるのか？

「ナリル……私を……この街を守って……お願い」

　かすかな声にナリルは少女を見下ろした。アーティアは泣いていた。漆しつ黒こくに見まごう緑の瞳から、涙がこぼれ落ちる。ナリルはうなずき、彼女を抱きしめた。

「アーティア、私は何をすればいい？」

　アーティアはじっとナリルを見つめた。まるで吸いこまれるように深い瞳。アーティアは小さくつぶやいた。

「彼の杖を奪うばって。そしてそれを外へ流れ出る川に捨てるの」
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　アーティアの言ったことは本当だった。夜よ更ふけ、ふだんならナリルが眠りこんでいる時刻に、魔法使いは部屋を抜け出すと、いずこかへと姿を消したのだ。ナリルは待った。魔法使いが帰ってきたのはほんの二時間ほどあとのことだった。それからさらに数時間、ナリルは待った。そして、ようやくナリルは行動を起こした。

　扉とびらを開ける合言葉は、アーティアに教えられていた。ナリルはそっと魔法使いの部屋に忍びこんだ。不思議と恐きよう怖ふ感かんや後ろめたさはなかった。目指すものはすぐに見つかった。リザンの杖は無む雑ぞう作さにテーブルにもたせかけてあった。寝台のほうをうかがう。魔法使いの規則正しい寝息が聞こえるだけだ。ナリルは杖をそっと手にした。思ったよりも重い。しっかりとつかみなおして、ナリルは部屋を出た。

　昇降場も使い慣なれてきた。魔力に身をまかせて、一気に下へ降りる。下につくまでのわずかな時間、ナリルはじっくりと杖を眺ながめた。高価そうなものだ。木でできているのは確かだが、太さのわりにはずっしりと重く、頂点には銀の台座と台座から伸びる細い飾り金具に包まれるように、子供の握り拳こぶしほどもある黒い石がはめこまれている。その石が魔ま晶しよう石せきであることに気づいてナリルは息をのんだ。これほどまでに大きな魔晶石は、話にも聞いたことがない。よく見ると黒い魔晶石以外にも、飾り石のような感じでいくつもの魔晶石がはめこまれているのだ。高価などと言うものではない。どうして気づかなかったのだろう。

　着いたようだ。ナリルは外へ駆け出した。急ぐ必要はないのだが、早く済すませたい気分になっていた。庭園へ出る。川は……街の外へ出るという川はどこだった？

　脳のう裏りに街の地図がよみがえった。リザンが見つけだした地図だ。わずかに胸が痛んだ。だが、それはもっと激しい怒りに打ち消された。リザンはこの街を自分のものにしようとしている。表面ではナリルと協力しているふりをしているが、実は密ひそかに都市を生み出した力を探り、我が物にしているのだ。そんなことをさせてはならない。この街はアーティアのものだ。

　息がきれてくる。ナリルは足をゆるめた。大きく息をつぐ合間に水の流れる音が聞こえてきた。やがてこの街でもっとも大きな川の流れが見えてきた。川の岸辺に出るとナリルは立ち止まった。月明りの揺れる水面を見る。視線を手にした杖に落とす。ナリルは杖を放り投げた。

　杖はゆっくりと回転しながら、弧こを描いて水面に落ちた。水しぶきと波紋が広がったが、それはすぐに流れに押し流されて消える。後には何事もなかったかのように、月の明りがゆらめいているだけだった。

　表面からはわからないが、この川の流れはとても急だ。重い杖でも、しょせんは木でできたもの。夜明けまでには都市の外へ流されてしまうはずだ。

「ありがとうナリル」

　振り返るとアーティアが立っていた。晴れやかな笑みを浮かべてナリルへ近づく。ナリルはアーティアを抱きしめた。

「これでもう、あの男は魔法を操あやつれない。この街を……そして私を脅おどかすものはいないわ」

　アーティアの唇くちびるが妖あやしくゆがむ。奇妙な違和感がナリルの心の奥で警告を発した。だが、ナリルにはそれがわからなかった。いや、わかっているはずなのに理解できなくなっていた。アーティアの言葉が奇怪な毒のように、ナリルの中へ入りこみ、どこか大切な場所を蝕むしばんでいた。

「ありがとう……ナリル」

　アーティアが微笑ほほえむ。同じようにナリルも微笑んだ。うっとりと、何かに溺おぼれるように。




　精せい霊れい都市の中を流れていた川は、都市のはずれから滝となって、はるか地表めがけてなだれ落ちていく。轟ごう音おんをともなって流れ落ちる水の中で、一つの意識が叫び声をあげていた。彼の頑がん強きような仮の容いれ物すら打ち砕こうとする激流に、彼は怒りに似た感情をほとばしらせた。

　彼は呼び続けた。聞こえているはずだ。激流はさらに激しさを増していく。彼の体がきしみをあげた。このようなところで……よりによってこのようなところで消滅などしたくはない！

　突然、激流に乱れが起こった。何かが流れを押し分けて彼をつかみあげた。そのまま、力強く水流をさかのぼっていく。水の力とさかのぼる力がぶつかりあい、水は不満げに渦うず巻まきながら道をあける。それがいくどもくりかえされて、突然、水の力が弱まった。そして次の瞬間、さかのぼってきたものは水面から空中へ躍りでた。

　それは馬に似ていた。だが全身はうろこに包まれており、たてがみのかわりに薄いヒレが首すじを飾っている。尾はとかげのように太く長く、やはりヒレに彩いろどられている。その獣けものの口には、一本の棒がくわえられていた。その棒切れが安あん堵どの思念を──声ではない声を──放った。

〝まったく、今さら水泳なぞやるはめになるとはな……〟

　馬が笑うように鼻を鳴らした。黒い石のはまった棒切れをくわえた奇き妙みような獣は、木々のしげみへと姿をかくした。




　　　　６




　何が起こったのか、よくはわからなかった。心の奥深くで何か得体のしれない不安がうごめいていたが、アーティアの抱ほう擁ようをうけるとすべて消え失せた。彼女がそばにいてくれれば、何も必要なかった。時間だけが流れていき、それが幸せだった。

　書物も記録も、知識も何もかもが意味を持たなくなっていた。共にこの街まちへ来た魔法使いのことも忘れさっていた。ナリルが杖を投げ捨てた翌朝から、魔法使いの姿が見えなくなったが、ナリルにとってはそれはべつにどうということではなかった。

　日だまりの中でまどろむ。

　一羽の小鳥が枝に舞い降りた。色鮮あざやかな小鳥。この都市の動物たちは純白の体をしている。豊かに実った木の実につられて外から舞いこんだのだろう。喉のどをふくらませて、二、三度さえずったあと、枝の上を弾はずむように木の実へ近づいた。

　だが、小鳥の望みはかなえられなかった。木の実をついばむ寸前に、白い物が鳥を覆おおい隠かくした。かすかな悲鳴があがったがすぐに消え失せた。そこには純白の山猫がいた。

　食べるのだろうか？　だが猫は鳥を投げ落とすと、ぷいといなくなってしまった。

　そういえばこの街にいる動物たちは何を食べているのだろう？　ぼんやりとそんなことを考えたが、すぐに考えるのが面めん倒どうになった。アーティアはどこにいるのだろう。探しに行こうか。いいや、待っていれば彼女はやってくる。彼女は女王のように美しく、力強くなっていた。当然だ。彼女はアーティア。この街〝アーティス〟の女王なのだから。

　突然、猫の威い嚇かくの声が聞こえ、続いて悲鳴があがった。何がおこったのだ？　少しして、しげみの中を大きなものが近づいてくる気け配はいがした。ナリルはようやく体を起こした。全身がけだるく、それ以上立ち上がる気にもなれない。茂みが割れて何かが現れる。通常なら跳とんで逃げるか、武器を構えるだろう危険な状態になっても、ナリルの意識は物もの憂うげにまどろむばかりだった。

　しげみの中から海蛇竜シーサーペントを思わせる奇怪な獣が姿を現した。のそりとナリルへ近づく。前足の鈎かぎ爪づめに純白の毛の束がこびりついていた。

　その獣は一本の棒をくわえていた。杖つえだ。黒い魔ま晶しよう石せきのはめこまれた……ナリルが投げ捨てたはずの……リザンの杖。

　ナリルの意識の底で何かが悲鳴をあげた。目を覚ませ。自分を取り戻せ！　だが、ナリルはうるさそうに首を振っただけだった。

　獣はさらに近づき、くわえた杖をナリルに突きつけた。ぼんやりと見返すナリルへ、杖が話しかけてきた。

〝もはやここまで落ちぶれているとは。リザンはこいつを買いかぶりすぎていたようだな。まあ、ここまで精神の力が衰えていれば、レーシィも当分はこやつに用はあるまい〟

「レーシィ？」

〝おまえをそんな風にした、女の形をした人形のことだ。もっと知りたいか？　なら私を手にするがいい〟

　ナリルは操あやつられるように杖へ手をのばした。獣は器用にナリルの手に杖を押し当てる。とたんに、霧が晴れるように、よどんでいた意識がはっきりとしてきた。

「いったい、何が……」

〝おまえにかけられていた魅了チヤームの呪じゆ文もんを解いたのだ〟

　ナリルは驚いて手の中の杖を見下ろした。ようやく杖が話しかけてくるという異常さに気づいたのだ。杖はあきれたようだった。

〝私はエルドース。古代王国とお前たちが呼ぶ、カストゥール王国時代に生きていた魔法使いだ。生きている……というのなら、今も立りつ派ぱに生きているがな〟

　ナリルは茫ぼう然ぜんと杖を見るばかりだった。たしかどこかで聞いたことがある。古代王国時代の魔法で、今は失われた技に、エンチャントという技があったという。その技はさまざまな品物に魔力を付与するものだったが、優すぐれた魔法使い──この場合はエンチャンターと呼ばれたらしい──にいたっては、魂たましいを品物に封じることによって、人間に永遠の命を得させることを可能にしたというのだ。ではこの杖がその……。

〝感かん慨がいにふけるのはかまわんが、急がねばリザンの身が危あぶない〟

「リザンが？」

〝そうだ。時にナリルよ。私を捨てたあと、あの女がお前に何をしたか、覚えているか？〟

　杖の問いに、ナリルはぼやけている記憶をさぐった。だが、よくわからない。

〝そのように記憶が薄れているのはなぜだと思う？〟

「……さっき、おまえが言った、チャームの呪文のせいか？　アーティアが私にチャームの呪文を使ったと言うのか？」

〝それ以外になにがある？〟エルドースは言いきった。

〝おまえはていのよい餌え食じきだったのだ。あの女はラミアに似ている。ラミアは生血をすすらねば生きていけぬが、レーシィは人の精神の力をすすって生きるのだ〟

「そんな……」

〝残念だが、私はああいった魔法生物についてはくわしい。あれはまちがいなくレーシィであり、ぞくに言う人の魂たましいをすする妖よう魔まといったところであろう〟

　ナリルはうめいた。あの純真なアーティアが妖魔などとは。

〝あの女がリザンを狙ねらわなかったのは、私があの女の正体にうすうす気づいていたからだ。──まあ、あの女は私の存在についてはまったく知らなかったから、リザンが気づいていると思っただろうがな。獲え物ものとしてはリザンの方が数段も上だ。逃したくはない。そこでおまえをたらしこみ、身を守るための武器、魔法を使うための道具である私を捨てさせた。今ごろはどうにかしてリザンの抵抗を打ち破ろうと苦心しているはずだ〟

「信じられない……」ナリルは力なくつぶやいた。

〝やれやれ、ここまではっきりとした事実がありながら、まだ疑うとは。おまえが信じようと信じまいと、リザンを助けだす協力はしてもらう。あのお人好しがおまえを助けたいなどと言わなければ、おまえが夜中に私をつかんだ時に、卒倒させることもできたのだ！　どうする。協力するか？　私に体をあけわたすか？〟

「わかった協力する」ナリルは立ち上がった。まだ衝しよう撃げきからは立ち直っていない。だが、自分のためにリザンが危険な目にあっていること。そして今行けば、アーティアについての話が本当かどうか、知ることができるだろうということはわかった。

「リザンはいまどこに？」

〝おそらく地下の水すい溶よう室しつだろう。そこがレーシィの生れた場所であり、獲え物ものがいない時、眠りにつく場所なのだ。ウェブに乗れ。その方が早い〟

「ウェブ？」

　ナリルは驚いて、四本足のシーサーペントのように見える、うろこに覆おおわれた獣けものを見上げた。

「これがあの馬なのか？」

　とてもではないが、あのどことなくおどけた馬のおもかげはない。

〝主人の命令がないので、本来の姿に戻もどっただけだ。さあ、急ぐのだ〟

　ウェブは早く乗れとばかりに、前足を折って屈かがみこんだ。おっかなびっくり、ナリルは背にまたがる。ウェブはひょいと立ち上がった。

〝よし、行け！〟

　エルドースの声に、ウェブは疾しつ風ぷうのように走り出した。




　ごぽっ……水の中を空気の泡がのぼってゆく。薄暗く湿った部屋の壁は、やけどのあとの水ぶくれのように、大量の水をはらんでふくらんでいる。そのふくらみの所々にガラス状のものがはめこんであり、水の中がのぞけるようになっていた。

　水の中では大小さまざまな白いものがゆれていた。犬ににたもの。鹿ににたもの、鳥ににたもの。親指ほどの大きさで、これから何になるべき塊かたまりなのかもわからないものから、すでに水の中で目を開けて、外の世界をねめつけているものもいる。

　水の中には糸に似た白いものが広がって水にゆれている。枝分れしながらのびてゆく白い毛のようなもの……根だ。

　激しい水音が響ひびく。ふくらみの一つが破れて水が流れ出している。水流に乗って白い獣が押し出される。水は一気に流れ出たあと、勢いを弱めるとやがて止った。床ゆかに広がった水も、いつしか床に吸いこまれてしまい、後には白い塊だけが残った。その塊は最初は死んだようにぴくりともせず横たわっていたが、突然、大きく身ぶるいをした。まるで笑っているかのように体をふくらませる。そして初めはおぼつかなげに、すぐにしっかりとした足取りで立ち上がった。

　不用になった根がはがれおちる。山猫を思わせる純白の生き物は、体を大きくそらせてのびをすると、きどったような足どりで歩き始めた。壁のふくらみが両脇わきからせりだして並んでいる通路を抜けて、上へ向かうなだらかなスロープを登っていく。登るほど湿気が薄れてくる。猫は目をしばたたき、体の毛をふくらませて身ぶるいした。

　スロープがおわる頃には、周しゆう囲いは乾かん燥そうした場所に変っていた。外へ行こう。それだけを思って歩いていた猫は、しかし通路の一方に開いた戸口から、生き物の気配がすることに気づいて足を止めた。自分たちとは異なる生き物。それも獲え物ものにできる生き物の気け配はい。猫は戸口に近づいた。

　扉とびらはない。中は机や棚たななどが置かれた、人が住んでいる部屋だが、猫にとってはさほど意味のあることではなかった。猫は獲物の気配をたどって進んでいった。それは寝台の上にいた。前足を背中にまわした不ぶ格かつ好こうな姿で、寝台の上に座っている。そいつが自分の方を向いたのを感じて、猫は足を止めた。

　そいつが口を開いた。

「様子を見にきたのか、味見にきたのかは知らないが、早く出ていかないと、君らの女主人にしかられるぞ」

　そいつは薄笑いを浮かべた。猫はわずかに爪をたて、身をかがめて威い嚇かくのポーズを取った。飛びかかろうとさらに身を低くする。

「ギルマン、お止やめ！」

　背後からの声に、山猫は跳び上がると振り返った。そこにはアーティアがいた。怒りに満ちた目で山猫を見下ろす。

「おまえはどうして、私の部屋に入るなという簡単な命令を守れないの？　今度無断でここへ来ようものなら、もっと邪じや魔まにならない動物に作りかえるわよ！」

　山猫は主人の怒りに、あわてふためいて部屋を飛び出していった。アーティアは冷たい表情でそれを見送ったが、妖あやしい笑みを浮かべて寝台の上の魔法使いをながめた。そして山猫にもおとらぬ滑なめらかな足取りで近づくと、手にしていた食事の乗ったトレーを、壁から生えた小さなテーブルに置き、寝台の端へ腰掛けた。スープの入った碗を手に取ると、魔法使いへ向き直った。匙さじですくって魔法使いの口許もとへ運ぶ。魔法使いの目が何かを探るようにアーティアの目をのぞいた。だが、抵抗する様子もなく匙さじをくわえてスープを飲みこんだ。

「私の手から食べ物を受け取るのに、どうしてちっともなついてくれないの？」

　小首をかしげて、何かをねだるようにアーティアは魔法使いを見上げた。あどけない表情を見下ろして、リザンは冷たい笑みを浮かべる。

「君が食事をくれるのは、僕を餓が死しさせたくないだけ。僕が食べるのも餓死したくないだけ。その点では君と僕の利害は一致している。ただそれだけだ」

　アーティアの顔に怒りが浮かぶ。リザンは声をあげて笑った。

「下へ手たに可か愛わいい子ぶるよりも、その顔をしていたほうがいい。しょせん、僕には正体がばれているのだからね」

　アーティアは唇くちびるを嚙かんだ。碗わんをテーブルへもどす。

「どうして……そんなに私たちを憎むの？」

「今度は泣きおとしかい？」

　アーティアは魔法使いを睨にらんだ。

「あなたが力を貸してくれたら、この街は生きのびることができるの。あなたの精神の力を、ほんの少し分けてくれるだけで、〝アーティス〟は繁栄してゆくことができるのよ」

　潤うるむ瞳ひとみが魔法使いを見る。だが彼は冷淡だった。

「それをどれほどの人々に言ってきた？　そして何人の命を奪うばったのだ？」

「街を守るためにはしかたなかったのよ。魔力が……マナがこんなに希薄になるなんて、お父様たちの誰だれも思っていなかったわ。街を守るためには、強い力が必要なの。確かにそのためにたくさんの人を、この街で死なせてしまったわ……。でもみんな喜んで力を貸してくれたわ」

「君の〝魅了チヤーム〟の呪じゆ文もんの虜とりこになってね」

「ちがうわ、ちがう……。お願い、力を貸して。あなたなら、きっとこの街まちを支えていってくれる。あなたはいろんな事を知っている。お願い、助けて。このままでは私もこの街も滅びてしまう」

　しばし、沈黙が訪れた。やがて魔法使いは言った。

「滅びるがいい。他の多くの精せい霊れい都市がほろびたように」

　アーティアの顔が恐きよう怖ふにひきつった。よろめくように魔法使いから離れる。何かを振り払おうとするように首をふる。悲鳴に似た声が漏もれいで、やがて叫び声に変った。

「いやよ、そんな事はさせないわ！　アーティスは永遠にあり続けなくてはならないのよ。緑豊かな美しい精霊都市として、永遠に！」

　リザンは寝台の上で、油断なく身構えた。手をしばる縛いましめをほどこうと試みたが、細い紐ひもはしっかりと結ばれていて、ほどけそうにはない。

　アーティアは顔を上げた。美しかった乙女の顔は、恐怖と怒りに変へん貌ぼうし、バンシーをおもわせる醜しゆう悪あくなものになっていた。

「こうしている間にも、街まちは弱っていっている。あなたの力が必要なのよ。力を与えてくれないと言うのなら、力ずくでも奪うばい取ってみせるわ！」

　緑の髪がメデューサの髪のようにうねる。アーティアは両手をさしのべ、凍こおるような視線でリザンを睨にらみすえる。リザンは呻きをあげた。寒気がして肌はだが粟あわ立だつ。強烈な力で魔力が引き抜かれようとしているのだ。リザンは手首をひねると、袖そで口ぐちから小さな指輪を抜き出した。指輪に意識を集中する。

「〝我が身に宿るマナよ。魔力の源よ。我が身を内より守る壁となりたまえ！〟」

〝魔法抵抗カウンターマジツク〟の呪じゆ文もんだ。わずかに寒気がおさまる。アーティアは怒りの声をあげた。

「魔法！　杖つえがないのに何な故ぜ！　何を隠かくし持っている？」

　アーティアが飛びかかってくる。かわそうとしたが、避さけきれずにリザンとアーティアはもつれあって倒れた。リザンは何とか指輪を隠そうとした。アーティアは恐ろしい力でリザンの腕をとらえる。アーティアの爪つめが鋭い鈎かぎ爪づめに変り、魔法使いの腕や体を引き裂さこうとする。もみあううちに、手をしばっていた紐ひもが切れてほどけた。しかし、指輪も奪われてしまった。アーティアは指輪を部屋の隅すみへ投げ捨てると、勝ち誇ったように哄こう笑しようをあげた。

「さあ、もう終わりよ。無む駄だなあがきは止めてちょうだい。すべてを私に委ゆだねるの。楽になるわよ」

　場違いなまでに明るい少女の笑い声がリザンの耳元であふれた。アーティアは楽しそうにリザンをのぞきこんだ。荒い息をつく魔法使いの頰ほおに唇くちびるをよせる。

「怖こわくないわよ。あなたの力はこの街をさらに美しくしてくれる。そして私やお父様たちにも喜びを与えてくれるのよ。さあ、あなたの力をちょうだい」

　リザンはもがこうとしたが、体は信じられない力で押さえこまれていた。いつの間にか、寝台や床、そしてアーティアの髪から伸びた植物の茎くきが、魔法使いの体を捕えていたのだ。

　アーティアが微笑ほほえむ。急速に力が抜けて行く。

　リザンは叫び声を上げた。「エルドース！　ウェブ！」

「アーティア、君なのか!?」

　戸口で狼ろう狽ばいした声が聞こえた。

「……ナリル？」

　ふりかえったアーティアは啞あ然ぜんとなった。戸口には杖を手にしたナリルが立っていた。ナリルは信じられないと言いたげに、呆ぼう然ぜんと部屋の中を見回している。アーティアはその視線を避けるように身をよじった。

「いや！　見ないで」

「アーティア、教えてくれ。君は本当に人の精神の力をすする妖よう魔まなのか？」

〝あの姿を見れば、一いち目もく瞭りよう然ぜんであろう！〟

　どこからか、もう一つの声が言った。だがナリルはそれを聞いていないようだった。よろよろと顔をそむけている娘に近づく。

「答えてくれ、アーティア……」

　娘の肩に手を置こうとする。リザンが叫んだ。

「足もとだ！」

　アーティアの髪がナリルのくるぶしに絡からみ付き、素す速ばやく這はい上がってくる。獲え物ものを捕とらえたよろこびに、邪じや悪あくな笑みを浮かべてアーティアがナリルにつかみかかった。

〝調子に乗るな。下げ衆すめが！〟

　杖の魔ま晶しよう石せきが魔力を放った。顔面を焼かれて娘はのけぞった。ナリルを捕えていた髪がほどける。

〝これで判わかったであろう。これは魔物なのだ。心をゆるすな！〟

　恐きよう怖ふにあえぎながらナリルはあとずさった。

「ナリル！」

　まだ植物に捕えられたままのリザンが警告の声をあげる。ナリルは剣を抜いた。アーティアが顔をあげる。再び美しい乙女の顔に戻もどっていた。

「ナリル……やめて」

　ナリルは息をのんだ。わずかにひるむ。杖が叫んだ。

〝ええい、まだためらうというのか？　あれはレーシィ。だまされるな！〟

　アーティアが怒りの声をあげて杖につかみかかった。だが、ふたたび魔力にはじかれる。

「その杖は……エンチャンターの杖か？」アーティアは恐きよう怖ふの目で杖を見た。

〝ナリル。今だ。この呪のろわれた魔物に死をあたえるのだ〟

　ナリルはまよった。だが再度、獣けもののような叫びをあげて襲おそいかかってくるものには、もはやあの美しい娘の面影はなかった。ナリルは剣を構えた。体がひとりでに動くような気がした。身を屈かがめ、斜に構えて一気に剣を突き出す。鈍にぶい感かん触しよくと、何かを貫つらぬく堅い衝しよう撃げきがあった。小剣の刃は吸いこまれるように、アーティアの胸に突き刺さっていた。するどい鈎かぎ爪づめがナリルの肩にくいこんだが、それだけだった。ずるり……とアーティアだったものは床ゆかに崩くずれ落ちる。ナリルはその場にへたりこんだ。

　力を失った植物の茎くきを蹴け散ちらして、リザンが起き上がった。

「助かったよナリル。それにエルドース」

　魔法使いはナリルの手から杖を受け取りながら、いたわるようにナリルの肩を軽く叩たたいた。

〝これでひとまず片はついたわけだが、管理人であったレーシィがいなくなったわけだから、二、三日中にこの都市は崩ほう壊かいする恐れがある。調べるべきものは、急いで調べるほうがよいぞ〟

　エルドースの言葉に、リザンはうなずいた。

「ナリル。大だい丈じよう夫ぶか？」

　ナリルは大きく息をついた。「ああ……なんとかね」







[image: ]







「僕とエルドースは水すい溶よう室しつを見にいくけれども、ナリルはどうする？」

　ナリルは床に倒れている少女から視線を剝はがしながら答えた。

「私もいく」

　二人は部屋を出ると、なだらかなスロープを下っていった。スロープを降りるにつれ、周しゆう囲いに湿気が満ちてくる。ナリルはふと思い出して尋ねた。

「アーティアが言っていたんだが、君はここへ来たことがあるんだろう……私が眠っている時に」

　リザンはナリルを見た。視線をそらせてうなずく。

「ナリルに隠かくれて調べ回っていたのは悪かったと思ってます。でも、この街は表面に見えているよりも、ずっと危険だったんですよ。ここに住む生き物は、すべて僕たちをつけ狙ねらっていたのです。ここにはこの街の生き物しかいない。本来なら外に住む、ごく普通の生き物もまざっていて当然なのに。どうしてか？　街の動物たちが捕えて命をすするからなのです」

　ナリルは山猫に襲われた小鳥を思い出していた。山猫は鳥を食べなかった。あれは鳥の生命の力を吸い取ったのだろうか？

「アーティア……この街の管理人であり、主人である彼女が命令していなければ、僕たちはあっと言う間に、獣けものたちに襲われて終わっていたでしょう。この街は巨大な〝うつぼかずら〟に似ています」

「〝うつぼかずら〟？　あの食虫植物の？」

　リザンはうなずいた。

「甘い蜜みつの香りで誘い込むが、決して外へ逃さない。この街の地図を見たとき、ここには出口がないことに気づかなかったのですか？」

「出口がない？」ナリルは驚いて魔法使いを見た。エルドースが口をはさんだ。

〝この街が正常に働いていたときは、門やその他の魔法の通路が外の世界とつながっていたはずだ。しかし今はそれらは失われている〟

「ここに入ったものは自分の魔法で抜け出すしかないのですよ。魔法が使えないものは一生ここから逃げ出せない」

　湿気が体にまとわりつくほどにたちこめている。壁からせりだしているものを見て、リザンとナリルは呻うめいた。

「これは……」

「ここへくる前に、アーティアに追い返されたのだが……」リザンがつぶやく。

「君は彼女に命令ができたのじゃないのか？」

「あれは古代の魔法〝マイナー・コマンド・ゴーレム〟を使ったのですけれど、がんらい彼女に与えられていた命令の方が強くて、ここまでは来られなかったのですよ」

〝まだまだ未熟だからだ〟

　エルドースの一言に、リザンはふてくされたようだった。

　ナリルは壁の中の水に浮ぶ、白い塊かたまりをまじまじと覗のぞきこんだ。不ぶ気き味みで、おぞけがでるほど恐ろしいのだが、非常に興味深い。この白いものが街まちにいる動物たちだというのなら、あの動物たちも植物でつくられているのか？

　水をはらんだ壁の上には、古代語の単音文字が記されていた。分類のための記号かと思ったが、その文字の並びには規則性がなかった。

　二人はさらに奥へ進んでいった。行き止まりの壁には戸口があり、さらに部屋が続いていることがわかる。戸口のわきにはひときわ大きくせりだした壁があり、その中に人間の姿があった。

「アーティア……？」

　ナリルは壁に近づいた。その中にはナリルが殺したものと寸分ちがわぬアーティアの姿があった。眠るように目を閉じ、緑の髪をゆらめかせながら、ゆったりと水の中に浮かんでいる。白い木の根が少女の体をそっと包みこんでいた。

「ナリル！」

　戸口の向こうからリザンの押し殺した叫びが聞こえる。名な残ごりおしさを感じつつ、ナリルは奥の部屋へ入っていった。

　そこは円えん筒とう形けいの部屋で、壁にはさきほどの部屋と同じように、水をはらんだ膨ふくらみがいくつもある。ただ、そのなかに浮かんでいるのは死体だった。むくみ、ところによっては崩くずれている人間のむくろ。

「ナリル……死体の入っているふくらみの上をみてください。壁にかかれている文字です！」

　リザンがあえぎながら叫んだ。ふくらんだ壁の上には人の名前が記してあった。リズトン、ルグフェン、ライング、ギルマン……ライング？　ギルマン？

「これはまさかアーティアの〝お父様たち〟？」

「そうだ。この都市をつくった魔法使いたちです。そして気がつきましたか？　この名前と、さっきの部屋の動物たちの……」

　動物たちの入っていた壁の上にあった古代語の文字。それは魔法使いたちの名前の頭文字……。ナリルは寒気を感じた。

〝そうだ。あれはこの魔法使いたちのなれのはてだ。私が言うのもなんだが……ここまでして生き延びて、何の意味があると言うのだ!?〟

　エルドースが吐はき捨てるように言う。ナリルは吐き気を感じた。では、ひょっとしてアーティアも？　知りたくはない。見たくはない。彼女の美しい幻をこれ以上こわしたくはない。だが、ナリルは部屋を見回した。そしてそれを見つけたのだ。ひとつの死体の首にかけられた首飾り。アーティアの首を飾っていたものと同じ、緑色の石がはまった首飾り。

　ナリルは部屋から逃げ出した。壁にもたれかかり、恐きよう怖ふにあえぐ。

　突然、床ゆかが大きくうねった。床だけではない。壁も天てん井じようも、すべてが死にゆくもののけいれんのように激しくのたうっていた。ナリルは直感的に感じ取った。この街は死にかけている。アーティスは滅びようとしているのだ。

　激しい動きに壁が破れて水が流れ出る。白い塊かたまりも一いつ緒しよに流れ出た。奥の部屋がらリザンが飛び出してくる。

「もう崩ほう壊かいするのか？　早すぎる！」リザンは叫ぶように言った。

「アーティスは怒っているのよ……」

　か細い声にナリルは頭をめぐらせた。床に投げ出されたようにアーティアが……さっきまで壁の水の中にいたアーティアが倒れていた。よわよわしく上半身を起こしてナリルを見る。

「もうアーティスは助からない。そして私たちも。あなたたちも一緒に滅びるのよ。この精せい霊れい都市アーティスとともに……」

　最後にかすかな笑みを浮かべて、アーティアはこときれた。周しゆう囲いのうねりはさらに激しくなってくる。リザンがナリルの腕をとった。

「早く外へ逃げるんだ。昇降場が使えるうちに！」

　二人は転がるように部屋を飛びだした。揺れるスロープを駆け上がり、曲がりくねる通路を走り抜ける。昇降場はまだ残っていた。力場へ飛びこむのももどかしく、上へと命令する。地表へ着くまでのわずかな時間がとてつもなく長く感じられた。力場がいつ消え失せるかもしれない。そんな恐怖もあった。

　ようやく地表へたどり着いた。ナリルたちは大樹の外へ走り出る。そこへ白い獣けものたちが襲おそいかかってきた。獣たちの目は狂気に支配され、攻撃もただやみくもに突っ込んではかきむしり、嚙かみついてくる。

「ウェブ！」

　リザンの声よりも早く、うろこに包まれた巨大な馬が主人を守ろうと乱戦に加わった。馬の口には鋭い牙きばが並んでいる。その牙と水かきのついた大きな鈎かぎ爪づめ、太い尾が獣たちを蹴け散ちらしていく。だが、それで終わりではなかった。

　周囲の木々がうねると、生き物のようにナリルたちに襲いかかってきたのだ。

「炎よ！」

　リザンが叫び、炎が炸さく裂れつした。焼けた木の葉や枝がとびちり、生なま木きは煙をあげてくすぶる。だが木々にひるんだ様子はない。

　獣たちを打ち倒したウェブも、巨大な木や草が相手では歩が悪い。木々はさらにたけり狂う。精せい霊れい都市アーティスが、一つの生き物となって、自分に破滅をもたらした者たちに復ふく讐しゆうしようとしているようだ。

　再び炎球フアイアボールを放ったリザンが苦にが々にがしげに言った。

「これでは〝飛行フライト〟の呪じゆ文もんを唱えるひまがない。唱えても舞い上がる前に打ちのめされてしまうだけだ！　逃げ道を断たれたわけだ」

　逃げ道がない！　ナリルは何もできずに立ちすくんでいた。迫りくる樹木に小剣シヨートソードが何の役にたつだろう。神聖魔法も役立ちそうにない。せめて逃げ道だけでも見つかれば。ナリルは神ラーダに祈った。

「神よどうか我らをお助け下さい！」

　だが、こんな時に限って意味のないことが思い出されてならない。雑念を払おうとしたナリルは、はたと思いついた。これはもしや……。




『二人の猟師は街まちへ戻もどった。と、突然どこからともなく大きな声がよばわった。

〝この街を出ようというのか？　ならばおまえたちが楽しんだ代償を置いて行け！〟

　草原の草がからみあい、姿を変え、亡もう者じやの手のようになって猟師たちを捕えようとする。猟師たちはたちまち街の川岸へ追いつめられた。草と木々が巨人のようになって、猟師たちへつめよった。

〝代償に何を払う？　何もないなら命を置いて行け！〟

　驚き恐れてあとじさった猟師たちの足下から、マフォーレを呼ぶ声がした。見ると川の上に角を生やした小犬が立っていた。

「マフォーレ、あれほど忠告したというのに！　でも神はおまえを見捨てませんよ。さあ、私の尾につかまりなさい」

　気がつくと、小犬は鹿のように大きな犬に変っていた。マフォーレは犬の長くてふさふさした尾につかまり、マーティンももう一本の尾にしがみついた。犬は川を下ってゆく。川は街の端から地面へと流れ落ちていた。犬は水と一いつ緒しよに地面へと滑すべり降りていった』




「川だ！　私がエルドースを投げた川を使えば、ここから逃げ出せる！」

　リザンは振り返った。

「そうか川がある。ウェブ、僕を守れ！」

　リザンは身を退ひく。押し寄せてくる樹木を、ウェブが体で押し戻もどす。もはや周しゆう囲いはうずまく樹木に取り囲まれていた。

「ナリル、短剣はないか？」

　リザンは懐ふところから革かわ袋ぶくろを取り出した。ナリルが短剣を差し出すと、革袋を切り裂さき、不ぶ気き味みな色あいの石をとりだす。次におもむろに自分の腕に短剣の刃を滑すべらせ、あふれる血を石にかけた。

「退さがって」

　リザンは石を地面へ放り投げると、エルドースをかかげた。

「〝我が血をもって我は命ず。ロガランディス。トゥース！　九つの鼓こ動どうと黄金の一つにおいて、我が召しよう喚かんに応えよ！〟」

　石がゆらいだ。そして次の瞬間、石がはじけるように巨大な獣けものが姿を現した。鳥のような奇き妙みような三本の前足をもつ、狼おおかみのような獣。熊のように大きく猛たけ々だけしい。

「トゥース。焼きつくせ！」

　リザンの声に太く吠えると、狼は口から炎を吐き出した。樹木がひるんだように退しりぞく。

「ウェブ、来い！」

　樹木から逃れたウェブが駆け寄ってくる。

「ナリル、乗って！」

　リザンに押されるように、ナリルは馬の背にまたがった。リザンも飛び乗る。魔法使いは馬へ声をかけた。

「ウェブ、炎が嫌いなのはわかっているが、しっかりとトゥースの後ろをついて行け。ナリル。川はどちらにある？」

「街の西端だ」

「エルドース、僕一人では難むずかしい。ウェブの方はまかせた」

〝仕方あるまい〟

「何をするんだ？」ナリルはうろたえながら尋ねた。

「一気に突っきる。しっかりつかまっていてくれ。行けっ、トゥース！」

　リザンの声とともに、今や全身から炎を吹き出した狼は、ナリルが示した方向へ向かって矢のように飛び出した。馬の体がしなり、弾はじかれたようにあとへつづく。

　津波のように押し寄せていた木々は、狼の炎の息に焼かれて退いていく。そこに開いたちょうど小道一本分の空間を狼と馬は走り抜けていく。

　火の粉がふりかかるたびに、馬は嫌いやそうに首をふった。エルドースの叱しつ咤たの声がひびく。木のざわめきと炎の轟ごう音おん、焼けた木々がはじける音。狼の唸うなり。ナリルはひたすらリザンにしがみついた。

「川だ」

　炎の渦うずの向こうに、大きな川の流れが見えた。リザンが奇妙な身振りとともに、呪じゆ文もんを叫ぶ。すると前方を走っていた狼の姿が熔とけるように消え失せた。

「消えてしまった。どうなったんだ？」

「あいつがもといた世界へ還かえしたんだ」リザンは疲れたように大きくあえいだ。

「よし、行けウェブ。あの流れを下るんだ！」

　ウェブは勝ち誇ったように水の流れへ飛びこんだ。水の中に入ったのに、馬の足取りは変らない。飛ぶような早さで川を下り、地面の穴へと突き進んでいく。ナリルはふと、後ろをふりかえった。

　華か麗れいだった木々は、ぐにゃりと曲って地表にはいつくばっていた。まるで腐くさって崩くずれ落ちたように見える。中央にあった大樹も大きく傾き、うなだれるように曲っていた。地表もうねり、もがき苦しんでいるように見えた。精せい霊れい都市アーティスの最さい期ごだった。

　急に体が浮き上がるような感覚がした。川が視界をさえぎり、暗くら闇やみと水の流れる轟ごう音おんが周しゆう囲いを包みこんだ。ナリルは魔法使いにしがみついた。足の下で馬の体が力強くうねるのがわかった。だが、その他は何もわからない。ナリルは目を閉じた。




　　　　７




　山道を一頭の馬が歩いていた。ぼさぼさのたてがみを風にゆらしながら、のんきにぽくぽくと歩いていく。その背には二人の若者が乗っていた。

　馬は峠とうげにさしかかる。エストンの山波が途と切ぎれ、なだらかな平野が広がった。麓ふもとには小さな村が見える。

「ああ、ボルの村だ。帰ってきたんだ」

　ナリルは眼下を見下ろして嬉うれしそうに言った。

「かえすがえすも、あの記録が持ち帰れなかったことが残念だ」

　それを聞いてリザンは笑い声をあげた。

「助かったとわかったときには、命があっただけでも幸運だったと言っていたのに、現金なものですね」

「しかたないさ。証しよう拠こがなければ、こんな話をだれが信用してくれる？」

「確かに。あまりにも荒こう唐とう無む稽けいな冒ぼう険けん談だんですからね」リザンはうなずき、ウェブまでが首をふって同意したので、ナリルも吹き出した。

　やがて山道の分ぶん岐き点てんを示す、狩人かりゆうどの神の小さな祭さい壇だんが見えてきた。祭壇の前でウェブは立ち止まる。ナリルは馬の背から滑すべり降りた。

「どうしても来てくれないのかい？」

　ナリルの問いにリザンはうなずいた。

「ナリルのおじいさんに会ってみたいのはやまやまですけど……すみません」

「ん、そうか。まあ、これだけ個性的な相あい棒ぼうばかりがいるんじゃ、そう簡単にそこらの村や町に入れないのは確かだな」

　ナリルはウェブとエルドースへ目をやると笑みを浮かべた。

「また何かあったら、ぜひ訪ねできてくれ。歓迎するよ」

「ええ、ありがとうナリル」

　二人は握手をかわした。馬上に姿勢をただしたリザンは馬の首を軽く叩たたく。馬は向きをかえると、南西へ向かう山道へ向かっていった。

「元気でな」

　ナリルの声に振り返ったリザンは杖をかかげて応こたえをかえした。たぶん、むやみに振り回すなとかエルドースが文句を言っているにちがいない。ナリルは小さく笑った。

　振り返り、故郷の村を見下ろす。自分が体験したことのすべてがわかってもらえるとは思えないが、祖父なら三分の一ぐらいは信用してくれるだろう。形のある証しよう拠こは何一つ持ち帰れなかったが、大切なものはここに入っているさ。ナリルは自分の頭を人差し指でつっついた。

「よーし、帰って記録を書くぞ！」

　一声叫んで、ナリルは足取りも軽く山道を下りていった。

　あとには青い空と緑の木々。魔法となんの関わりも持たないただの木は、幸せそうに風にゆられてさざめいていた。







　解　説





安田　均






　ゲームと小説はちがうと書けば、ごく最近まで当たり前のことじゃないかと言われそうでした。

　ところが、ここ数年ばかりはそうでもありません。ゲーム風の小説、ゲームをもとにした小説が、おもにファンタジーを中心にかなり目立つようになってきています。

　これはもちろん、ゲームの方にＲＰＧ（ロールプレイング・ゲーム）という、ストーリーの要素を取り込むことのできる作品が登場したことが契けい機きとなっています。ＲＰＧは最初のうちこそ、いかにもゲームらしい戦闘や迷宮の謎なぞを中心としたものでしたが、やがて、ストーリーを遊ぶゲームといった本質がクローズアップされてきます。ＲＰＧは、もともとが『指輪物語』などファンタジー小説をゲームとして楽しもうという姿勢で生まれたものですから、こうしたゲームとストーリーの相互作用というのは、いわば当然なのかもしれません。

　本書は、ごぞんじのように、富士見書房から出ている『ソード・ワールドＲＰＧ』というロールプレイング・ゲームを共通の背景世界にもつ、短編小説集の三巻目にあたります。アレクラスト大陸という架か空くうのファンタジー世界を舞台に、剣と魔法をはじめとしたＲＰＧの不可思議で魅み力りよく的てきな冒険物語が、さまざまな場所、さまざまな登場人物たちによって繰くりひろげられます。その辺あたりは、一巻目、二巻目を読まれた人ならおなじみでしょう（まだの人は、それら『レプラコーンの涙』や『ナイトウィンドの影』も、ぜひお読みください）。

　ところで、こうしたゲーム小説で、ぼくが一度まとめてみたいなと思っていたテーマがあります。

　それは〝モンスター〟という存在です。ファンタジーのＲＰＧでは先にも書いたように、初期には戦闘や迷宮の謎が中心となっていました。しかし、何と戦闘するのか、迷宮に潜ひそんでいるものとは何か、ということになると、それはもちろん〝モンスター＝怪物〟だったのです。

　これはファンタジーＲＰＧでよく使われるストーリーが、『指輪物語』風の叙じよ事じ詩しのほかに、ギリシャ・ローマやヨーロッパ中世の神話・伝承だったこともあります。迷宮のミノタウロスや聖ジョージとドラゴン、あるいは、グレンデルのような人食いの怪物……

　こうした民衆の生み出した架空の怪物が、不可思議なストーリーと同時に、対立する存在としてスリルやサスペンスを与えてくれる。これがＲＰＧの基本となるパターンでもあります。

　というわけで、〝ソード・ワールド短編集〟という、いやしくもＲＰＧをもとにした小説集を編む以上、モンスターを中心とする巻はどうしても避さけて通れません。本書と続く四巻目の各作品は、この〝モンスター〟をソード・ワールドで扱あつかえばどうなるか、といった点がテーマとなっています。

　さて、そのＲＰＧでのモンスターが小説として、どう表されているかということですが──今回は三巻目と四巻目が対ついになっているということで、こうした解説の方は四巻目に譲ゆずることにしましょう。




　ここでは収録作品について、簡単に触ふれておきます。

「ふたりの迷宮ラビリンス」では、アンデッド・モンスター（〝不死の怪物〟とも呼ばれる成じよう仏ぶつできない存在）であるレイスと、意識を持たない怪物であるゴーレムが登場します。いずれもＲＰＧでは廃はい墟きよの宝番などをしていて、よく見かける存在ですが、本編では対立する存在としてではなく、少し変わった展開を見せます。迷宮と怪物という、いかにもＲＰＧの設定を用いながら、ちょっとゲームとはちがう成なり行ゆきを、ここでは楽しんでください。なお、この作品の登場人物たちは「神官戦士が六人」（『ナイトウィンドの影』に収録）と同じ点にもご注目ください。

「惨さん劇げきは突然に」は一方で、典型的なモンスター狩りの特とく徴ちようを持っています。突とつ如じよ、平和な村に出しゆつ没ぼつしはじめたモンスター。酒場で腕うで自じ慢まんをしていた戦士たちが、その退たい治じに名乗りをあげる。そして……というわけです。この後は、意外な展開が待ち受けていますので、実際に読んでみてください。ＲＰＧではモンスターは登場人物たちのやられ役のようなところもあるのですが、手ごわいものは本当に手ごわいのです。

「緑の都市」は、植物をテーマにしたロマンティック（？）なストーリーです。ここでもストーリーはモンスターとの対立よりも、それを取り囲む緑あざやかな世界の震ふん囲い気きを軸じくに展開されます。ソード・ワールドＲＰＧの熱心なファンの人なら、この作品に『死せる神の島』のリザンが登場するのを、喜ばれるかもしれません。そう、この作品は独立した中編ですが、『死せる神の島』の主人公のひとりの後ご日じつ譚たんでもあるのです。








ふたりの迷宮ラビリンス






ディアネー（レイス）

モンスター・レベル＝８

知名度＝14（ただし、ソーサラーはかならず知っている）

敏捷度＝24

移動速度＝24（空中）

知能＝高い

反応＝中立

攻撃点＝│

打撃点＝│

回避点＝18（11）

防御点＝10

生命点／抵抗値＝│／│

精神点／抵抗値＝16／17（10）

特殊能力＝精神的な攻撃しか受け付けない。


魔法：古代語魔法８レベル（魔法強度／魔力＝18／11）

ソーサラー技能８レベル、セージ技能６レベル、ノーブル技能５レベル



読解＝上位古代語、下位古代語、エルフ語、ドワーフ語

会話＝上位古代語、下位古代語、エルフ語、ドワーフ語、ジャイアント語、古代蛮族語




ジェフメル（フレッシュ・ゴーレム）

モンスター・レベル＝７

知名度＝12

敏捷度＝12

移動速度＝13

知能＝低い

反応＝（命令により）不動

攻撃点＝腕：14（７）

打撃点＝14

回避点＝13（６）

防御点＝９

生命点／抵抗値＝30／16（９）

精神点／抵抗値＝│／17（10）

特殊能力＝│

言語＝│




登場人物データは、ソード・ワールドＲＰＧシナリオ集『ユニコーンの探索』をごらんください。





惨さん劇げきは突然に






サリド（人間、男、19歳）

器用度16（+2）

敏捷度14（+2）

知力11（+1）

筋力19（+3）

生命力16（+2）

精神力11（+1）

冒険者技能　ファイター２、レンジャー１

冒険者レベル　２

生命力抵抗力　４

精神力抵抗力　３


武器：バスタード・ソード（必要筋力17）




攻撃力４　打撃力22　追加ダメージ５




　楯：なし




回避力４




　鎧：チェイン・メイル（必要筋力19）




防御力19　ダメージ減少２




言語：（会話）共通語、東方語




（読解）東方語






ゼムス（人間、男、32歳）

器用度15（+2）

敏捷度13（+2）

知力15（+2）

筋力17（+2）

生命力18（+3）

精神力13（+2）

冒険者技能　ファイター３、バード２、レンジャー１

冒険者レベル　３

生命力抵抗力　６

精神力抵抗力　５


武器：ブロード・ソード（必要筋力16）




攻撃力５　打撃力16　追加ダメージ５




　楯：なし




回避力５




　鎧：チェイン・メイル（必要筋力17）




防御力17　ダメージ減少３




言語：（会話）共通語、東方語、西方語、ドワーフ語




（読解）共通語、東方語






ローガス（人間、男、45歳）

器用度13（+2）

敏捷度15（+2）

知力20（+3）

筋力16（+2）

生命力18（+3）

精神力16（+2）

冒険者技能　セージ３、シーフ２、レンジャー１

冒険者レベル　３

生命力抵抗力　６

精神力抵抗力　５


武器：ショート・ソード（必要筋力８）




攻撃力４　打撃力８　追加ダメージ４




　楯：なし




回避力４




　鎧：ソフト・レザー（必要筋力７）




防御力７　ダメージ減少３




言語：（会話）共通語、東方語、ドワーフ語




（読解）共通語、東方語、ドワーフ語、下位古代語






ゴリラ、ハンガー・レッグについては、『ソード・ワールドＲＰＧ上級ルール　分冊２』をごらんください。





緑の都市






ナリル・マコーレイ（人間、男、21歳）

器用度14（+2）

敏捷度18（+3）

知力18（+3）

筋力11（+1）

生命力13（+2）

精神力17（+2）

冒険者技能　セージ３、ファイター１、レンジャー２

冒険者レベル　３

生命力抵抗力　５

精神力抵抗力　５


武器：ショート・ソード（必要筋力８）




攻撃力３　打撃力８　追加ダメージ２




スリング（必要筋力８）




攻撃力４　打撃力８　追加ダメージ３




　楯：なし




回避力４




　鎧：ソフト・レザー（必要筋力６）




防御力６　ダメージ減少３




言語：（会話）共通語、東方語、下位古代語、エルフ語




（読解）共通語、東方語、下位古代語、西方語、エルフ語






リザルード（リザン）・ゲイヴィン（人間、男、19歳）

器用度14（+2）

敏捷度18（+3）

知力20（+3）

筋力15（+3）

生命力16（+2）

精神力18（+3）

冒険者技能　セージ４、ソーサラー６、ファイター１

冒険者レベル　６

生命力抵抗力　８

精神力抵抗力　９


武器：メイジ・スタッフ〝エルドース〟（必要筋力10）




攻撃力３　打撃力15　追加ダメージ３




ショート・ソード（必要筋力８）




攻撃力３　打撃力８　追加ダメージ３




　楯：なし




回避力４




　鎧：ソフト・レザー（必要筋力７）




防御力７　ダメージ減少６




言語：（会話）共通語、東方語、下位古代語、上位古代語、西方語、エルフ語




（読解）共通語、東方語、下位古代語、上位古代語、西方語、ドワーフ語






レーシィ

種別＝幻獣

モンスターレベル＝４

知名度＝14

敏捷度＝９

移動速度＝10

出現数＝単独

出現頻度＝ごくまれ

知能＝人間なみ

反応＝中立

攻撃点＝11（４）

打撃点＝８

回避点＝10（３）

防御点＝７

生命点／抵抗値＝18／13（６）

精神点／抵抗値＝16／14（７）

特殊能力＝魔法：精霊魔法３レベルまでのすべて、および６レベルまでの植物、大地系の精霊魔法を操ることができる。

　また、後記の特殊な魔法を使うことができる。（魔法強度／魔力＝13／６）

言語＝地方語、下位古代語、上位古代語

説明＝レーシィは植物から生み出された幻獣です。外見は人間とほとんどかわりませんが、髪は植物の緑色をしており、皮膚も薄い緑色をしています。彼らは植物の多い場所、または植物の精霊力の強い場所でなくては生きて行けません。そのような場所から引き離されたレーシィは、一日あたり、９点の精神力（魔力）を得られないかぎり、衰弱して死んでしまいます。

　レーシィは自分の周囲の植物と、植物の精霊を自由に操ることができます。その能力から古代の精霊都市で、植物の精霊の番人として利用されていたようです。




特殊魔法

グラヴィティ

呪文レベル　５

種別：遺失

拡大：達成値、持続時間、範囲面積

基本精神力：25

距離：30メートル

効果範囲：半径10メートルの空間

持続時間：18ラウンド

説明：この魔法は、任意の地点に強力な引力を発生させる魔法です。効果範囲内にいる者は、抵抗に失敗すると全身が強い力で押さえつけられたようになり、身動きがとれなくなります。抵抗に成功した者には効果はありません。




マイナー・コマンド・ゴーレム

呪文レベル　６

種別：遺失

拡大：達成値、目標数

基本精神力：36

距離：10メートル

効果範囲：個人

持続時間：永続

説明：この魔法は、フレッシュ・ゴーレムやその他の下等な「命令に従うように造られた、魔法生物」に対して命令するための呪文です。対象となる魔法生物が、まだ命令を与えられていないものなら、この魔法は必ずかかります（１ゾロは失敗です）。しかし、対象の魔法生物に、すでになんらかの命令が下されている場合は、対象はこの魔法に対して抵抗を行なってきます。魔法生物の抵抗値に、以前にあった命令の「強さ」を加算した値で抵抗を行ないます。抵抗に成功すれば、魔法は効果をしめしません。




スティール・マインド

呪文レベル　６

種別：遺失

拡大：達成値、目標数、ダメージの確実性

基本精神力：24

距離：10メートル

効果範囲：個人

持続時間：永続

説明：この魔法は、目標から精神点や魔力を奪い取り、自分のものとすることができます。まず目標の精神力（点）に打撃力20で判定しただけのダメージを与えます。そしてそれと同じ点数だけ、術者の精神力（点）を回復させます。目標が抵抗に成功した場合は効果はありません。










ソード・ワールド短たん編ぺん集しゆう




ふたりのラビリンス








編者：安やす田だ　均ひとし
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[image: ]





平成25年10月10日　発行





発行者　佐藤 忍

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

http://www.kadokawa.co.jp/

企画・編集　富士見書房

03-3238-8585（編集）

http://www.fujimishobo.co.jp/





(C) 1991 Group SNE





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『ソード・ワールド短編集　ふたりのラビリンス』平成3年5月20日初版発行








[image: ]



item/image/cover.jpg
Y—R-D—)UNEiRSE

SEDDSEVUIA

LZHY & 7J<E¥E ftr

452N KBt
O BIRI7VIITNE





item/image/p157.jpg





item/image/p037.jpg





item/image/p119.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p193.jpg





item/image/p074.jpg
AN ETUSZ
ey o m—
v ~—O
=R
ELT

_ONGERN
TL=7 ‘ Fitfy]
#57Q " ;%
A3y (o ¢
—:v—r\ Y

L7

ROEODE
(A—ZAN-IVR)

J





item/image/p023.jpg





item/image/p143.jpg





item/image/logo-fan.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		ふたりの迷宮



		惨劇は突然に



		緑の都市



		解説



		奥付













Guide





		表紙



		目次

 

		本編













item/image/p055.jpg





item/image/p217.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
B _| Sworp WoRrLD

BEROBEEBL T Y 77— DB B AL,
HE? WRLIRZ/ (B 0RE)





item/image/p093.jpg





item/image/p130.jpg
ELT-I

s AN ETUZR w HORDDB
FER, & ((—ZRN-TUK)
—e
EALS =t
oy —d
ey NW/lGSs.. =SNa






item/image/p173.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
MONICHASN, ZAN EE R BEXLROIRY - W E8BH 1/
(Bo#h)





item/image/kuchie-003.jpg
HOT TR HEIETBE LR A TVSET TIZHA— LD
IABIEASTW/  (BRIGERC)






item/image/p004.jpg
[GENREES-D| |
(REQ&EmEQE)

£5
Wil





item/image/p008.jpg





